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序

島根県教育委員会は, 日本道路公団広島建設局の委託を受け,昭和57年度 (1982

年)以来,中国横断自動車道広島浜田線建設地内遺跡の調査を行ってまいりま

した。本書は昭和62年度 (1987年 )か ら平成 3年度 (1991年 )に実施 した遺跡

発掘調査のうち今佐屋山遺跡をはじめとする 5遺跡の調査結果をまとめたもの

であります。

中国太郎と呼ばれる江川は多 くの支流を集め日本海に注 ぐ大河であり,古来

より山陰と山陽を結ぶ動脈として利用され,そ の流域には多くの交通路が開か

れていたことは広 く知られているところであります。今回対象地域となった邑

智郡瑞穂町市木地区と那賀郡旭町本郷・重富・和田地区も江川の支流,八戸川

の流域に位置 し,古 くから山陰と山陽を結ぶ重要な役割を担ってきたところで

あります。この度の調査により, 7～ 8,000年前の縄文時代から江戸時代まで

の遺跡がみつかりました。日本国内でも最古級に属する古墳時代後期の製鉄遺

跡をはじめとして,縄文時代の集落跡,石見山間部最大級の大形円墳,古代寺

院の瓦窯跡などいずれもこの地方の歴史を解明していくうえで重要な資料とな

るものと考えております。

本書においては,多岐にわたる出土遺物について十分な検討ができず,不備

な点も少なからずありますが, この調査結果が多少なりとも埋蔵文化財に対す

る理解に役立つことができれば幸いであります。

なお,発掘調査および本書の刊行にあたりましては日本道路公団広島建設局

浜田工事事務所をはじめ,各方面から多大なるご支援, ご協力をいただきまし

たことに対 し心よりお礼申し上げる次第であります。

平成 4年 (1992)3月

島根県教育委員会 教育長

坂 本 和 男



例 H

1.本書は,1987～ 1991年度 (昭和62～平成 3年度)の 5ヶ 年にわたって島根県教育委員会が日本

道路公団広島建設局の委託を受けて実施 した,中国横断自動車道広島浜田線建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査のうち下記の遺跡の発掘調査報告書である。

今佐 屋 山遺 跡  島根県邑智郡瑞穂町市木6420-10外

小 才 遺 跡  島根県那賀郡旭町和田1559-9外

やつおもて講   島根県那賀郡旭町重富 705-4外

重 富 遺 跡  島根県那賀郡旭町重富 706-19外

柳 ケ 谷 遺 跡  島根県那賀郡旭町本郷1694-4外

2.挿図中の方位は国土調査法による第Ⅲ座標系X軸の方向を指す。従って瑞穂町市木では真北よ

り0° 5'52″ ,旭町和田では真北よりo° 4'6″ 東の方向を指す。

3.出土遺物および実測図・写真は島根県教育委員会で保管 している。

4.掲載図面は主に松本岩雄,三宅博士,足立克己,角 田徳幸,寺尾 令,佐々木聡,錦織 弘 ,

小笹 基,永瀬仲二,土谷 徹,森山敏広,丹羽野裕,松尾千枝子,足立郁子,吉田典子,藤原

久子,奥田美穂子が作成 した。写真は松本岩雄,三宅博士,足立克己,角 田徳幸,錦織 弘が主

に撮影 した。

5,本書の執筆分担は日次および文末に記すとおりであるが,発掘調査員以外の下記の方々にも御

寄稿いただいた (敬称略・ 1買不同)。

伊 藤 晴 明 (島根大学教授)       時 枝 克 安 (島根大学助教授)

大 澤 正 己 (新 日本製鉄八幡製作所)   長 友 恒 人 (奈良教育大学助教授)

三 辻 利 ― (奈良教育大学教授)     井 上 貴 央 (鳥取大学助教授)

6。 本報告書は調査担当者が協議 し,松本,足立,角 田が編集した。
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第I章  調査に至る経緯と調査の経過

第I章  調査に至る経緯と調査の経過

1.調査 に至 る経緯

昭和54年 (1979)1月 に開催された島根県土地利用調整会議で,山陰と山陽を直結する中国横断

自動車道建設計画 (第 7次区間一 浜田市～那賀郡旭町)が議題として提出された。 日本道路公回

広島建設局 (以下公団とする)はそれまでの環境影響調査報告書作成にあたって,文化財の分布状

況等を勘案し,路線決定は文化財をはずすよう計画を立案していた。 しかし,環境影響調査報告書

作成時点以後に発見された遺跡等が計画地内に含まれる可能性が充分にあると考えられたので,島

根県教育委員会 (以下県教委という)は建設計画地内の遺跡分布調査を行い,開発と文化財保護の

調整を行 うことになった。

浜田市,金城町,旭町各教育委員会の協力を得て,昭和54年 8月 20日 ～30日 の間で第 7次区間の

遺跡分布調査を行ったところ岩塚遺跡他 8遺跡の存在が判明した。昭和56年度 (1981)に は国庫補

助事業として第 8次区間 (那賀郡旭町～邑智郡瑞穂町)の遺跡分布調査を実施 し,やつおもて古墳

群,郷路橋遺跡などをはじめとする多数の遺跡を確認 した!こ のうち,やつおもて古墳群と重富遺

跡は石見地方の古代史を考える

うえでとりわけ重要な遺跡であ

ると判断されたため,県教委と

公団は取 り扱いについて協議を

重ねてきた。その結果,やつお

もて古墳群のうち大半の古墳お

よび重富遺跡の中心部を計画路

線からはずすことで両者の合意

に達 した。その他の遺跡につい

ては,道路建設工事着手前に当

該遺跡の発掘調査を実施 し,調

査結果に基づいて遺跡の取 り扱

いを決定しながら今後の事業を

進めることとなった。

発掘調査は,ま ず第 7次区間

について昭和57年度 (1982)か

-1-

第 1図 調査対象地の位置



第二部 調査の経過と周辺の遺跡

ら県教委と公団の間で契約を締結 し,道路建設予定地内の用地買収が終了した地点から順次行った。

当初報告書作成期間を含めて4ヶ 年の計画でスター トした調査であったが,岩塚Ⅲ遺跡の調査をと

りやめたこと (昭和58年度中に,県教委独自の予備調査を行ったところ,本格的な発掘調査が不要

であると判断したため)か ら3ヶ 年で終了することになった。第 7次区間内の埋蔵文化財発掘調査

結果については,昭和59年度 (1984)に 報告書を刊行 した。

その後,発掘調査は一時中断していたが,昭和62年 (1987)7月 に第 8次区間内の遺跡調査につ

いて依頼があり急速分布調査を実施 した。年度途中ではあったが,中国横断道は陰陽を結が大動脈

として早期全線開通を強 く要請されていたところでもあり,10月 12日 に委託契約書を締結 し,特に

事業が急がれる瑞穂町猪子山 トンネル入口付近 (郷路橋遺跡)か ら調査に着手することになった。

その後,平成 2年度 (1990)ま で継続 して現地における発掘調査を実施 した。

2.調査の経過

(1)昭和62年度 (1987)の 調査

中国横断道広島浜田線第 8次区間 (那賀郡旭町～邑智郡瑞穂町)の発掘調査は,昭和62年度から

着手した。昭和62年度の調査期間は,10月 12日 から昭和63年 (1988)3月 31日 までで,郷路橋遺跡

の調査を実施 した。発掘調査は,ルー ト内の谷水田一面ごとにA区～ I区の調査区名を付 し,各調

査区内に任意の調査グリッド (3× 3mま たは4× 4m)を 1～ 7箇所設定 して掘 り下げることに

した。谷部西側の斜面についても発掘調査を行う予定にしていたが,用地交渉の決着をみず, この

部分の調査は次年度送 りとし, これに替えてF区全面とE区西半分の全面調査を実施 した。グリッ

ド調査は昭和62年 10月 13日 から11月 13日 まで,E・ F区の調査に11月 14日 から12月 15日 まで,そ れ

ぞれ約 lヶ 月の期間を要した。なお,E・ F区の調査は完掘することができず,一部次年度調査に

送ることにした。

(2)昭和63年度 (1988)の 調査

昭和63年度の調査は, 4月 1日 から平成元年 (1989)3月 31日 までで,郷路橋遺跡・ 内ヶ原城跡

I区の本調査,重富遺跡・後河内古墓群・柳ヶ谷遺跡 。今佐屋山遺跡・小才遺跡の第 1次調査およ

び建設予定地内の分布調査を実施 した。県境の トンネルエ事の関係で, まず郷路橋遺跡の第 2次調

査から着手 し,第 1地点 (D～ C区)の調査を 5月 10日 ～ 7月 18日 に実施した。この調査の終了後,

第 2地点 (B～ C区)の調査に移 り,基盤層に掘 り込まれた遺構群を検出し,調査が終了したのは

8月 8日 であった。郷路橋遺跡調査に引き続き, 8月 18日 からは内ヶ原城跡の第 1次調査 (確認調

査),第 2次調査 (I区本調査)と ,建設予定地内の分布調査および重富遺跡・後河内古墓群 。柳ヶ

谷遺跡・小才遺跡 。今佐屋山遺跡の第 1次調査 (確認調査)を 2班に分かれて行った。内ヶ原I区

-2-



第I章 調査に至る経緯と調査の経過

では弥生時代後期の集落跡が検出された。分布調査では新たに小才遺跡と森迫城跡が発見されたの

をはじめ,各遺跡の第 1次調査によって縄文時代から江戸時代にわたる住居跡・古墳・抜跡・ 古墓

などの各種の遺構が明らかになり,大 きな成果をあげて12月 13日 に現地調査を終了した。

なお,昭和56年度 (1981)分布調査の折に観音寺原遺跡 (瑞穂町市木)と して扱ってきたものは,

この年の分布調査,第 1次調査等により確認 した地点の小字名を冠 して今佐屋山遺跡,堀田上遺跡

(主要地方道浜田八重可部線予定地内),米屋山遺跡 (主要地方道浜田八重可部線予定地内), と称

することにした。

(3)平成元年度 (1989)の調査

平成元年度の調査は, 4月 1日 から平成 2年 (1990)3月 31日 まで実施 した。調査対象遺跡は,

今佐屋山遺跡,滝ノ屋谷城跡,桜尾城跡,森迫城跡,内 ヶ原城跡,重富遺跡,後河内古墓群,小才

遺跡である。対象遺跡が各種多数にわるため 3班を編成 して対応 した。

A班はまず,今佐屋山遺跡の調査を5月 1日 から10月 20日 まで行い,古墳時代後期の製鉄遺構な

ど貴重な遺構を検出した。10月 23日 からは後河内古墓群の調査に着手し,12月 12日 に終了した。

B班は, 4月 25日 から重富遺跡Ⅱ区の調査に着手した。弥生時代終末期～古墳時代前期の木棺墓

群や奈良時代頃の上坑,濤状遺構などの調査を行い10月 30日 に終了した。これと併行 して重富遺跡

I区 の調査を実施 し,奈良時代の掘立柱建物跡や濤状遺構,中世の火葬墓,近世の上坑などを検出

した。調査期間は6月 13日 から11月 22日 までを要 した。さらに重富遺跡Ⅲ区の調査を11月 13日 から

開始 し,奈良時代の竪穴式住居跡 。濤など多数の遺構を検出した。この調査区は, I区 とやつおも

て古墳群との間の谷部に位置 し,年度当初の計画では,南向きの斜面と谷底部およびI区に続 く一

部の斜面のみを調査対象地としていたが,I区を調査 した結果,遺構がないと考えていた部分まで

遺構・遺物が広がっていることが判明し,I区以西の谷部全体を調査する必要が生 じた。また新た

にバスストップの建設計画が具体化したため,ルー ト南西側の調査対象区域がさらに広がり,約3,000

第 2図 調査指導会 第 3図 市木小学校児童の見学 (今佐屋山遺跡)
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第二部 調査の経過と周辺の遺跡

ポの面積増加となった。現調査体制ではこれらの対応は不可能であったため,公団と協議の結果,

調査区北斜面およびI区 との間の斜面を次年度にまわし, これを除いた部分を平成元年度調査範囲

とすることになった。調査は12月 下旬終了を目標に努力したが,多数の遺構が検出されたことや,

降雨・降雪等の悪条件にもみまわれ,結局年を越 して平成 2年 1月 25日 まで現地調査を実施 した。

このほかにB班は小才遺跡のうち南端の工事進入路に相当する部分の調査を行い, 2基の古墳を確

認 した。調査期間は7月 31日 から11月 7日 までを要 した。また, 5月 9日 から5月 25日 にかけては

旭町本郷地内の要注意地点の確認調査も実施 した。

C班は,まず 4月 25日 から内ケ原城跡の調査に着手 し,10月 30日 に終了した。また,森迫城跡

(9月 7日 ～12月 27日 ),桜尾城跡 (10月 19日 ～12月 18日 )の調査を併行 して実施 した。その間,■

月6日 に桜尾城跡の東側丘陵において城跡が新たに発見され,所在地の小字名が「滝ノ屋谷」であ

ることから滝ノ屋谷城跡と称することにした。直ちに遺跡の取 り扱いについて公団と協議 したとこ

ろ,橋脚建設の工程上,城跡北端部分のみでも早急に着手 したいとのことであり,やむを得ずその

部分について11月 27日 から急邊発掘調査を実施することとなった。山道等もない急峻な丘陵である

上,風雪等により調査は困難を極めたが,平成 2年 (1990)2月 16日 に予定区域の調査を終了した。

なお,今佐屋山遺跡 I区では現在のところ日本で最古クラスの製鉄遺構とそれに関連する竪穴住

居跡が発見され,極めて貴重な遺跡と判断されたため,その取 り扱いについて県教委と公団の間で

協議を重ねてきた。この地点は瑞穂インターチェンジ管理施設予定地にあたることから遺構面に砂

を敷いたのち盛土を行い,植栽によって遺構表示をすることで合意を得た。また県土木部道路課と

も合わせて協議を行い,主要地方道浜田八重可部線バスストップ内に説明板を設置することとなった。

●)平成 2年度 (1990)の調査

平成 2年度は, 4月 1日 から平成 3年 (1991)3月 31日 まで実施 した。調査対象遺跡は,今佐屋

山遺跡,滝ノ屋谷城跡,重富遺跡,やつおもて古墳群,柳ケ谷遺跡,小才遺跡である。工事の工程

第 4図 今佐屋山遺跡整備状況 第 5図 今佐屋山追跡の説明板
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第 1表 中国横断自動車道広島浜田線建設地内遺跡発掘調査状況
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第 6図 遺跡の位置 (番号は上表に一致する)

項   目

遺跡名
所 在 地

発 掘 調 査 面 積 (ド )

遺 跡 の 概 要
62年度 63年度 元年度 2年度 計

1郷 路 橋 遺 跡 瑞穂町市木 1,950 0 0 2,495 縄文時代集落跡,近世の大鍛冶場跡

2今佐屋山遺跡 瑞穂町市木 2,100 285 2,468
古墳 時代製 鉄 遺構 と集港跡 ,縄文 時 代 集落

跡

3滝 ノ屋谷城跡 瑞穂町市木 0 中世山城跡

4桜 尾 城 跡 瑞穂町市木 0 1,200 0 1,200 中世山城跡

5森 迫 城 跡 旭 町市木 0 0 2,300 中世山城跡,中世以前の濤 。上坑

6内 ヶ 原 城 跡 旭 町市木 1,050 4,000 0 5,050 中世山城跡,方生時代集落跡

7後河 内古墓群 旭 町本郷 365 0 古墳,近世古墓群

8柳 ヶ 谷 遺 跡 旭 町本郷 0 297 古墓か

9重 富 遺 跡 旭 町重富 360 6,650 10,696
跡 ,近世 古墓

10やつおもて古墳群 旭 町重富 0 0 1,881 秀生時代土壊墓,中期～後期の古墳群

11小 才 遺 跡 旭 町和国 245 3,655 4,020 古墳 (横穴式石室)

12確 認 調 査 旭 町本郷 0

計 545 17,343 10,371 32,395

調  査  費  (千 円) 4,100 53,000 121,879 123,790 302,769 ※平成 3年度 36,000千 円
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第I部 調査の経過と周辺の遺跡

第 7図 調査の報告会・展示会           第 8図 展示会風景

上,ど うしても9月 には現地調査を終了しなければならない状況であったため,県教委としては異

例の係を越えた調査体制を組織することにし, 5班を編成 して対応することとなった。一方これだ

けの調査体制に見合う作業員確保が地元瑞穂町,旭町のみでは極めて困難であったため,近隣の石

見町,金城町,浜田市方面にも協力を依頼 し遠距離地域については送迎車を出して確保に努めた。

その結果,連日100人以上の作業員確保が可能となり,当初計画に沿って調査を進めることができた。

A班は, 4月 9日 から今佐屋山遺跡I区の調査に着手 した。ことは盛土によって保存することが

決定 した地点であるが,古墳時代の遺構の下層にある縄文時代の包含層の状況を確認 しておくため

に トレツチ調査を実施 し, 4月 14日 に終了した。それと併行 して 4月 9日 からやつおもて古墳群の

調査も開始 した。古墳 5基を調査 したほか弥生時代の土羨墓などを検出し, 9月 5日 に終了した。

B班は,重富遺跡工・ Ⅳ区の調査を4月 6日 から開始 した。奈良時代の竪穴住居跡や瓦窯跡を検

出し, 9月 7日 に終了した。

C班とD班は, 4月 6日 から小才遺跡の調査に着手 した。横穴式石室を持つ古墳 5基,小石室を

持つ古墳 1基,木室墳とでも称すべきもの2基,横穴墓 2基などの調査を行い,7月 24日 に終了し

た。その後C班は7月 21日 から8月 21日 まで柳ヶ谷遺跡の調査を実施 し,D班は,米屋山遺跡 (主

要地方道浜田八重可部線予定地内)の調査を実施した。

E班は,滝 ノ屋谷城跡の調査を4月 6日 から6月 17日 まで行った。

10月 以降は報告書作成作業に着手 した。平成 2年度は,郷路橋遺跡,滝 ノ屋谷城跡,桜尾城跡,

森迫城跡,内 ヶ原城跡,後河内古墓群の報告書を作成 した。

(5)平成 3年度 (1991)の調査

平成 3年度は,今佐屋山遺跡,小才遺跡,やつおもて古墳群,重富遺跡,柳ケ谷遺跡についての

報告書作成の作業を行った。報告書作成の過程で,小才遺跡 。やつおもて古墳群出土鉄製品,やつ

おもて18号墳の人骨の分析や,各遺跡およびその周辺地域出土須恵器の胎土分析,重富遺跡瓦窯跡

第 8図 展示会風景
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第I章 調査に至る経緯と調査の経過

出土の瓦についての調査指導等多 くの方のご協力を得て本報告書を作成 した。

なお,昭和62年 (1987)か ら平成 2年度 (1990)に わたる現地調査期間中には,各現場において

折々に現地説明会を開催 してきた。また,現地調査終了後の平成 2年 9月 14日 。15日 には旭町開発

センターにおいて中国横断道関係埋蔵文化財調査の報告会・ 展示会 (「石見古代史への招待」)を

開催 し,約700名 におよぶ多数の方の来場を得た。 5ヶ 年にわたる全調査期間においては,地元の

方々を始め,瑞穂町叛育委員会,旭町教育委員会,石見町教育委員会,金城町教育委員会,浜田市

教育委員会には終始格別の協力をいただき,本報告書の刊行をもって無事に全事業を終了すること

ができた。

註

(1)島根県教育委員会 『中国横断道予定地内遺跡分布調査報告書』 1982年

(2)島根県教育委員会 『中国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1 1985年

3.調 査 組 織

調査は昭和62年度 (1987)か ら平成 3年度 (1991)ま での5ヶ 年にわたって実施 した。各年度の

関係者は下記のとおりである。

O昭和62年度 〔1987〕

調査指導者 清永欣吾 (日立金属安来工場冶金研究所),吉川 正 (島根県文化財保護指導委員)

事 務 局 熊谷正弘 (文化課長),安達富治 (文化課課長補佐),勝部 昭 (文化課課長補佐),

矢内高太郎 (同文化係長),吾郷朋之 (同文化係主事),陶山 彰 (同嘱託),板倉

仁志 (財務課主任主事)

川原和人 (埋蔵文化財第 2係長),西尾克己 (同主事),北協孝夫 (同主事),足立

克己 (同主事),丹羽野裕 (同主事),角 田徳幸 (同主事)

井上 薫 (瑞穂町教育委員会),花田宣之 (旭町教育委員会)

清永欣吾 (日 立金属安来工場冶金研究所・鉄滓)

三枝健二,小田正明,水野尚志

〔1988〕

伊藤晴明 (島根大学教授),時枝克安 (島根大学助教授),清永欣吾 (日 立金属安来

工場冶金研究所),山根正明 (平田高校教諭),村上 勇 (広島県立美術館),吉川

正 (島根県文化財保護指導委員)

調 査 員

調査補助員

分 析 者

協 力 者

O昭和63年度

調査指導者
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第 I部 調査の経過と周辺の遺跡 I

事 務 局 内藤仁男 (文化課長),井原 譲 (文化課課長補佐),勝部 昭 (文化課課長補佐 ),

野村純― (同文化係長),吾郷朋之 (同文化係主事),陶山 彰 (同嘱託 ),

板倉仁志 (財務課主任主事 )

一　
　
　
一
一ｉ“胡
　
▲雰

一■
一一
明

一竜

説

， 　　・・一一一一　剛

調 査 員

分 析 者

協 力 者

遺 物 整 理

○平成元年度

調査指導者

事 務 局

調 査 員

調査補助員

分 析 者

川原和人 (埋蔵文化財第 2係長),内 田律雄 (同文化財保護主事),足立克己 (同主

事),丹羽野裕 (同主事),角 田徳幸 (同主事),小笹 基 (同 (兼)主事)

伊藤晴明 (島根大学教授・地磁気測定),時枝克安 (島根大学助教授・地磁気測定),

清永欣吾 (日 立金属安来工場冶金研究所 。鉄),渡辺 誠 (名 古屋大学教授・木の

実)

瀬崎博史,佐藤 豊,水田 稔,大賀 健,津金沢吉茂,田 日正美,上原啓巳,

石守 晃,佐藤元彦

北野富美子,斉木美穂子

〔1989〕

田中義昭 (島根大学教授),伊藤晴明 (島根大学教授),時枝克安 (島根大学助教授),

三浦 清 (島根大学教授),河瀬正利 (広島大学講師),吉川 正 (島根県文化財録

護指導委員)

泉 恒雄 (文化課長),井原 譲 (文化課課長補佐),野村純― (同文化係長),

吾郷朋之 (同文化係主事),別所重一郎 (同嘱託),陸浦英哉 (財務課主事)

勝部 昭 (文化課課長補佐),松本岩雄 (埋蔵文化財第 4係長),足立克己 (同主事),

角田徳幸 (同主事),錦織 弘 (同 (兼)主事),小笹 基 (同 (兼)主事),永瀬伸二

(同 (兼)主事),森山敏広 (同 (兼)主事),林 健亮 (文化課臨時職員)

宮本徳昭 (島根県文化財保護指導委員),竹広文明 (広 島大学大学院生)

伊藤晴明 (島根大学教授・地磁気測定),時枝克安 (島根大学助教授 。同),三浦清

分鶴ず鷺
第 9図 やつおもて古墳群現地説明会
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協 力 者

遺 物 整 理

O平成 2年度

調査指導者

事 務 局

調 査 員

調査補助員

分 析 者

協 力 者

遺 物 整 理

O平成 3年度

調査指導者

第I章 調査に至る経緯と調査の経過

(島根大学教授・石材)

潮見 浩,中越利夫,下澤公明,森田尚宏,松田直則,田村 悟,馬田弘稔,後藤

直,田村寿夫,小方良臣,近藤 滋,田路正幸,林 博通,松井和幸,篠原芳秀,

木原 明,高橋一郎,杉原清一

平井明子,渡辺栄子,樋 口裕子,新田明美,大平淳子,上田千里,大賀由香里,

井野陽子,川島洋子,岩田陽子

〔1990〕

田中義昭 (島根大学教授),伊藤晴明 (島根大学教授),時枝克安 (島根大学助教授),

渡辺貞幸 (島根大学助教授),長友恒人 (奈良教育大学助教授),松村恵司 (文化庁

記念物課),井上貴央 (席取大学医学部助教授),大澤正己 (新 日本製鉄八幡製鉄所),

大橋康二 (九州陶磁文化館),村上 勇 (広 島県立美術館),吉川 正 (島根県文化

財保護指導委員),新井卯市 (旭町文化財保護審議委員),佐伯充男 (同)寺井 毅

(山陰中世城郭研究会)

泉 恒雄 (文化課長),藤原義光 (文化課課長補佐),野村純― (同文化係長),

坂根 繁 (同文化係主事),田部利夫 (同嘱託),野津建二 (財務課主事)

勝部 昭 (文化課課長補佐),松本岩雄 (埋蔵文化財第 3係長),足立克己 (同主事),

角田徳幸 (同主事),佐伯徳哉 (埋蔵文化財第 1係主事),林 健亮 (同主事),

寺尾 令 (埋蔵文化財第 3係 (兼 )主事),佐々木聡 (同 (兼)主事),錦織 弘 (同

(兼)主事),小笹 基 (同 (兼)主事),永瀬伸二 (同 (兼)主事),土谷 徹 (同 (兼 )

主事),森山敏広 (同 (兼)主事),三宅博士 (島根県教育文化財団学芸主事)

森口正和 (川本町教育委員会),今田修二 (旭町教育委員会)

伊藤晴明 (島根大学教授・地磁気測定),時枝克安 (島根大学助教授 。地磁気測定),

長友恒人 (奈良教育大学教授 。熱ルミネッセンス年代測定),大澤正己 (新 日本製

鉄八幡製鉄所・鉄)

穴澤義功,福田正継,松岡浩太郎,山磨康平,仁木康治,中山俊紀,小郷利幸,

湊 哲夫,葛野泰樹,木戸雅寿,坂田孝彦,中井 均,土井一行,官内克己

足立郁子,松尾千枝子,吉田典子,近藤純子,毛利まつみ,松本玲子,大屋悦子 ,

山本由紀子, 日高真理

〔1991〕

亀田修― (岡 山理科大学助教授),久撮智康 (京都国立博物館),三辻利― (奈良教

育大学教授)
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第I部 調査の経過と周辺の遺跡I

事 務 局 目次理雄 (文化課長),藤原義光 (文化課課長補佐),高橋 研 (同文化係長),

伊藤 宏 (同文化係主事),田部利夫 (同嘱託),加田恵康 (教育文化財団嘱託),

野津建二 (財務課主事)

調 査 員 勝部 昭 (文化課課長補佐),松本岩雄 (埋蔵文化財第 3係長),足立克己 (同文化

財保護主事),角 田徳幸 (同主事),錦織 弘 (同 (兼)主事),永瀬伸二 (同 (兼)主

分 析 者

協 力 者

事),森山敏広 (同 (兼)主事)

井上貴央 (鳥取大学医学部助教授 。人骨,獣骨)

伊野近富,引原茂治,石井清司,増田孝彦,岡崎研―,秋山浩三,山中 章,國下

多美樹,岩崎 誠;木村泰彦,藤沢良祐,村上幸雄,谷山雅彦,椿 真二,島崎

東,柴田 稔,向坂鋼二,鈴木敏則,松本一男,山本義孝,木下 亘,林部 均

足立郁子,松尾千枝子,吉田典子,金津まり子,奥田美穂子,小沢千晶,赤松紀代

美,古瀬ゆう子,山下真理,山田久美子,藤原久子,田中秀明,水川裕子,小林浩

子,長野万喜子,水口みよ

遺 物 整 理

発掘調査作業員

高木重信,福浦由則,大平頼―,石橋次良兵衛,畠 田房夫,河野頼人,河手隆人,田城滝美,

竹内末夫,盛岡茂登,小糠米太郎,平川正寅,松島 実,国信勇之進,森田 昇,荒田 浄 ,

大資俊雄,大賀秀雄,佐伯初之利,原田 覚,大賀 亮,波山晴義,徳川信介,田中繁人,

尾崎敏郎,谷巌,兼子 清,上田一郎,北島康則,山田房徳,大賀 操,岡本義市,三上春雄,

山田真二,洲浜軍太郎,田代秀一,松島年春,石本義春,佐々岡昇,藤本利春,田村博貞,

寺本清美,芳川末市,岩谷義秋,岩田保喜,三島定男,植田亀之丞,服部清六,漆谷幸郎,

田中 実,間 篤志,東田玄海,白須政信, 日野原卓郎,服郡敏郎,高畦憲三,酒井 博,

市川徳市,大資 積 ,■田 聡,中浦謙郎,祝 寿,平石安雄,滝本 敏,原 田 篤,漆谷 努,

松島 久,中垣耕吉,田村忠息,山本権吉,岡本 弘,芳川浩章,野田二次郎,田中久男,

砂田影義,鉄森清六,小田義人,山下庄―,山藤勝利,田畑 恵,澄川久信,梅岡季好,吉岡

崇夫,大屋森夫,河村 巧,森川貴義,河野友次郎,岡本俊信,勝田正義,杉原美年,森脇

岸雄,宇川 悟,佐古春行,中野谷留治,菊田義雄,向原正治,山 田秀夫,小川利雄,河野 明,

上田 章,岡本末市,三沢政雄,藤川高広,神田保秋,岩地律夫,新井芳太郎,高川秀夫 ,

竹添繁人,佐伯一郎,戸津川孝夫,山根良雄,岩田龍也,寺本嘉造,寺本 剛,松本喜代三,

岡本和徳,林 浅―,田村次郎,山崎フジヨ,西 清子,石橋 トキヨ,福浦幸代,青葉治子,

石田ヨシエ,小笹スミエ,梶原昭子,篠原玲子,戸津川里美,沖ハツエ,尾崎朱子,原田正子 ,

国信サカエ,横山知江子,塚崎百合江,吉村サカエ,酒井アヤメ,寺本ヨシエ,原田ユキエ
,
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第I章  調査に至る経緯と調査の経過

湯浅信子,渡辺とサミ,井上ヨシエ,加藤キクヨ,佐伯キミエ,岩谷 リツヨ,服部アサ子,

森脇浩美,床原一枝,石橋光江,実田ハマヨ, 日高フミユ,水 ロヒフヨ,寺本竹子,滑川松枝,

児玉クニヨ,椿 君子,野田美枝子,夏川アサ子,中浦義美,祝ハルヨ,松井喜久江,森脇

ヨシエ,小林量子,岩本ナミヨ,大山タキヨ,峠田フミエ,野村重子,佐々本妙子,岡本シカヨ
,

拝上伸司,西川勝恵,田中サツヨ,平石フサエ,山根ナツミ,砂田シナヨ,小田しずえ,森内

定代,渡辺ミサヨ,西川フジヨ,糀谷 トミヨ,中野春子,池田安喜枝,宇川美須子,横田和枝 ,

梅岡三千子,大崎淑恵,玉川春子,高橋隆子,山根タツエ,大屋朝子,坂井啓恵,野田とし代,

林 久子,三好 ミサ子,岩田ハツヨ,中田ユキエ,中田ハルヨ,松浦アサ子,山口俊枝,坂井

玉江,尾崎キヨネ,浜本美子,佐々木茂子,中田シエコ,益岡ヨシノ,花田ハルミ,徳川澄江,

山本みよこ,佐々木一子,木野下孝子,佐々木イワ,室崎さとよ,宮崎ハル子,岡本すえこ
,

仲岡キミヨ,池田 トミヨ,砂田キヨノ,三上君子,品川コミツ,日 高房美,中浦義美,青葉清美,

高畑ハツエ,志谷ナカヨ,殿川満江,松原カズエ, 日高イツヨ,遠藤ヨシ子,佐々木マスヨ
,

近重カツ,植 田千鶴,坂本フサコ,樋 ロイツヨ,三浦 栄 ,川本鈴枝,栗生ウメノ,竹原サダ子

調 査 協 力

日本道路公団浜田工事事務所

小島敬克,工藤 泉,高田博行,荒瀬義幸,片山 勇,江口 智,木立一生

上浦正廣,松浦 聰,権藤清郷,西尾宗雄,西山宣正,梁川俊晃

瑞穂町教育委員会

高橋律郎,沢田隆之,井上 薫,谷口昌三,星野暢子,森岡弘典

旭町教育委員会

河野 明,中山 猛,大田房男,芳川栄佑,藤本孝男,花田宣之,

今田修二,佐々木勝二,岩倉純子

第11図 調査事務所での資料整理 第12図 小才遺跡説明会
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第I部 調査の経過と周辺の遺跡I

石見町教育委員会

兼 常磐,服部文明,松川伸作 ,中 田健一

金城町教育委員会

西田雅俊,佐々原熊雄,井川成則

浜田市教育委員会

古原忠雄,飯泉清次,原 裕司

(松本岩雄・森山敏広)

第13図 水洗作業
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第■章 位 置 と 環 境

第Ⅱ章 位 置 と 環 境

中国横断自動車道広島浜田線第 8次区間の建設予定地となっている邑智郡瑞穂町と那賀郡旭町は

島根県の西部にある浜田市より南西にあたる山間部で,広島県との県境付近に位置する。今回紹介

する邑智郡瑞穂町市木地区と那賀郡旭町市木・本郷・和田地区は,江川の支流である八戸川流域に

あたる。江川は「中国太郎」とも呼ばれ,そ の源は遠 く広島県に発 し,い くつもの支流を集めなが

ら日本海に注 ぐ大河である。この川は古くから山陰と山陽を結ぶ動脈として禾U用 され,その流域に

は多 くの交通路が開かれてきたところでもある。以下,地理的条件から瑞穂町市木 。旭町市木地区

と旭町本郷・重富 。和田地区に分けて周辺の遺跡の概要を紹介する。

1.瑞穂 町市木・ 旭町市木地 区

邑智郡瑞穂町と那賀郡旭町にまたがる市木地区は,八戸川の最も上流にある集落である。八戸川

の両岸は狭除ながらも比較的まとまった河岸段丘が広がっている。ただし,その周囲は観音寺原を

除けばいずれも急峻な山地となっている。この地区は南側の三坂峠を越えると広島県山県郡大朝町

に通 じ,山陰と山陽を結ぶ交通の要所である。たとえば,南北朝の争乱の頃にはこの地区に多くの

有力な武将が入 り込み,争いを繰 り返 してきたところであり,江戸時代には浜田藩主の参勤交代の

通路になり本陣が置かれていた場所でもある。本書で報告するこの市木地区の遺跡は,今佐屋山遺

跡である。以下,そ の周辺の主な遺跡について紹介しておくことにする。

郷路橋遺跡 昭和63年度に調査された遺跡で,八戸川の最上流部にある通称猪子山に位置 してい

る。縄文晩期,前期,早期の生活面が確認され, トチの実の貯蔵穴,住居状の遺構などが検出され

ている。出土遺物には縄文早期末～前期初頭の刺突文,押引文土器をはじめとして石器等がみられ
(1)

る。また,室町時代の建物跡,江戸時代の大鍛冶場等の遺構も確認されている。

堀田上遺跡 八戸川西側の丘陵上に位置 し,旧石器時代,縄文時代,弥生時代の遺構・遺物がみ

つかっている。なかでも縄文時代の遺構は,早期中頃の竪穴住居跡と考えられるもの (柱穴が直径

約 5mの円形に並ぶ)が層位的に確認されている。平成元年 (1989),主 要地方道浜田八重可部線

改良工事に伴って一部が調査されたが,その周辺には良好な遺物包合層と遺構が残されている。

丸瀬山山麓古墳 市木観音寺原の丸瀬山山麓に築かれた古墳で,横穴式石室を内部主体とした円

墳と考えられているが現存 しない。遺物としては,須恵器甦の出上が伝えられている。

森迫古墳 旭町市木の森迫城跡のある丘陵の北川斜面に位置する。横穴式石室の天丼石と思われ

る長さlmあ まりの大きな石が 2個露出している。
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第二部 調査の経過と周辺の遺跡

第 1表 瑞穂町市木・旭町市木地区遺跡一覧

No 遺 跡 名 所 在 地 備 考

1 郷 路 橋 遺 跡 邑智郡瑞穂町市木 縄文集落,近世大鍛冶場跡

滝 ノ 屋 谷 城 跡 邑智郡瑞穂町市木 中世山城

桜 尾 城 跡 邑智郡瑞穂町市木 中世山城 (高城跡,桜井城跡)

森 迫 城 跡 那賀郡旭町市木 中世山城

内 ヶ 原 城 跡 那賀郡旭町市木 中世山城 (早水城跡),弥生集落

今 佐 屋 山 遺 跡 邑智郡瑞穂町市木 縄文集落,古墳時代製鉄遺構・集落
7 米 屋 山 遺 跡 邑智郡瑞穂町市木 近世炭窯跡

堀 田 上 遺 跡 邑智郡瑞穂町市木 旧石器・縄文・弥生集落
9 堀 城 跡 邑智郡瑞穂町市木 中世山城 (桜尾城跡 )

猪 子 山 炉 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡

同 形 尻 炉 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡 (高殿)

聖 岩 餌 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡 (高殿)

戦 餌 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡 (高殿)

声 屋 餌 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡 (高殿)

宝 祖 原 炉 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡 (高殿 )

鉄 穴 餌 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡

小 武 家 城 跡 邑智郡瑞穂町市木 中世山城

熊 山 I餌 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡 (高殿 )

滝 ケ 谷 餌 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡

熊 山 I餌 跡 邑智郡瑞穂町市木 高殿

丸 瀬 山 山 麓 古 墳 邑智郡瑞穂町市木 横穴式石室か

タ タ ラ 山 遺 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡

中 ノ 原 遺 跡 邑智郡瑞穂町市木 製鉄遺跡

鳥 免 炉 跡 邑智郡瑞穂町市木 高殿

森 迫 古 墳 那賀郡旭町市木 横穴式石室か

西 ノ 上 石 塔 群 那賀郡旭町市木 宝筐印塔

高 畑 石 塔 那賀郡旭町市木 宝麓印塔,五輪塔

天 代 石 塔 群 那賀郡旭町市木 宝億印塔,五輪塔

天 代 遺 跡 那賓郡旭町市木 経塚

早 水 遺 跡 那賀郡旭町市木 散布地,陶磁器

早 水 I炉 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

早 水 I炉 跡 那賀郡地町市木 製鉄遺跡

ホ ト コ ロ 炉 跡 那賓郡旭町市木 製鉄遺跡

大 原 餌 跡 那賓郡旭町市木 製鉄遺跡

新 所 工 炉 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

新 所 I炉 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

四 百 谷 炉 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

大 石 谷 下 の 餌 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

大 石 谷 中 の 餌 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

大 石 谷 上 の 炉 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

久 仁 古 墓 那賀郡旭町市木

来 尾 経 塚 那賀郡旭町市木

岩 屋 谷 領 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

下 つ 谷 餌 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

下 つ 谷 鍛 冶 屋 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡

京 良 原 餌 跡 那賀郡旭町市木 製鉄遺跡
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第二部 調査の経過と周辺の遺跡
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第I章 位 置 と環 境

堀 城 跡 瑞穂町市木岩ヶ迫の独立丘陵状の小山に位置する。標高約365mの丘陵頂部を削平 し

て主郭とし,その南側下方の郭には土塁をめぐらし,東端には石組の井戸がある。さらに東南部と

西南部には竪堀を設けて防御 している。

滝ノ屋谷城跡 瑞穂町市木の丸瀬山から延びる丘陵上に築かれた山城で,平成元・ 2年度に主郭

を除いた部分で調査が行なわれた。山側に堀切を設けた標高約400mの主郭をもち,主郭から北方

向に大小計13の郭を配 したものである。谷を挟んで東に堀城,北西に桜尾城を見通すことができる。

桜尾城跡 瑞穂町市木の丸瀬山から延びる丘陵上に築かれた山城で,平成元年度に主郭をはずし

た一部が調査された。主郭の標高は約420mで 背後に竪堀と堀切が配されている。また,調査では,

掘立柱建物跡の存在が考えられる郭もみられた。東 。北 。西に視界がきき,東方向に堀城,滝ノ屋

谷城,西に森迫城を見通せる。

森迫城跡 丸瀬山から延びる丘陵上に位置する山城で旭町市木に所在する。平成元年度に城域ほ

ぼ全面が調査された。標高340mの 地点に主郭をもち,堀切を挟んで東の尾根に四つの郭と2条の

帯郭を配 している。掘立柱建物跡の存在が考えられる郭もみられた。主郭部からは東に桜尾城を見

通せる。

内ヶ原城跡 旭町市木に所在する山城で,昭和63年度・平成元年度に調査された。森迫城の西約

l lunに 位置 し,標高約350mの 地点に主郭をもつ。かなりの部分が後世の鉄穴流 しによって破壊さ

れていたが,主郭平坦面から掘立柱建物跡と考えられる遺構が確認されている。

高畑石塔 森迫城跡北西側の丘陵麓に位置 し,宝後印搭と五輪塔がある。宝億印塔は花商岩製で,

総高90cllを測 り,相輸から基楚まで完全に残っている。その特徴から造立時期は室町時代と思われ

る。五輪塔は,風 。空輪部と火輪部が遺存 している。

天台石塔群 高畑石塔から西方180mの谷間に位置する。東向きの斜面に2箇所の造成地があり,

その平坦面に石塔が置かれている。完全に遺存 しているものはないが,少なくとも下段平坦面に五

輪塔 5基,宝億印塔 4基,上段平坦面に五輪塔 1基,宝俵印塔 3基を確認することができる。

タタラ山遣跡 瑞穂町市木大野の谷の最深部に位置する。東面する丘陵斜面を造成 して造られて

おり,12× 20mと 7× 13mの二つの平坦面が存在する。この平坦面の下方には鉄滓や炉壁片が散布

している。規模や立地条件が今佐屋山遺跡の中世製鉄遺跡に類似 していることから,中世のものと

推測される。

中ノ原遺跡 タタラ山遺跡の南西約 l kmの 丘陵斜面に位置する製鉄遺跡である。この遺跡は平成

3年度発掘調査が行なわれた結果,南面する斜面を造成 した平坦面に長さ450clll,幅 98clllの 船形を

した炉床と「 ふいご」に関連する施設等が確認されている。時期は, 自然科学的分析から12世紀を

中心とする年代が与えられていること,ま た,炉床の構造が今佐屋山遺跡の中世製鉄遺構に類似 し
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第二部 調査の経過と周辺の遺跡

第 2表 旭町本郷 。重富・和田地区遺跡一覧

No 遺 跡 名 所 在 地 備 考

1 後 河 内 古 墓 群 邦資郡旭町本郷 集石墓 (近世),古墳 1

やつお もて古墳群 那賀郡旭町重富 円墳20基 ,前方後円墳1,横穴式石室

重 富 遺 跡 那賀郡旭町重富 集落跡,上壊墓21

4 柳 ケ 谷 遺 跡 那賀郡旭町本郷 集石墓か

/Jヽ 才 遺 跡 那賀郡旭町和田 集落跡,古墳11,横穴 2,石組 1

柏 尾 谷 鉄 穴 濤 跡 那賀郡旭町重富

戸地 谷 峠鉄 穴 濤 跡 那資郡旭町重富

大 石 谷 城 跡 那賀郡旭町和国 中世山城 (和 田城跡)

神 宮 寺 石 塔 那賀郡旭町和田 宝億印塔2 いずれも塔身を欠く

尼 御 前 城 跡 那賀郡旭町重富 中世山城 (重富城跡)

土 居 ノ 内 遺 跡 那賀郡旭町重富 集落跡 ?

福 原 宅 裏 横 穴 群 那賀郡旭町重富 5穴 須恵器

高 山 石 塔 那賀郡旭町和田 五輪塔(空風輪1,火輪1,地輪2)

枝 田 炉 跡 那賀郡旭町和田 製鉄遺跡

向 イ 山 石 塔 那賀郡旭町和田 宝医印塔(笠・塔身1),五輪塔(空輪1)

向 イ 山 古 墳 群 那賀郡旭町和田 横穴式石室か,須恵器

17 大 賀 鍛 冶 屋 跡 那賀郡旭町都川 製鉄遺跡

正 利 庵 石 塔 那賀郡旭町本郷 宝億印塔(笠・相輪のみ)

本 独[ 遺 跡 那賀郡旭町本郷 集落跡 ?

名 石 塔 那賀郡旭町本郷 宝査印塔(笠・相輪のみ)

叶 山 炉 跡 那賀郡旭町本郷 製鉄遺跡

焼 板 鍛 冶 屋 跡 那賀郡旭町本郷 製鉄遺跡

大 摂 峠 炉 跡 那賀郡旭町本郷 製鉄遺跡

後 屋 敷 門 石 塔 群 那賀郡旭町本郷 五輪塔を少なくとも10

す ず が 谷 炉 跡 那賓郡旭町本郷 製鉄遺跡

五 歩 ― ソ ラ 古 墳 那賓郡旭町本郷 円墳 ?

/Jヽ 堀 石 塔 那賀郡旭町本郷 宝億印塔 1,五輪塔(火輪 1)

本 郷 の 大 墓 那賀郡池町本郷 盛土墳

大 墓 石 塔 群 那賀郡旭町本郷 五輪塔(数十基),宝億印塔(若千)

大 墓 横 穴 群 那賀郡旭町本郷 横穴

桜 ケ 坪 遺 跡 那賀郡旭町本郷 散布地 弥生前期甕片

迫 田 遺 跡 那賀郡旭町本郷 弥生土器・土師器・須恵器片

曽 石 塔 那賀郡旭町本郷

朝 日 宝 億 印 塔 那賀郡旭町重富 宝盤印塔

生 塚 那賀郡旭町本郷 転石 2個

小 池 鍛 冶 屋 跡 那賀郡旭町本郷 製鉄遺跡

新 塚 古 墳 群 那賀郡旭町本郷 横穴式石室

重 富 廃 寺 那賀郡旭町重富 軒丸瓦,須恵器

野 地 背 戸 山 城 跡 那賀郡旭町和国 中世山城

野 地 遺 跡 那賓郡旭町和田 散布地 須恵器片

興 寺 石 塔 群 那賀郡旭町和田 宝僚印塔 3,五輪塔 3

山 ノ 内 古 墳 群 那賓郡旭町山ノ内 32基以上
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第I部 調査の経過と周辺の遺跡

ていることから中世のものと考えられる。

市木地区は,山の幸に恵まれていることから旧石器時代から人々の生活をうかがうことができ,

縄文時代にも,相当数の集落があったものと思われる。古墳時代後期から中世,近世にかけては製

鉄関連遺跡が多数知られており,中国山地山間部の特徴をよく示 している。また,陰陽を結が重要

な地域にあたることから中世山城跡が6箇所も知られているほか,宝蜜印塔等の石塔類も多い。

2.旭町本郷・重宮・和田地区

この地区は,市木地区より10hあ まり下流にあたる。本郷川,重富川,昭見川といった八戸川の

小支流ごとにややまとまった平地がみられ,遺跡の多 くはその周辺に分布 している。本書で報告す

る遺跡はやつおもて古墳群,小才遺跡,重富遺跡,柳 ヶ谷遺跡であるが,以下その周辺の遺跡につ

いて簡単に紹介 しておくことにする。

桜 ヶ坪遺跡 本郷川の左岸にあたり,標高約270mの河岸段丘上に位置する。清源寺前の水田地

帯で土器片が採集されている。土器片の中にはヘラ描沈線文を 3条めぐらした弥生前期の甕片がみ

られる (第 3図 )。

向イ山古墳群 大字和田字向イ山に所在 し,標高約300mの 低丘陵南向緩斜面に位置する。畑と

♭̈中i

向イ山古墳群 (2～ 6),野地遺跡 (7)採集遺物

-20-
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第I章 位 置 と環境

墓地として造成されているため,墳丘は遺存 していないが,大 きな石材と須恵器が認められた。墓

地北側の崖面に須恵器が露出していたことからこの周辺を 1号墳と仮称 している。そこから西方約10

mの地点に横穴式石室の天丼石と思われる石材が 3個露出しており, これを便宜上 2号墳と呼んで

いる。須恵器はⅢ期後半の特徴をそなえた蓋芥である (第 3図 )。

五歩―ツラ古墳 大字本郷字五歩―ソラに所在する。標高約315mの 丘陵上に位置する。径約 6

m,高 さ0.6mの 円墳と思われる。

山ノ内古墳群 大字木田から大字山ノ内にかけての丘陵に32基以上の古墳が分布 している。この

うち14号墳と28号墳が調査されている。それによれば 6世紀後半を中心とする横穴式石室をもつ群

集墳である。

大墓横穴墓群 大字本郷字大墓に所在し,標高約280mの独立丘陵斜面に位置する。 1基開口し

o                   4m

第 4図 大墓横穴墓略測図
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0             10cm

0             1ocm

やつおもて10号墳やつおもて9号墳

山 ノ 内 28号 墳           9     19Cm

第 5図  やつおもて 9。 10号墳 ,山 ノ内28号墳出土須恵器
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0                  2M

山ノ内14号墳

やつるもて 9号墳

第 6図 山ノ内14号墳・やつおもて 9号墳石室実測図

ており,隣にくばみがみられることから少なくとも2基は存在するものと思われる。 1号横穴墓は

丸天丼形で,玄室は長さ2.3m,幅 1.8m,高 さ0,8m以 上ある (第 4図 )。 なお, この独立丘陵上に

は大墓石塔群がある。

重宮廃寺 やつおもて古墳群の南西側の水田部に位置する。昭和48年 (1973),耕地基盤整備事

業中に軒丸瓦,平瓦,丸瓦,須恵器等が発見された。礎石等は確認されていないが,瓦が出土 した

ことにより廃寺と推定されている。

後河内古墓群 平成元年度に調査された遺跡で,やつおもて古墳群の所在する丘陵の北側斜面に

あたり,斜面を段状に加工 して古墓群 2箇所と古墳 1基が造られている。古墓は人頭大の石が集め

て置かれており,総数21基が確認された。古墓の営造時期は出土遺物等から江戸時代中期から幕末

にかけてであったと考えられる。古墳は竪穴式に造られた小石室 (内法で長さ100cal,幅45clll)を

もつもので周囲に「 コ」の字形に濤の巡る4m程度のものであったと考えられる。
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大石谷城跡 和田城とも称する。標高580mあ まりの急峻な山で,頂上に電波中継塔が置かれて

いる。土塁,竪堀等はみられないが,主郭 (丘陵頂部)お よびそこから東方と南東方向に派生する

尾根上には多数の郭が階段状に設けられている。主郭からは家古屋城を遠望することができる。ま

た, この山の北西麓には「土居」という地名があるほか,その周囲の谷は「土居谷」と称されている。

尼御前城跡 尼子勢城跡とも称する。大石谷城跡の北東に位置 し,そ の間の谷は,「土居谷」と

呼ばれている。地形は急峻であるが山頂部に削平地がみられる程度で,あ まり大規模な造成等は行

なわれていない。

野地背戸山城跡 和田字野地にある小規模な山域。標高330mの 丘陵に位置 し,丘頂部に2段の

郭があり,その南側に堀切・竪堀がある。

神宮寺石塔 大石谷城の北麓にある東光寺西側の墓地にある。宝筐印塔が2基あり,いずれも塔

身を失っている。 1基には基礎に銘文が彫 り込まれている。不明瞭ではあるが「天正三十暦 宥日

上人 二月十五 日」とみえる。石塔のつくりは,全体に簡略化されており,近世の作風をもつこと

から天正20年 (1592年 )の銘とは合致 しないように思える。

本郷・重富・和田地区は中国山地山間部としては比較的平地のまとまった地域であり,弥生時代

以来の数多くの遺跡が確認されている。特に古墳時代にはやつおもて古墳群や小才遺跡などで前方

後円墳を含む多数の古墳が築造されている。さらに,奈良時代には寺院が造営されていたことも考

えられ,その近 くでは瓦窯跡,集落跡などもみつかっており古墳時代から奈良時代にかけて有力な

氏族がいたものと推測される。こうしたことから, この地域は山間部においては古代において中心

的な地域の一つであったと思われる。

(松本岩雄・ 森山敏広 )

(1)島根県教育委員会 『中国横断自動車道広島浜田線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ』 1991年

(2)島根県教育委員会 『主要地方道浜田八重可部線特殊改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 1991年

(3)瑞 穂町教育委員会 『瑞穂町誌』第 3集 1976年

(4)(1)に 同じ

(5)同 上

(6)同 上

(7)同 上

(3)旭 町教育委員会 『山ノ内14号墳発掘調査報告書』 1989年 旭町教育委員会 『県営農地開発事業

(梨園造成)に伴 う山ノ内28号墳発掘調査報告書』 1991年

(9)旭 町教育委員会 『旭町誌』 1977年

註
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第Ⅲ章 遺 跡 の 概 要

第Ⅲ章 遺 跡 の 概 要

いまさややま

1.今佐屋山遺跡

瑞穂町市木に所在する遺跡で,丸瀬山から北東に延びる丘陵裾の谷間に位置 している。遺跡はそ

の立地から,谷川を挟んで南北にI区 と工区に分けることができる。

I区は谷の南側の段丘状の平坦面を中心とする部分で,古墳時代後期の竪穴住居跡 3棟 と製鉄遺

構 1基が確認された。その位置関係は,調査区のほぼ中央に 1号住居跡,その】ヒ東 5mに 2号住居

跡,そ こから南東2.5mに 3号住居跡,ま た, 1号住居跡の南 6mの斜面に製鉄遺構となっている。

住居跡と製鉄遺構の比高差は約1.5mで ある。

3つの住居跡からはそれぞれ壁面につくられたカマ ド跡 (石組のカマ ド:1・ 3号住居跡, 2号住

居跡はカマ ド跡と考えられる焼土面のみ),柱穴 (1号・3号住居跡は2穴, 2号住居跡は4穴)が

確認されている。遺物としては土師器甕・芥,須恵器蓋芥の他, 1号住居跡から製鉄遺構に伴うも

のと思われる炉壁片,鉄滓, 2号住居跡からは作業台もしくは砥石として利用されたと思われる板

石が出土している。

これらの遺構は,現在のところ日本で最古クラスの製鉄遺構と,それに関連する住居跡であるこ

とが確認され,その重要性から盛土により保存することとなった。したがって,さ らに下層の縄文

時代の遺物包含層については,撮存場所を外 した範囲でしか調査を行なっていない。結果は,若千

のピットと集石遺構が検出された他,押型文土器片や尖頭器,石鏃等が出上した。

I区は谷川の北側にあたり,北東側を削りだした 2つの平坦面から成っている。この内の北側の

平坦面から平安時代のものと思われる製鉄遺構が確認された。平坦面の北寄 りで製鉄炉炉床,その

西側で輔座,輔座を挟んで南に砂鉄置場,北に炭置場が検出された。また,平坦面の東側斜面は操

業の度に出る排滓により埋められ平坦な部分が徐々に広がっていったことが確認された。

検出された炉床は,長さ4.8m,最大幅1.5m,深さ16～ 26clllの もので小舟等の地下構造は認めら

れなかった。出土 した炉壁片の中には,輔からの送風管を受ける孔の残るものもあり,輔から炉の

方向に扇形になるように送風管が装着されていたことも窺える。

2.小 才 遺 跡

旭町和国に所在する遺跡で,天津谷と呼ばれる谷の北側の丘陵に位置する。調査区を地形等の状

況から便宜状 I・ I・ Ⅲ区に分けて調査を実施した。

I区は西向きの小谷の北側斜面に位置しており,斜面を削って造成した加工段と土坑, ピット,
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濤状遺構が検出された。加工段は,長さ10m,幅 2～ 3mの広さがありその中央東寄 りに長さ 2m,

幅0.8mの 上坑が検出された。また焼土面も確認された。この加工段からは,須恵器界身が出土 し

ており,平安時代頃に造成 したものと思われる。この他,調査区の西端で土坑 2基,濤状遺構 1条

が検出されたが,いずれも時期,性格等は不明である。調査区南側の谷底からは,遺構は検出され

なかったが斜面から転落 したものと思われる須恵器,土師器,製塩土器が出土している。

I区は東向き丘陵の南側斜面にあたり,I区 とは旭町道71号線を挟む位置関係にある。ここでは

古墳10基,横穴墓 2基の他,石組遺構等の遺構が検出された。

Ⅲ区はI区の西側の丘陵にあたり,尾根を挟んで東西にⅢ-1区, Ⅲ-2区に分かれる。このⅢ

-2区から古墳が 1基検出された。なお,Ⅲ -1区からは,須恵器片が若干出上 したが顕著な遺構

は認められなかった。

I区, Ⅲ区から検出された古墳には横穴式石室を持つもの (1,2,4,5,6,7,8,11号墳),

小石室を持つもの (10号墳),木室墳とでも称すべきもの (9,12号墳), これに加えて 2基の横穴

墓など様々な構造をそなえたものがある。また石室の規模も,最大 5m大から最小 2m前後のもの

等大小の違いもみられる。

遺物としては 1号墳から出土 した全長約90calの鉄刀,鉄鍔,鉄鎌,約 184個 に及が土錘の他,34

本の鉄釘,須恵器不,上師器芥を始めとし,い くつかの古墳から須恵器,土師器が出上 した。これ

らの出土遺物の特徴などから本遺跡の古墳,横穴は 7世紀を中心に築造され一部 8世紀代にもわた

るものと考えられる。

3.やつお もて古墳群

那資郡旭町重富地区の低丘陵南斜面を中心に形成される遺跡で,総数23基の古墳から成る石見山

間部では代表的な古墳群である。今回発掘調査が行なわれたのは, 2段築成の大形円墳である18号

墳を始めとする,丘陵東部の一部である。調査以前から18号墳の他,17・ 19号墳の存在が確認され

ていたが,調査の結果この他に4基の小規模な古墳と秀生時代の土壊墓,牛を埋葬 した遺構 2基 も

明らかになった。

弥生時代の土羨墓は計 6基確認された。このうちの 1号墓は長さ2.5m,幅 1.5mで組合せ式の木

棺が置かれていたと思われる。墓羨の中から弥生土器甕 3個体,墓羨の上から弥生土器甕 2個体と

無頸重 1個体分が出上 した。この他の土羨墓は, 1号墓よりやや小規模のなので,遺物等はみられ

なかった。

古墳の調査は,以前から知られていた17～ 19号墳に加え, このたび確認された4基の古墳 (20～23

号墳)の計 7基について行なわれた。
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17号墳は主体部が調査区から外れていたため,周濤部のみの調査であったが,須恵器蓋界の一部

と鉄刀が出上 した。鉄刀については原位置を保っていないとおもわれる。

18号墳は,全長28m,高さ4mにおよび,葺石,造 り出しをもつなど大形古墳のもつ特徴を備え

た石見山間部では最大規模の円墳である。埋葬施設は,古墳のほぼ中央に竪穴式石室と箱式石棺の

2つがあり,前者が後者の上にわずかに重なるように造られていた。竪穴式石室は石材を2～ 3段

積み上げた程度の小規模なもので,石室東側に石枕があり, このそばから刀子 1,鉄鏃 8が出土 し

た。箱式石棺は,竪穴式石室より以前に造られたもので,内部から頭蓋骨,鉄剣 1が出土 した。出

土遺物等から6世紀前葉に造られたものと考えられる。

19号墳は,丘陵斜面にコの字形に濤をめぐらして造られた 9m× 7.5mの 方墳である。隅丸方形

の主体部をもち,断面U字形の木棺が置かれていたと考えられる。遺物は出土 していない。

20～23号墳は,いずれも濤により墓域を区画した小規模なもので,20・ 22・ 23号墳からは墓壊が,

21号墳からは小規模な竪穴式石室が検出された。出土遺物としては,鉄斧・鉄鏃 3本 (20号墳),

須恵器蓋芥と有蓋高界の蓋 (21号墳),須恵器甕 (23号墳)ねミみられる。

4.重 富 遺 跡

那賀郡旭町重富地区に所在するもので,やつおもて古墳群の東端尾根部から南側斜面に広がる複

合遺跡である。今回の発掘調査は, この遺跡の北側の一部を4つ の調査区に分けて行なわれた。そ

の結果検出された主な遺構は以下のようなものである。

I区はやつおもて18号墳から県道浜田作木線を挟んで南西に位置 している。ここからは,奈良時

代の掘立柱建物跡や濤状遺構,中世頃のものと考えられる火葬墓 (集石墓),近世後半から明治初

期につくられたと考えられる土羨墓群,濤状遺構,炭窯等が確認された。

I区は,やつおもて18号墳とI区の間にある丘陵上に位置する。ここでは40基あまりの木棺墓が

確認された。これらは,出土遺物等から弥生時代終末期から古墳時代前期にかけて造られたものと

考えられる。この他,奈良時代の土羨,濤状遺構,江戸時代末期以降の加工段等の遺構が明らかに

なった。

やつおもて18号墳とI区 との谷部にあたるⅢ区と,その南東側に隣接するⅣ区では,奈良時代の

竪穴住居跡が計14棟確認された他,Ⅲ 区の南端で小形の石棺をもつ小古墳等が検出されている。竪

穴住居跡は,いずれも斜面を削り窪め,その土を斜面谷側に盛って方形の床面を造成していたと考

えられるもので,そ の盛土が流失 した状態で検出された。これらは,山側の壁面にカマ ドと煙道を

もつものと,住居跡中央付近に焼上がみられるものとに分かれる。住居跡からの出土遺物は須恵器 。

土師器が主であるが,Ⅲ 区北西側丘陵斜面 (Ⅳ 区)で確認された瓦窯跡で焼かれたと考えられる瓦
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片が採集された住居跡 もみられる。調査区南端で検出された古墳は,長径145clll,短径105cllの精円

形の掘 り込みに山石を積み上げた小石棺をもち,山手側に濤の巡るものであった。

Ⅳ区で検出された瓦窯跡は,斜面に造 られた地下式登窯で窯床面を掘 り窪め瓦を置いて焼いてい

たものと思われる。ここから出土する瓦は,隣接する奈良時代の寺院である重富廃寺跡 とされてい

る地区から発見されている瓦 と製作技法が全 く同一である。このことから窯跡の年代は重富廃寺と

同時期の奈良時代であり,同寺に瓦を供給 していた窯の 1つであったと思われる。

5.柳 ヶ谷遺跡

この遺跡は,やつおもて古墳群と同一丘陵上の北西に位置 している。北側に谷水田を臨む平坦部

で, 自然石を利用 した石組が確認された。発掘の結果, この遺構の直下に長軸約100cln,短軸約60

cHl,深 さ約20cHlの落ち込みが検出された。出土遺物等がみられず時期の確定は困難であるが北九州

市の白岩西遺跡で類例がみられ, これが中世の古墓とされていることから,本遺跡も中世のもので

ある可能性が考えられる。

(森山敏広)
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第二章 今佐屋山遺跡

第 I章  今 佐 屋 山 遺 跡

第 1節 調 査 の 概 要

遺跡は,邑智郡瑞穂町大字市木6424-4他に所在 し,丸瀬山 (標高1,021m)よ り北東に派生す

る丘陵の小さな谷間に位置する。同丘陵先端部には,旧石器時代および縄文時代早期の集落跡であ

る堀田上遺跡,江戸時代の炭窯跡である米屋山遺跡があり,今佐屋山遺跡との距離は前者が130m,

後者が100mである。遺跡周辺の丘陵は,近世の大規模な鉄穴流 しによって大きく改変を受けてい

る。 しかし,調査地付近においては, よく旧状をとどめており,遺構の遺存状況は良好であった。

遺跡は,小川の流れる小さな谷を挟んで南北に営まれており,南側の調査区をI区,北側の調査区

をI区 と呼称 した。

I区は,丘陵斜面裾部に形成された段丘状の平坦面を中心とするもので,縄文時代早期・弥生時

代中期 。古墳時代後期にわたる遺構・遺物が検出されている。このうち,遺構面として確認できた

のは,縄文時代早期と古墳時代後期の2面であるが,前者については上層にある後者の 1部を保存

する措置をとったため,部分的な発掘調査にとどめている。

縄文時代早期の遺構面では,集石遺構 2基の他,若千のピットが検出され,押型文土器・条痕文

土器・表裏縄文土器,石鏃・尖頭器・楔形石器・ スクレイパー・磨石 。敲石などが出土 している。

中でも,押型文土器には,山形文と格子目文を組み合わせたもの,小形楕円文をもつもの,大形楕

円文をもつもの,粗大な楕円文をもつものがあり,縄文時代早期中葉から末まで,かなり長期にわ

たって集落が営まれていたことが窺える。

古墳時代後期の遺構面では,竪穴住居跡 3棟 と, これに伴 う製鉄遺構 1基が検出された。竪穴住

居跡は,いずれも長方形プランを呈し,壁に据え付けられたカマ ドを有するものてある。 1号およ

び 3号住居跡は2本柱, 2号住居跡は4本柱の構造をもち,土師器芥・甕・把手付甕,須恵器蓋芥

などが出土 している。製鉄遺構は,斜面を「 L」 字状に削って造った小さな作業面の中央に,小形

の製鉄炉を設けたものである。炉は,一辺45cHl程 の方形を呈する箱形炉で,炉床の東側に鉄滓を流

し出すための土坑,西側に炉を壊 して鉄塊を選別する際に用いた土坑がある。作業面下側の斜面は,.

製鉄炉より排出された鉄滓の捨て場となっていたが,鉄滓の量は少なく,集落の背後で行なわれた

小規模な生産であったことが窺える。

I区は,丘陵斜面を「 L」 字状に大きく削って造成 した平坦面に営まれた製鉄遺構である。平坦

面は,南北に 2つ認められ,北側で製鉄炉の炉床と輔座など付属する施設が確認された。炉床は,
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掛

米屋山遺跡

0                100m

一

第 1図 今佐屋山遺跡と周辺の遺跡
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第 2図 今佐屋山遣跡調査区配置図

第I章  今佐屋山遺跡

等高線と平行するように置かれており,長さ4.8m。 幅1.5mと かなり大形であるが,小舟状の濤な

どの施設はなく,比較的簡易な構造をもつものであった。輔座は,炉床と丘陵斜面との間に,岩盤

を削り出して作られており,その北側が炭置場,南側が砂鉄置場であったことが確認されている。

また,平坦面下側の鉄滓捨て場には,多量の鉄滓や厚壁が捨てられていた。調査前には製鉄炉の小

口に対応するように 2つの鉄滓の山がみられ,大規模な鉄生産がかなり長期間にわたって行なわれ

たものと思われる。この製鉄遺構からは,時期を特定できる遺物が出上 しておらず操業年代を知る

ことは難 しいが, 自然科学的な分析によれば,平安時代後半頃の年代が得られている。
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第 2節 I区 の 調 査

1.調査区の配置と層序

I区は,丘陵斜面の裾部に形成された長さ約70m・ 幅10～20m程の段丘状の平坦面を中心とした

地点である。調査区は,遺跡を10m方眼に区切って第 3図のように設定 し,土層観察用ベル トは,

これに沿うように横断面は北からa― b断面………i― j断面,縦断面はk-1断面とした。土層は,

谷地形であるため必ず しも一様ではないが,基本的には 5層 より成っており,基盤層より順に第 2

黒色土層・褐色土層 。第 1黒色土層・灰禍色土層・茶禍色上である。このうち,第 2黒色土層は斜

面から平坦面に傾斜が変る付近のみにあり,灰禍色土層はみられないところがある。遺構面は, 2

面が確認され,基盤層で縄文時代早期の集石遺構やピット,禍色土上面で古墳時代後期の竪穴住居

跡 3棟と製鉄遺構などが検出されている。また,縄文時代早期の押型文土器や石器を包含する層は,

褐色土層を中心とし,古墳時代後期の上師器や須恵器を包含する層は,第 1黒色土層や灰褐色土層,

茶禍色土層である。

a― b断面 (第 4図上)は,平坦面部分で基盤層の上に禍色土層 。第 1黒色土層・茶褐色土層の

1頁 に推積 しており,傾斜変換点付近には基盤層と褐色土層の間に第 2黒色土層,斜面上方には茶褐

色土層のみがみ夢れる。 c― d断面 (第 4図中)は,土砂が流失 しており,あ まり遺存状況が良く

ないが,基盤層の上に禍色土層または灰褐色土層が堆積 し,第 2黒色土層はほとんどみられない。

e― f断面 (第 4図下)は,傾斜変換点付近の基盤層上に第 2黒色土層があり,禍色土層 。第 1

L・ 9      20m

第 3図  I区調査区及び土層観察ベル ト位置図
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e

第I章  今佐屋山遺跡

364m f

1.茶褐色土層
2.灰褐色上層
3.黒禍色土層
4.第 1黒色土層
5.掲 色土層 (か なり黒くなっている)

6.第2黒色土層
9.暗灰褐色土層
10.黒 色土層
12.暗褐色土層
13.明茶褐色土層
16.黒褐色土層 (炭・焼土を多く含む)

第 4図 I区 上 層 実 測

0                4m
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第I部  各遺跡 の調査

1.茶褐色主層
2.灰褐色土層
3.黒褐色土層
4.第 1黒色土層
5.褐 色土層
5`褐 色土層 (加工段造成時の盛土)

6.第2黒色土層
6`黒 色土層 (ピットの埋土)

9.暗灰褐色土層 (ビットの埋土)

10.黒 色土層
12.暗掲色土層 (土坑の遅土)

14.暗灰褐色土層 (旧表土?)

15,暗 黄褐色土層 (上坑の埋土)

4m

第I章  今佐屋山遺跡

第 5図 I区 土 層 実 測
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第I部  各遺跡の調査

1.茶褐色土層
2.灰褐色土層
3.黒福色土層
4.第 1黒色土層
5.褐 色土層
6.第2黒色土層
7.第 1黒色土層 (ピ ットの埋土)

10,黒 色土層
12.暗褐色土層
16.黒褐色土層 (炭・焼上を多く合む)

Tc― d線

第I章  今佐屋山遺跡

k一 I断面 (1)

第 6図 I区 土 層 実 測 図
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第I章 今佐屋山遺跡

黒色土層 。灰禍色土層・茶褐色土層の順に推積 している。

h― g断面 (第 5図上)は,平坦面部分で基盤層の上に第 2黒色土層・褐色土層 。第 1黒色土層 。

黒褐色土層 。灰禍色土層・茶褐色土層がみられる。製鉄遺構は,丘陵斜面を「 L」 字状に削り込ん

で平坦面を造っており,禍色土層上面で検出されている。その上には,崩落土とみられる禍色土層

が堆積 し,斜面下側の黒禍色土層などからスラグが出土 している。 j-1断面 (第 5図下)は ,や

はり傾斜変換点付近の基盤層上に第 2黒色土層があり,福色土層・第 1黒色土層・灰禍色土層・茶

禍色土層のllkに堆積している。斜面中程には段状遺構があり,斜面を切削し禍色土を盛土 している。

この盛土は,古墳時代の遺構面を覆っている灰禍色土層の上に行なわれていることから,段状遺構

が造られた時期は,それより新 しいものと考えられる。

k-1断面 (第 6図 )も ,基本的な層序は同様で,基盤層の上に第 2黒色土層・褐色土層・第 1

黒色土層・灰禍色土層・茶禍色土層が堆積 しているが,調査区の中程では第 2黒色土層がみられな

い部分がある。また,第 6図 k-1断面(3)下 の黒色土層は, 3号住居跡の埋土であるが,遺構は禍

色土層の上面より掘 り込まれている。

2.基盤層上面

(1)遺  構

基盤層上面は,縄文時代早期の遺構面である。上層の古墳時代後期の遺構面を保存したため,部

分的な発掘調査にとどめて痛り,その実態には不明な点があるが,集石遺構 2基の他, ピットが検

出されている。集石遺構は,基盤層に達 している古

墳時代の 1号住居跡の床面で 1基 (1号集石遺構 ),

調査区北寄 りに 1基 (2号集石遺構)あ り,相互の

距離は21mである6ピ ットは,配列が整っておらず ,

住居跡などの施設になるかどうかは不明である。

出土遺物は,縄文土器・石器 とも, c-2～ c一

5区付近で多 く出土 しており,遺跡の中心は, この

あた りにあるものと思われる。

1)1号 集石遺構 (第 7図 )

古墳時代の住居跡の床面で検出されたもので,遺

跡のある平坦面のほぼ中央部に位置 している。

不整な形をした土坑の中に,焼石 5個が集めて入

れ られてお り,土坑の規模は長 さ1.lm・ 幅0.65～

1.茶褐色土眉
2.黒 色土層
3,淡 黒色土層

0          鉤 Cm

第 7図  1号集石遺構実測図 (アミロは焼石)
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第I部 各遺跡の調査

0.85m・ 深さは浅 く10cHl前後である。埋土は,上層より茶褐色土層・黒色土層 。一部に淡黒色土層

がみられる。

出土遺物はなかったが,遺構のあり方からみて,古墳時代の住居跡に伴うものではなく,住居跡

が掘 り込まれたことによって,下層の縄文時代の遺構が表われたものと思われる。

2)2号 集石遺構 (第 8図 )

調査区北寄 りの緩斜面に位置 している。隣接 して西側にピット群がみられるが,規則性はな く,

その関連は不明である。

集石遺構は, 自然石の露頭である大形の石のまわりに,い くつかの野石を集めたもので,赤 く焼

けた焼石が 2個含まれている。集石の中心は,石が不整な円形になるように並べられており,径は

内法で20～30cm程度である。

出土遺物には,山形文と

格子 目文を組み合わせた押

型文土器が数点みられ (第

10図 2～ 4),いずれ も石

の間の黒禍色土中より検出

されている。

第 8図  2号集石遺構実測図 (アミロは焼石)
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第I部  各遺跡の調査 第二章 今佐屋山遺跡

第 9図 縄 文 時 代 遺 構 面 地 形 測 量 図
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第I章  今佐屋山遺跡

(2)遺  物

遺物は,遺構面直上の包含層である禍色土層を中心に多く出土 している。縄文土器には,押型文

土器 (山形文と格子 目文・ 山形文 。小形橋円文 。大形精円文・粗大な楕円文),表裏縄文土器,条

痕文土器などがあるが,いずれも小片である。その特徴からみると,かなり時期幅があるものと思

われるが,出土層位によって, これを分けることはできなかった。 したがって, ここでは同様な特

徴をもつものをまとめて取 り上げ,紹介することにしたい。

1)押型文土器 (第10～12図 )

山形文と格子目文 1～ 5は,同一イ固体と思われるもので, 口縁付近と胴部の小片がみられる。

外面には, 口縁に平行 して周期の長い山形文,そ の下に「格子目文」または「ネガティブな矩形文」

と呼ばれる文様が,山形文に対 し斜行するような形でつけられてい る。山形文は, 1で 3条以上あ

り, 3では同じ形状を示すものが2つおきにみられることから,原体は 3条+α , 3単位で,周長2.4

帥のものと思われる。格子目文 tま , 1単位が長さ10mln・ 幅 2～ 3 mmの矩形を呈しており, 4で は 2

つおきに文様がくり返されることから, 3単位,周長2.lcllの 原体を横位に回転施文 しているもの

と思われる。

山形文 6は ,外面に6条以上の山形文がみられるものである。 1～ 3と 比較すると,文様の幅

が狭 く周期も短いので,格子目文とは組み合わないものと思われる。

小形楕円文 7～ 12は, 口縁部で,外面に小形楕円文,内面に沈線がみられる。小形精円文は,

長径 8～10mm・ 短径 5～ 8 mmで,12が横位である以外は,いずれも縦位に施文されている。沈線は,

7・ 8及び10～12は 口縁に対 しやや斜行 してつけられているが, 9は直交 している。幅は4～ 7 mm

あり,回転施文ではないと思われるが, 9についてはその可能性を残す。 7は ,やや外反する口縁

端部を残 しており,径 8 mlnの 円孔が焼成後に穿孔されている。また, 7～ 10の胎土中には繊維が顕

著に含まれている。

13～24は ,胴部で,外面に小形楕円文,内面は無文で指頭圧痕などがみられるものがある。小形

楕円文は,長径 7～ 10mm。 短径 5～ 8 mlnで ,13・ 14・ 22・ 24は横位に,それ以外は縦位に文様が施

されている。いずれも小片であるため,原体を復元することは難 しいが,15及び23は 同一文様が 1

つおきにみられる2単位で,周長は前者が 2 cnl。 後者が1.9cHlの ものが用いられていると思われる。

また,13・ 15～ 19・ 21～23の胎土中には繊維が含まれている。

大形楕円文 25・ 26は,胴部で,外面に大形楕円文があり,内面は無文である。大形楕円文は,

長径12mm・ 短径 8 mmで ,25は横位に,26は縦位に施されている。26に は胎土中に繊維が入る。

27～31は,大形精円文のつく土器の口縁部と思われる。外面は風化が進んでおり,文様の不明な

ものが多いが,30には長径1l mln・ 短径 8 mlnの 大形楕円文がみられる。内面はいずれも斜行沈線が施
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第10図 縄文土器実測図 1
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熱 熱 /沙 14

錢鶴ク郷 9         .        19Cm

縄文土器実測図 2
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第Ⅱ部 各遺跡 の調査
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第12図 縄文土器実測図 3
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第13図  縄文土器実測図 4
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第I部 各遺跡 の調査

墨彗ヨヨiンタ'49

轡 斡″
/鉤

ヒ_五 師
第14図 縄文土器実測図 5

されており,幅は 7～ 10mlnで,断面は浅い円形を呈 している。

粗大な楕円文 32・ 33は , 口縁の外面に粗大な精円文があり,内面には幅広の斜行沈線がみられ

る。粗大な楕円文は,長径19～20mln・ 短径14mmで,六角形に近い形状を示 している。斜行沈線は,

浅 く幅が17mlB前後あり, このため口縁の一部がやや歪んでいる。

その他 34は胴部下半,35は底部である。文様はともに不明であるが,厚手であり,大形楕円文

または粗大な楕円文に伴 うものとみられる。

2)押型文以外の土器 (第 13・ 14図 )

縄文土器 36～40は,縄文を施したものである。36は ,内外面に縄文を施したもので,調整時の

条痕が残っている。37～40は,外面には縄文がみられるが,内面は条痕またはナデによる調整が行

なわれたものである。なお,36～38の胎土中には繊維が含まれている。

条痕文土器 41～ 45は,条痕を施 したものである。41は外面,42は 内外面に只殻腹縁による条痕

文がみられる。43・ 45は内外面,44は外面に粗い条痕があり,43の胎土中には繊維が含まれている。

その他 46・ 47は,外面に粗い沈線が施されたもので,前者の胎土中には繊維が含まれている。48

～50は ,同一個体とみられ, 口縁付近に2条の押引沈線文がみられる。内面には貝殻腹縁による条

斡
亀

痕またはナデ調整が行なわれている。

-48-
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第I章 今佐屋山遺跡

3)剥 片石器 (第15図 )

今佐屋山遺跡では,縄文時代早期の上器に伴 うかたちで,相当量の石器が出土 している。その大

部分は,何 ら二次加工等が認められない剣片類であるが,本報告で図示 しえたのは何 らかの二次的

加工の認められたものの一部であることをお断 りしておく。

石鏃は19点図示 しており,形式的には凹基で快 りの浅いものもの (1～ 11)と ,基部の決 りの深

く入ったもの (12～ 17)に 大別される。 1は先端部のやや下方に屈曲があり全体的に 5角形を呈す

特徴的なものである。また 3は先端部の角度が鈍くなっており,欠損後再加工した可能性がある。18,19

はともに分厚でやや不定形を呈 している。大 きさは 1,2の ような大形のものから11の ような非常

に小形のものまであ り,獲物により大 きさが使い分けられていたことがうかがえる。石材は, 3,

5が黒曜石である以外は安山岩である。

20は,先端部と基部を欠損 しているが尖頭器と考えられる。全体的に細身で表裏両面 とも平坦祭J

離が規則的に観察 され,有舌尖頭器の可能性 もある。21は,安山岩製の小形横長象1片 の腹面及び背

面から背つぶ し状の二次加工がいくらか観察される。縁辺は鋭 く未加工で,わずかな刃こばれ状の

象J離が見 られる。旧石器時代のナイフ形石器の可能性もあり,注意を要する。

22～24は,楔形石器である。22は,整った台形を呈 し,上下左右からの象1離痕が見 られ,縁辺の

一部には「 つぶれ」が観察される。23は上下からの崇J離痕が見 られ,一部に自然面が残 る。24は特

に下方からの大きな崇I離痕が日立ち,側縁の一部に二次加工が認められる。いずれも安山岩製であ

る。

29,30は , ともに安山岩製で不定形の象」片の一辺に加工を加えており,ス クレイパーとした。22

～28,31,32は 象1片の一部に二次加工が認められるものである。25はやや分厚な象J片の二辺の両面

から加工を加え,尖頭部を作 り出している。

さてこれからの石器は,その大部分が同時に出土する土器から縄文時代早期のものである可能性

が高い。ただ,早期のなかでもかなり時期幅をもって土器が出土 しており,細かな時期限定は不可

能である。また,20,21は さらにさかのぼる時期のものの可能性が高 く,注意する必要がある。

4)礫 石器 (16・ 17図 )

自然の礫を利用 し,磨面・敲打痕を残す磨石・敲石類がある。

36は ,磨面のみ残す磨石で,扁平な円礫の両面が使用されている。

33～35・ 37～40は,磨面及び敲打痕を残す磨石 。敲石である。磨面は,両面にみられるもの (34・

35。 37),片面及び側面にみられる屯の (33・ 38・ 39),片面のみにみられるもの (40)がある。ま

た,敲打痕は片側の端部のみにあるもの (33・ 39),両端にあるもの (40),縁辺部にあるもの (37・

38)が ある。                             (丹 羽野 裕 )
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第I部 各遺跡の調査

一―ヽ敲打痕

―
磨痕

0                1oと m

第17図 礫石器実測図 2
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第1章  今佐屋山遺跡

第 1表 縄 文 土 器 観 察 表

挿図番号 出 土 層 位 出土地点 部  位 文 様 の 特 徴 。調 整 胎 土 色 調 傭 考

10-1 禍色土中 B-3区 口縁
付近

(外)月期の長い山形文
2囲大までの砂粒を含
む 茶褐色

10-2 C-2区
2号集石

口 縁

付近
(外)3条の山形文

2 mE大 までの長石・ 石
英を合む

暗褐色

10-3 区

石
２
集

一
号

Ｃ

２ 胴
(外)山形押形文。下部に格子目文
(内 )ナ デ

2m大までの長石・石
英を含む 暗禍色 外面 に煤 が付着

10-4 区

石
２
集

一
号

Ｃ

２ 胴
(外)長 さ10画,幅 3画の矩形押型文。
(内 )ナ デ

3 mII大 までの長石・石
英を含む 陪禍色

上半部に媒が付
着

10- 5 C-2区
2号土抗

胴 (外)長 さ10剛,幅 3mの矩形押型文。
3 ma大 までの砂粒を合
む 茶禍色

Ю-6 第 2黒色土 A-2区 胴 (外)6条以上の山形押型文 3m大の砂粒を合む 茶禍色

10- 7 禍色土上面 C-3区 口縁

(外)縦位に長径9 Dm,短径7mの情円
押型文

(内 )幅 7 mmの わずかに斜行する沈線

4 1Hm大の右英を含み,

粗い繊維を合む
(外)暗灰色
(内 )責禍色

焼成後,日縁に
径 8 maの 円孔を
穿つ

10- 8 褐色土上面 C-3区 口縁
(外)長径8 Da,短径6mの情円押型文
(内 )幅 6 mDの ,やや斜行する沈線

2m大までの砂粒及び
繊維を合む

(外)暗赤福色
(内 )赤褐色

10- 9 第 1黒色土 C-3区 口縁

(外)長径 81m,短径 6画の楕円押型文
(内 )幅 4 maの 平行短線(回転施文の可
能性あり)

4函大の砂粒及び織維
を含む

赤褐色

10-10 偶色土上面 C-3区 口縁
付近

(外)縦位に長径8 Dm,短径 6 maの精円
押型文

(内 )幅 6mの斜行沈線

2 mII大 の砂粒及 び織維
を含む

赤褐色

10--11
C-3区
S102

胴

(外)縦位に長径8m,短径 5 mIの精円
押型文

(内 )幅 7 maの斜行沈線

8 mE大 の石英 を含み粗
い

(外)暗灰褐色
(内 )灰禍色

10--12
C-2区
2号土坑

口縁
付近

(外)横位に長径10m,短径 8 maの精円
押型文

(内 )幅 5 mIIの 斜行沈線
2 ma大 の砂粒を含む (外)茶褐色

(内 )黒禍色

10-13 C-4区 胴 (外)長径 8 wa,短径 6 mHの精 円押型文
3 ma大 の砂粒を含むが,

密。繊維を合む
(外)黒褐色
(内 )黄禍色

11-14
C-2区
福色土中

胴 (外)長径 9画,短径 8 mDの楕円押型文 密
(外)暗責禍色
(内 )黒福色

ユー15
中
面

上
上

色
山

禍
地

C-4区 胴

(外)縦位に長径9m,短径 5 EEIの 情円
押型文

(内 )指頭圧痕

2 mm大の砂粒及び繊維
を含む

(外)黄福色
(内 )医褐色

11-16 第 1黒色土 C― 3区 胴 (外)長径9 mm,短径 6 wBの楕円押型文
3 ma大 の秒粒を含むが
密。繊維を含む

(外)暗茶褐色
(内 )茶禍色

11-17 褐色土上面 C-3区 胴
(外)縦位・横位に長径 8両,短径 6 mD

の構円押型文
2画大の砂粒及び織維
を含む

暗赤褐色

11-18 褐色土上面 C-3区 胴
(外)斜位に長径8 mm,短径 6 mmの情円
押型文

2m大以下の砂粒及び
繊維を含む

(外)淡黒禍色
(内 )暗茶褐色

11-19 禍色土中 C-4区 胴
(外)縦位に長径 9m,短径 6回の情円
押型文

2 ma大以下の砂粒及び
繊維を合む

黄褐色

11-20 第 1黒色土 C-3区 胴
(外)横位に長径7 Hm,短径 5蜘の情円
押型文

4 mII大の砂粒 を含み粗
い 暗灰褐色

11--21 褐色土中 C-4区 胴
(外)維位に長径 9画,短径 6 1Hmの 情円
押型文

3 mII大 までの砂粒及び
繊維を合む

茶禍色

11-22 褐色土上面 C-3区 胴 (外)長径101E,短径 7画の精円押型文
3 mI大の砂粒及び繊維
を含む 赤褐色

11-23 C-4区 胴
(外)縦位に長径8m,短径 6 maの楕円
押型文

2 mII大 の砂粒及び繊維
を含む

茶褐色

11-24 C-3区 胴 (外)長径 91m,短径6mの情円押型文 2画大の砂粒 を含む 黄褐色

11-25 禍色土中 C-4区 胴 (外)長径12画,短径 3 maの精円押型文 密 赤褐色

-53-



第 I部  各 遺 跡 の調査

挿図番号 出 土 層 位 出土地点 部  位 文 様 の 特 徴 。調 整 胎 土 色 調 備 考

11-26 禍色土上面 C-3区 胴
(外)縦位に長径12画,短径 8 maの精円
押型文

2 mm大 の砂粒及び繊維
を含む

責禍色

12-27 褐色土中 C-4区 口縁
(外)風化のため不明
(内 )幅 7 1mIIの 斜行沈線

4函大の石英を含み粗
い 暗茶褐色

12--28 第 1黒色土 C-5区 口縁
付近

(外)粗大な楕円押型文か
(内 )幅 10画の粗い条痕

514m大以下の砂粒を含
み祖い 責禍色

12--29 黒褐色土 T14 口縁
付近

(内 )幅 9 maの斜行沈線
5m大以下の砂粒を合
む

茶禍色

12-30 褐色土上面 C-3区 口縁

付近

(外)長径■mm,短径 8 Dmの情円押型文
(内)幅10回の斜行沈線

3 mE大 までの砂粒を多
くを含み粗い。繊維を
合む

色醐
純

外
内

12-31 褐色土上画 C-4区
口縁
付近

(内 )幅10DEIIの斜行沈線, 2段 になって
いる部分有り

3 mI大 までの秒粒を含
む 茶褐色

12-32 第 1黒色土 C-5区 口縁 (外)長径19Dm,短径14maの精円押型文
411大までの砂粒を含
み粗い

(外)黒福色
(内 )責禍色

12-33 C-5区 口縁

(外)長径20mm,短径14mの粗大な精円
押型文

(内 )幅171elの 浅い斜行沈線

4 mm大 までの砂粒を含
み粗い

(外)黒禍色。
煤が付着
(内 )黄禍色

12-34 褐色土中 C-4区 胴
(外)風化著しいが,大形の楕円押型文
か

2 mI大 の長石・石英を
含む 暗茶禍色

12-35 表土中 C― b区 尖底部
付近

不 明
5m大 までの長石・ 石

英 を合み粗い
灰禍色

13-36 褐色土上面 C-2区 胴
(外)条痕の後,縄文を施す
(内 )縄文の後,貝殻腹縁による条痕

3 DHE大 の砂粒と,僅か
に繊維を含む

(外)茶禍色
(内 )黄福色

13-37 褐色土中 C-3区 胴
(外)縄文か ?

(内 )条痕文
2 mD大 の砂粒及 び繊維
を含む

(外)茶福色
(内 )暗黄福色

13-38 黒色土 B-1区 胴
外

内
縄文
貝殻腹縁による条痕の後,ナデ

密だが僅かに繊維を含
む 茶禍色

13--39 C-2区 胴
外

内
文
痕

縄
条

2m大 の砂粒 を含む
色
色

綿
囃

外
内

13--40 黒褐色土 T14 胴 (外)縄文
7 mH大の大きな砂粒を
含む

暗茶褐色

13-41 褐色土中 C-4区 胴
(外)貝殻腹縁による条痕文
(内 )ナ デ

密 暗黄裾色

13-42 黒色土中 C-5区 胴
(外)貝殻腹縁による条痕文
(内 )貝殻腹縁による条痕文

4m大 までの砂粒を含
む

(外)茶禍色
(内 )暗責福色

13-43 C-3区 胴 (外)(内 )貝殻腹縁による条痕文
3 mE大 の石英及び繊維
を含む

(外)黒褐色
(内 )暗茶偶色

13-44 A-3区 胴
(外)粗い条痕文
(内 )粗いナデ調整

4 ma大 までの砂粒 を含
み粗 い

(外)淡禍色
(内 )灰褐色

14-45 褐色土中 A-3区 日縁 (外)(内 )粗い条痕文
4 mm大 までの砂粒を合
む

(外)責褐色
(内 )灰禍色

14-46 第 1黒色土 C-3区 胴 (外)粗い沈線
3 mm大 の砂粒及び繊維
を含む

医褐色

14-47 褐色土中 C-4区 胴 (外)幅 6画の斜行沈線
2～ 3�大の長石・石
英を含む

黄襦色

14-48 褐色土上面 C-4区 口縁
外

内
押引沈線
条痕

密 灰禍色

14-49 禍色土中 C-4区 口緑
付近

外

内
2列の押引沈線文
ナデ

2 ma大 の金雲母 を含む 黒褐色

14--50 褐色土中 C-4区 口縁
付近

(外)2列の押引沈線文
(内 )二枚貝腹縁による条痕

2脚大の石英を合む
(外)淡黒禍色
(内 )暗責福色
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第I章  今佐屋山遺跡

第 2表 祭!片 石 器 観 察 表

Wo. 器 種 石  材
法量(mln)頼碧摺

は
出 土 地 点 備 考

長 さ 幅 厚 さ

1 石 鏃 安山岩 34.5 22.0 C-3 褐色上上面

2 石 鏃 安山岩 29.0 19.5 C-4 褐色土中

3 石 鏃 黒躍石 24.5 21.5 A-2 褐色土上面 先端部欠損後再加工か

4 石 鏃 安山岩 23.5 18,0 3.5 A-2 福色上上面 脚部一部欠損

5 石 鏃 黒曜石 21.0 17.5 5.5 C-3 S102内

6 石 鏃 安山岩 20.5) 20.5 A-2 禍色土上面 先端部欠損

7 石 鏃 安山岩 17.0) 17.0 2.5 C-2 先端部,脚部一部欠損

8 石 鏃 安山岩 16.5) 14.0 3.5 C-2 褐色土上面 先端部欠損

9 石 鏃 安山岩 17.0 14.0 C-4

石 鏃 安山岩 16.5 13.5 C-2 褐色土中

石 鏃 安山岩 13.0 10.5 2.5 C-4 褐色土上面

石 鏃 安山岩 20.5 18.5 C-4 表土中

石 鏃 安山岩 27.0 19.5 4.0 表採

石 鏃 安山岩 25.0 16.0 C-2 褐色土上面 先端部,脚部一部欠損

石 鏃 安山岩 27.0 18.0 C-2 禍色土上面 脚部一部欠損

石 鏃 安山岩 14.5 14.5 3.0 C-3 S102 先端部欠損

石 鏃 安山岩 22.5 13.0 3.0 C-2 褐色土上面 先端部～脚部にかけて欠損

石 鏃 安山岩 20.5 16.5 C-3 禍色土上面

石 鏃 安山岩 22.0 19.5 C-3 褐色土上面

尖 頭 器 安山岩 39.0 16.0 C-3 褐色土中 先端部,基部欠損

二次加工のある剣片 安山岩 30.5 15.5 B-2 ナイフ形石器か

楔 形 石 器 頁 岩 31.5 20.5 C-3 褐色土上面

楔 形 石 器 安山岩 23.0 19.5 9.5 C-3 褐色土中 自然面のこる

24 楔 形 石 器 安山岩 30.0 21.5 A-5 表土中

二次加工のある景1片 安山岩 33.0 25.0 7.5 C-4 褐色土中 尖頭部を作 り出す

二次加工のある象!片 安山岩 22.0 12.0 C-4 褐色土上面

二次加工のある祭1片 安山岩 20.0 19.0 C-3 褐色土上面

二次加工のある衆!片 黒曜石 26.0 17.0 C-3 禍色土中

スク レイノく― 安山岩 27.0 17.0 C-4 褐色土中

スクレイパー 安山岩 35.5 14,0 C-5

二次加工のある象1片 安山岩 47.0 18.0 8.5 C-4 禍色土上面

二次加工のある象1片 安山岩 51.0 26.0 10.5 C-5
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第I部  各遺跡の調査

3.褐色土層上面

(1)遺構の配置状況 (第19図 )

禍色土層上面は,古墳時代後期の遺構面である。各遺構の配置状況は,調査区のほぼ中央に 1号

竪穴住居跡があり, この北東 5mに 2号竪穴住居跡, さらにその南東2.5mに 3号竪穴住居跡が営

まれている。また,製鉄遺構は, 1号住居跡から6m南側の斜面に位置し,住居跡との比高差は1.5

mである。この他には,段状遺構や土坑・ ピットなどが検出されているが,性格は不明である。

(2)1号堅穴住居跡 (第 18・ 20～23図 )

1)遺 構

丘陵斜面裾部に形成された平坦面のほぼ中央に位置 している。遺跡の確認調査の際に, トレンチ

|ロ

1.黒色土層
(褐色土ブロックを含む)

2.茶禍色土層
3.暗茶褐色土層

(褐色土ブロックを合む)

4.黒色土層

(褐色ブロックを合まない)

C'3588m

第18図  1号竪穴住居跡実測図

―
【脂

ｏ
い

，

∞
３

一帥
朋
創
陣
前

1号集石遺構
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第I部  各遺跡 の調査 第I章  今佐屋山遺跡

第19図 古 墳 時 代 遺 構 面 地 形 測 量 図
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第I章 今佐屋山遺跡

を設定 したために,住居跡西側の一部を失っているが,遺存状況は良好であった。

平面形は,長方形を呈しており,主軸を南西―北東方向に置いている。規模は,長辺が復元長で5,0

m,短辺3.5～3.6m,深さ20～35cmである。床面では,主軸に沿うように柱穴が2つ検出されたが,

壁濤などは認められなかった。柱穴は,P,1が径20～24qll・ 深さ50cll,P,2が 径20clB。 深さ46clllあ

り,柱穴間の心々距離は2.9mで ある。また,谷側にあたる北側壁面の中央部には,石組みのカマ

ドが作 り付けられている。カマ ドは,左右に2個ずつ板石を立て並べ,そのまわりを茶禍色粘質土

で固めたもので,外側に向って緩 く立ち上る煙道が付設されている。大きさは,石組みの内法で,

長さ55clll・ 幅35～ 45cHl。 高さ23～27cm,煙道は長さ35cHl・ 幅47clllで,石組みの内面及び床面は火を

受けている。カマ ドは,本来, この石組みの上に蓋石が横架され,粘上で固められていたものと思

われるが,検出時には既に壊されており,長さ61cll。 幅20clll・ 厚さ10clllの蓋石が床面に落ちた状態

で出土している。埋土は,住居跡の中心付近に褐色土ブロックを含む黒色土層,壁沿いに茶禍色土

層・褐色土ブロックを含む暗茶禍色土層・黒色土層が堆積している。

2)遺 物

出土遺物としては,須恵器蓋芥 (第22図 1～ 3),土師器芥 (4)。 甕 (5～ 9,第23図10～ 12)

及び炉壁・鉄滓がある。検出状況は,概ね住居跡の北壁沿いと南壁沿いに分れており, 3・ 5～ 7

はカマ ド内部と付近, 8・ 10はカマ ド東側の北壁沿いに, 4・ 9は南壁沿いにある。また,炉壁や

鉄津は,住居跡の南西部分にあり,床面に接 した状態ではなかったが,土器とほぼ同じ高さで検出

されている。このことは,隣接 している製鉄遺構下斜面の鉄津捨て場から,住居跡廃棄後あまり時

間を置かないうちに流入したか,あ るいは,住居跡内に持ち込まれたものであることを示 している

と思われる。金属学的な調査によれば, この鉄滓は金属鉄を多く含有 した炉底滓であり,破砕 して

金属鉄を抽出した痕跡をもつといい,炉壁も金属鉄が付着 していることが多いことを考え合わせる

と,製鉄遺構より鉄素材として持ち込まれていた可能性も十分あると思われる。

須恵器蓋芥は, 1・ 2が蓋, 3が 身である。 1は,復元口径■ .8calで ,口縁部と頂部の間に鈍い

稜をもっている。 2は,頂部外面に回転ヘラケズリがみられる。 3は,復元口径12.3clll・ 同器高4.4

cHlで, 回縁部に内傾するかえりを有 し,底部外面に回転ヘラケズリ調整が行なわれている。

土師器芥 4は ,口 径15,Ocal。 器高6.2clllで,外傾する口縁と平坦な底部をもつものである。外面

に指頭圧痕を残 し,内面には横方向のヘラケズリがみられる。

土師器奏は,肩部のあまり張らないものと,肩部のよく張るものの2種類が認められる。前者は,

5～ 8で,短 くやや屈曲した口縁と丸い底部を有 している。 5は , 日径20.8clllで,外面はハケメ
,

内面はヘラケズリである。 6は,復元口径13,7clnで,外面調整は不明,内面はヘラケズリである。

7は , 口径15.4clll・ 復元器高18.3cnlで ,外面に粗いナデ,内面は底部に不整方向,それより上に縦
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第I部 各遺跡 の調査

1.茶褐色土層
2.茶褐色土層鶴土を多く合む)

3.茶褐色粘質土層 (炭・焼土含む)

0               1m

/耶

＠
　
魁
∂
眸
Ｄ

ワ 4

第21図  1号竪穴住居跡遺物出土状況実測図
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第I章  今佐屋山遺跡

Ⅲ
2

6

第22図  1号竪穴住居跡出土土器実測図 1
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第I部  各遺 跡 の調 査

方向のヘラケズリがみら

れ る。 8は ,復 元 口径

14.Ocalで,調整は不明で

ある。

後者は, 9～ 12で,や

や長 く外反 した口縁 と球

形の体部を有 している。

9は,復元口径20.Oclnで
,

外面と口縁内面にハケメ
,

体部内面にヘラケズ リが

施されている。10は,口

径 15.Oclllで ,外面にハケ

メ,内面にヘラケズ リが

み られ る。 nは , 口径

13.6clll・ 器高 19。 lcmを測

るもので,外面に粗いハ

ケメ,内面は上半に横方

向,下半に縦方向のヘラ

ケズリがみられる。12は ,

口径19.4clnを 浪Iり ,調整

は外面にハケメ,内面に

ヘラケズ リがある。

以上の遺物のうち,時

期がわかるものは須恵器

外身 3で,山本編年Ⅲ期 ,

陶 邑編年TK43型 式・ I

型式 4段階に比定 される

ものと思われる。

0_________-1攣 m

第23図  1号竪穴住居跡出土土器実測図 2
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(3)2号竪穴住居跡 (第24～27図 )

1)遺 構

丘陵斜面裾部平坦面の北東寄 りに位置 している。

に流失 している他,各壁もかなり低 くなっており,

第I章  今佐屋山遺跡

緩斜面になっているため,住居跡の北辺側が既

遺存状況は良好とは言えない。

Ａ

一
　

　

Ｄ

一

C

D七579m

2号竪穴住居跡実測図
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第I部 各遺跡の調査

平面形は,ほ ぼ正方形に近い形を呈 しているが,北及び南辺が僅かに長 く,主軸を南東―北西方

向に置いている。規模は,長辺5,7～ 5,9m・ 短辺は復元長で5.2m・ 深さは現状で20～ 24911で ある。

床面では, 4個の柱穴及び住居跡を三分するように「 コ」字状にめぐらされた浅い濤が検出されて

いる。柱穴は,P,1が径22～ 26clll・ 深 さ42clll,P.2が 径22～24c41・ 深 さ70clll,P.3が 径24～ 26clll・

深さ48cll,P.4が径18～28cll・ 深さ50cHlを 測る。柱穴間の心々距離は,P.1-P.2が 2.7m,P.2-P,4

が2.45m,P.4-P,3が2.55m,P,3-P.1が 2.Omで,配列はいびつである。濤は,東辺と南辺中

央部まで壁濤状にめ ぐり, ここより北辺方向に至るもので,幅10～ 20clll・ 深さ4～ 12clllで ある。北

辺中央部には焼土面があることから,作 り付けのカマ ドが想定され,床面南西部には作業台石があ

る。埋土は, 2層で,上層より灰禍色土層・暗灰褐色土層が堆積 している。

,■■く

358n

第25図  2号竪穴住居跡遣物出土状況実測図

-64-

0                2m



第I章 今佐屋山遺跡

2)遺 物

出土遺物には,弥生土器甕 (第26図 1),土師器甕 (2～ 4),作業台石 (第27図 )んミぁる。

弥生土器甕 1は ,混入品とみられ,肩部に波状文と刺突文が施されている。

土師器甕 2～ 4は,いずれも外反する短い口縁をもつものである。復元口径は, 2が23.8cal, 3

が15.2clll, 4が 14,7cHlで ,調整は体部外面にハケメ,同内面にヘラケズリが施されている。

作業台石は,長さ33clll・ 幅23～ 25clll・ 厚さ6～ 7 calの 角のとれた板石で,両面に鋭利な利器によ

るとみられる傷と,磨 られた痕跡があり,側面にも磨痕がある。

磯
第26図  2号竪穴住居跡出土土器実測図

第27図  2号竪穴住居跡出土作業台石実測図
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第Ⅲ部 各遺跡の調査

●)3号 竪穴住居跡 (第28～31図 )

1)遺 構

丘陵斜面裾部平坦面の北東寄 りに位置 している。緩斜面となっているため,住居跡の北辺側は既

に流失 しているが,他の辺は比較的よく残っている。

平面形は,長方形を呈 しており,主軸を南東―北西方向に置いている。規模は,長辺が5.3～ 5.6

m,短辺は復元長で4.4m,深 さ30～ 40clllで ある。床面では,主軸に沿 うように柱穴が 2つ検出さ

1.黒色土層   と
2.黒褐色土層
3.暗茶褐色土層
4.黄褐色土層

(焼土を合む)

5.茶褐色土層
C C・

35ア 8m

o                2m

第28図  3号竪穴住居跡実測図
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第I章 今佐屋山遺跡

れ,北辺中央部には作 り付けのカマ ドがあるが,柱穴は,P,1が径45clll・ 深さ55cHl,P。 2が径33～40

cHl・ 深さ50clllあ り,柱穴間の心々距離は2.2mである。カマ ドは,煙道が既に失なわれているが ,

石組みは東側の板石 1枚が残っている。大きさは,内法で,幅40clll・ 高さ20cllで,石組みの周囲に

は粕土が張られており,内面は焼けて赤褐色に変色している。また,住居跡東辺の外側には, これ

に沿うように幅45～ 70cHl・ 深さ10cHl前 後の濤がめぐっている。住居跡とほぼ接する位置にあるので,

その上部構造に関わるものとみられ,葺きおろされた屋根または壁材を受けていたと思われる。埋

土は, 2～ 3層が確認でき,上層より黒禍色土層・黒色土層・暗茶褐色土層が堆積している。

生聰

彎
10

1「「TT
5

十
~可

lI~ぬ

第29図  3号竪穴住居跡遺修出土状況実測図
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第I部 各遺跡の調査

2)遺 物

出土遺物 としては,須恵器蓋芥 (第30図 1),土師器不 (2)・ 甕 (3～ 7)。 把手付甕 (第31図

8～10)んミぁる。検出状況は,住居跡の北辺が流失 していることもあり,中央より南側にあるもの

がほとんどで, 7や 9を 除けば小片になっている。

須恵器蓋界 1は,蓋で,復元 口径12.9cm・ 器高4.Ocalで ある。平坦な頂部と丸味を帯びた口縁部

を有 してお り, 日縁端部には段がみられる。調整は,内外面とも回転ナデであるが,外面頂部にtよ

ヘラ起 しの痕跡がみられ,そ の後に細かい擦痕がつrIら れている。

土師器芥 2は, 日縁を欠失 しているが,復元すれば口径9.2clll程度の小形のものである。底部は

丸味を帯びた形をとっており,調整は,外面が不整方向のヘラケズリ,内面がヘラケズリののち,

第30図  3号竪穴住居跡出土土器実測図 1
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第I章  今佐屋山遺跡

ヘラミガキがみられる。

土師器甕 3～ 7は,外反する短い口縁部をもつものである。 3は,復元 口径10.8calの 小形品で ,

内面にヘラケズリがみられる。 4は ,復元 口径 17.Oclllで,体部外面に縦方向の,同 内面に横方向の

ヘラケズリが行なわれている。 5は,復元 口径16.lclllで,頸部内面以下に横方向のヘラケズ リがみ

られる。 6は,復元口径20.6cmを 測 り,体部外面に縦方向のハケメ,同内面に横方向のヘラケズリ

が施され,外面一部に黒斑がある。 7は,は復元 口径19.2clllで,体部外面は縦方向のハケメ,同内

面に縦または斜め方向のヘラケズリ,頸部内面には指頭圧痕がみられる。

土師器把手付甕 9は,甑状の器形をとるが,底部に穴があけられていない。平坦な底部 と直立 し

た口縁部,断面円形の把手をもち,口 径22.5cHl・ 底径8.5cln・ 器高19.7cllを 測 る。調整は,外面が

縦方向のヘラケズリののちナデ,内面は横および斜め方向のヘラケズリ,底部内面には指頭圧痕が

ある。 8・ 10は, 9と 同種 もしくは,甑になるものとみられる。 8は復元口径23.8cllで,内面に横

方向のヘラケズリがある。10は,断面が円形の把手で,体部にはめ込まれていたと思われる。

以上の遺物のうち,時期がわかるものは,須恵器蓋芥 1で,回転ヘラケズリを欠いているものの
,

器形や口唇部の段などから山本編年Ⅲ期に含めて良いものと思われる。

蜘 鰻
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第31図  3号竪穴住居跡出土上器実測図2
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第I部  各遺跡の調査

(5)製鉄遺構 (第32・ 33図 )

1)遺 構

丘陵斜面を断面「 L」 字状に切 り取って造成された平坦面に位置 している。平坦面は,長 さ6.5

m・ 幅2.0～ 3.3mの 小規模なもので,製鉄炉はその中央部谷寄 りに,等高線と平行するように置か

れており,周囲でこれに関連する土坑や濤が検出されている。

製鉄炉は,その地下構造である炉床部と,流出滓を排出するために設けられた東側の上坑が遺存

している。平面形は,濤状の炉床と楕円形の上坑が連接する半瓢形を呈 しており,全長は2,7mで

ある。炉床は,土坑に接続するまでの長さが1.2m。 中央部で幅24～34clll・ 深さ10clllで ,西側の先

端が窄まり,東の土坑側が開く形状を示 している。炉床の横断面形は,浅い「 U」 字状で,埋土は

2層あり,上層に炭を含む黒色土,下層に禍色土が認められた。炉の周囲は,比較的焼けており,

南辺に沿って55911,北辺に沿って35allの範囲が赤禍色に硬化 していたが,炉床底面はほとんど焼け

ていなかった。

炉床と連接する東側の土坑は,長 さ1.5m・ 幅1.25m。 深さ10clllで ,断面形は浅い皿状を呈 して

いる。底面には,厚さ4～ 5 clll程度に黄禍色粘上が敷かれており,その上面は弱 く焼けて赤褐色に

Υ

太

江

Q
'1言

%

て
ょ覆雹皇著

層
d

3.淡黒褐色土層
4.黄褐色粘質土層 (ア ミメ部分)

5.灰褐色土層
6.黒 色土層 (炭 を含む)

第32図 製鉄遣構実測図
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第I章 今佐屋山遺跡

変色していた。黄禍色粕上の上面は,炉床底面からでも10cm低 く作られており,土坑の埋土中から

は流出滓のみ検出されている。これらの点から,土坑の機能は製鉄炉内の不純物や,あ るいは鉄そ

のものを流し出す役割を担っていたことが想定される。

製鉄炉の周囲では,炉床の西側で土坑,平坦面の南辺に沿って濤が検出されている他,若干のピッ

トがみられた。また,平坦面下側の斜面が鉄滓捨て場とされていたことも確認された。

炉床の西側にある土坑は,長 さ1.3m・ 幅50～ 95cm・ 深さ10clllの不整な形を呈 している。断面形

は,底面が平坦で壁が外傾 して立ち上がる形をとるもので,埋土は基本的には上層の黒禍色土層,

下層の禍色土層の 2層 より成っている。埋土中からは,炉壁の他, 2～ 4 cm前後に小割 りにされた

小鉄塊が出上しており,炉内の生成物から鉄塊を選別する作業が行われたものとみられる。

平坦面の南辺に沿 う濤は,長 さ3.3m・ 幅50～ 80m・ 深さ20cHlで ,断面形は底面が平坦な形を呈

している。埋上は厚 く禍色上層が堆積しているが,底面付近に灰を含む灰禍色土層が僅かにみられ,

少量ではあるが鉄滓も確認された。禍色土層は,地山と同様な土であり,一度に堆積 していること

から,操業時には埋没 しておらず,廃棄後に地山の崩落によって一度に埋ったものと考えられる。

ピットは,平坦面内で 3個が確認された。各々の大きさは,P,1が径50clll・ 深さ20clll,P.2が 径24

cln。 深さ42clll,P.3が 径40～ 46clll・ 深さ10clnで ある。このうち,P.2は製鉄遺構のほぼ主軸上にあ

るもので,深 くしっかりと掘 り込まれており,製鉄遺構を覆う上屋の柱穴であったと考えられるが,

これに対応するピットは確認できなかった。

作業面下側の斜面は,製鉄炉より排出された鉄滓・炉壁の捨て場となっている。これらについて

は,すべて回収 したが,総重量は100kg程 度と少量であり,操業規模が小さく,回数も少なかった

ことが窺われる。

2)遺 物

出土遺物としては,土器など年代が分るものはないが,鉄滓・炉壁 。小鉄塊がある。このうち,

炉内滓 (第33図 1・ 2),炉壁 (3・ 4),流出滓 (5～ 9)は,製鉄炉や鉄滓フF出用の濤などの形状

をよくとどめている。

炉内滓 1は,一部を欠失しているが,周囲に炉壁に沿った縁辺部を残 しており,長さ46.5clll・ 幅45

cln・ 厚さ4～ 10clllで,隅丸方形を呈 している。短辺の一方には,凸状に突出した部分が幅22cmに わ

たって認められ,製鉄炉短辺の片側より鉄津が排出されていたことを示すものと思われる。縁辺部

は,高 さ3～6.5cln程度の立ち上 りがあり,断面には炉内滓の中に沈み込んだ長さ3.6cln。 幅2.3cHl

の小鉄塊もみられる。また,底面には薄く灰禍色土が付着 しており, これが2層になって断面も厚

くなっている部分があるが,前回操業時に残った鉄滓の上に炉内滓が形成されたためと考えられる。

炉内滓 2は,周囲を欠失 しているが,底部の丸味を帯びた形状が確認できる。厚さは4.5～ 7 clmで ,
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第33図 製鉄遺構出土鉄洋・炉壁他実測図
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第I章 今佐屋山遺跡

長さ1.8clll・ 幅1.5cm・ 厚さ0.8calの小鉄塊が鉄滓の上に乗っている。

炉壁 3は,内面にガラス質に溶融 した部分と酸化 し茶禍色になった部分がみられるものである。

外面には炉壁粘土が遺存 しており,横方向に多 くのスサが混入されている。炉壁 4は,製鉄炉の隅

部の形状を残 したもので,炉壁粘土中には横方向にスサが多量に入っている。

流出滓 5。 6は ,縁辺部が遺存 しているものである。 5は長さ16.5帥・ 幅10～ 12cnl。 厚 さ 3～ 5

cn, 6は長 さ15.5cHl・ 幅13～ 14cm。 厚さ4.5～ 6.5clnで ,楕円形を呈 している。 7・ 8・ 9は,鉄滓排

出時の濤の形状を示 してお り,断面形はU字形で,幅は 7・ 8が 8 cm前後, 9は 9 cal以 上ある。い

ずれも,鉄津中に砂や小石が多 くかみ込んでいる。

(6)段状遺構 (第34図 )

調査区南寄 りの丘陵斜面を断面 L字形に切削 して営まれたものである。平坦面は,長 さ6.6m・

幅1.3mで ,その東側を中心に立石や土坑がみられる。立石は,高さ40cln・ 幅20clnで,基部に長 さ75

cll・ 幅65cm。 深さ12～30clnの 不整形な土坑がある。また,平坦面中央部の上坑は,長さ1.2m・ 幅50

～60cln・ 深さ10～ 26clllと やや大きいものである。

出土遺物は全 くみられないが, この遺構の盛土が古墳時代遺構面を覆っている灰褐色土層の上に

のることから,時期はそれより新 しいものと考えられる。

第34図  段状遺構実測図
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第Ⅲ部 各遺跡 の調査

i¬
下】ャ

Iキ
(十

50cm Cm

第35図  1号土坑実測図 第36図  1号土坑出土土器実測図

(7)1号土坑 (第 35・ 36図 )

丘陵斜面裾部平坦面の南西寄 りに位置している。緩斜面となっているため,土坑の一部は既に流

失しているものと思われ,遺構の遺存状況はあまり良好ではない。

平面形は,楕円形で,長径75clll・ 短径62clll・ 深さは現状で 8 clmで ある。断面形は,浅い皿状を呈

しており,底面よりやや浮いた状態で土師器甕 1個体も倒立 して置かれていた。

土師器甕 (第36図 )は ,上半部が遺存 しているもので,外反する口縁部をよく張った体部を有 し

ており, 口径は19.4cnlで ある。調整は,体部外面に縦方向のハケメ,同内面に縦方向のヘラケズリ

が施されている。

(8)2号土坑 (第37図 )

丘陵斜面裾部平坦面の北東寄 りに位置している。

平面形は,不整な楕円形を呈 し,長径2.6m・ 短径2.2m。 深さ15～40mで ある。掘 り方の南寄 り

には黄褐色粘土が厚 く貼られており,その中程に長さ1.Om。 幅0.65m。 深さ10～ 16clnで不整な長

方形の凹みが認められた。この中には,焼土・炭を含む黒褐色土が詰まっていたが,黄褐色粘土の

表面に焼けた部分はみられなかった。また,黄褐色粘土と掘 り方の間には,暗黒禍色土層および暗

黄禍色粘土層が入れられている。出土遺物は全 くなく,時期は不明である。

この遺構の性格については,掘 り方の中に粘上を貼った凹みをもつという構造よりすると,鍛冶

炉など製鉄に関連するものともみられるが,鉄滓などが出土 していないことや粘上の表面が焼けて

いない点など疑間があり,不明と言わざるを得ない。
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2.黄褐色粘土層
3.暗黒褐色土層
4.暗黄禍色粘土層

1.茶福色土層
2.暗茶禍色土層
3.黒褐色土層

第I章  今佐屋山遺跡

0         1m

第37図  2号土坑実測図 第38図  3号土坑実測図

(9)3号土坑 (第38図 )

調査区南東部の斜面に位置 している。

平面形は,不整な楕円形を呈 し,長 さ2.65m・ 幅1.2～ 1.4m・ 深さ0.5mである。土坑は2段に

掘 り込まれており,深い部分は長さ2.Om・ 幅0.4～ 0.8mで ,主軸を北東―南西方向に置いている。

埋土は, 3層で,上層より茶禍色土層・ 暗茶褐色土層・黒褐色土層及び茶禍色土層である。

出土遺物はなく,性格は不明である。

(0 遺構に伴わない遺物

遺構に伴わない遺物は,遺構面である禍色土上面,その上層の第 1黒色土層 。表上層より出上 し

ており,弥生土器甕,須恵器蓋芥 。高不・甕・紡錘車・土師器甕がある。

1)弥生上器 (第39図 1～ 5)

1は ,奏の口縁部で,大きく外反し,復元口径16.8qllで ある。端部には面を有 し斜格子文が施さ

れている。調整は,内外面とも横ナデである。

2～ 5は ,奏または壷の底部で,いずれも平底である。底径は, 2が 6.8clll, 3が 7.8釦 , 4が 4.2

clll, 5が 3.8clllで,調整は外面に縦方向のヘラミガキが施されている。

以上の遺物のうち, 1は形態・施文の特色より,弥生時代中期後葉に属すると思われる。

2)須恵器 (第39図 6～ 9)

6は,蓋不の蓋とみられ,頂部外面に回転ヘラケズリが施されている。
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＼`ヒ__と正う″4

ハ
杉
≦

〔③
:(lo

第39図 遺構に伴わない遺物実測図 1
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第I部  各遺跡 の調査

~す
玉ヽ

~ テ庁 f
<ト

ワ ‐

i― ＼へと
市 す

7は,高外の外部で,体

部は内湾 して立ち上が り,

復元口径は17.4clBである。

8・ 9は ,甕の口縁部で

ある。 8は,大きく外反す

る単純なつ くりのもので,

復元口径16.5cHlである。 9

も,大きく外反するもので

0         10cm  あるが,端部に稜をもって

おり,復元回径は13.6cmで
第41図 遺構に伴わない遺物実測図 3

ある。

以上の遺物のうち, 6は 回転ヘラケズリがみられることから山本編年Ⅲ期, 7tよ 形態の特色より

同編年Ⅳ期に含まれるものと考えられる。

3)紡錘車 (第39図 10・ 11)

10。 11は,一部を欠失しているが,共に土製の紡錘車である。10は復元径4.4cm・ 高さ3.lcll,11

は復元径4.6clll・ 高さ2.7clllを 測る。

4)土師器 (第39図 12～第41図 )

12～14は,逆「ハ」の字状に大きく開いた口縁部をもつもので,胴部に張 りはみられない。12は

復元口径18.4clllで,外面に横または縦方向のハケメ,内面に横 。斜め方向のヘラケズリを有する。13

・ 14は,端部に面をもつもので,復元口径は順に25。 4cal,25,9calで ある。調整は,共に外面が縦方

向のヘラケズリ,内面が横方向のヘラケズリである。

15～ 17は ,外反する口縁をもち,肩部もやや張った甕である。復元口径は,15が 15。 3clll,16が 21.0

calで ,調整がわかるものは,体部外面に縦方向のハケメ,同内面に縦・横方向のハケメがある。

18～30は,外反する口縁をもつが,肩部があまり張らないものである。復元口径は,18が 14.6clll,

19が 15.Ocm, 20が16.6cm, 21が17.4cm, 22が 14.5cm, 23が 19,8cln, 24ん ミ17.2cln, 25が 19.2cm, 26んミ18。 3

cln,27が 18,7clll,28が 17.Oclll,29が 13.4cHl,30が25,3cllである。調整がわかるものは,体部外面に

縦または斜め方向のハケメ,同内面に縦・横または斜め方向のヘラケズリが施されており,25には

口縁内面にも横方向のハケメがみられる。

以上の遺物の時期については,詳細は不明であるが,古墳時代後期に属するものと思われる。
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挿図番号 出土地点 器  笹

法 量 (cll)

形 態 の 特 色 手 法 の 特 色 胎  土 焼 成 色  調口径
器 高

22-1 (外 )(内 )ナ デ 密 普通 灰 白色

22-2 密
や
こ

や
不 灰 白色

22-3 碍醐 籍藉 奏い&曇営翌チ短ヽ ;、

水平にのび (外 )口 縁部 :回転ナデ。底部 :回転ヘラケズ リ
(内 )回転ナデ

の石英を含 不良 灰 自色

22-4 1号
住居跡

土師器
邦

152 威部は平底で,体部は外上方へ向
けて外傾 して立ち上がる t待 ;目矮離:甕チ票:探載催憲観雰馬走負夢γ努

2～ 4 mII六

の石英を含 良好
黄禍色～
赤禍色

22-5 と号
住居跡

土師器
甕

20 9
口縁部は短 く,「 く」 の宇状に折
れる。胴部はあまり張 らない

のハケメ
(内 )口 縁部 :横 ナデ。顕部以下 :横方向のヘラタ

3 mm大 まで
の長石を含
む

普通 褐 色

22-6 1号
住居跡

上師器
甕 る景譜鍮概差ち貧暴

して立ち上が
部
　
部

朦
　
縁
リ

ロ
　
ロ
ズ

灼
明
ｎ
ケ

芸ナテ。胴部以 ドは風化か者 しく不

横ナデ。胴部以下 :斜 め方向のヘラ
2硼大の石
英を含む

普通 黄褐色

22-7 1号
住居跡

土師器
甕

口縁部は短 く,外傾 し,端部は肥
厚す る。胴部は下位 に向けて広が
る,な で肩。底部は丸底

で
多

ま
を

大
英
む

囲
石
含

４
の
く

良好 茶穏色

22-8 1号
住居跡

土師器
莞

口縁部はわずかに端部が外方へ屈
曲す る。胴部はなで肩

く外,ナ テ
(内 )口 縁部 :ナ デ。胴部以下 :ヘ ラケズリか ? の砂粒を多 良好 淡黄禍色

22-9 1号
住居跡

土師器
甕

口縁部は短 く,外傾 して立ち上が
る。胴部はなで肩。

夕`
必昇脅B欠屏鉛三yよ

慎フア。塚い必ドイよ猥・尉
(内 )早僑蓬4急盟華旨ぁ糞誓写宴(|ケ

調整。胴部
2～ 3画大
の石英を多
く含み粗い

普通 黄禍色

23-10 1号
住居跡

土師器
菱

日縁部は「 く」の字状に短 く外反
して立ち上がる

のハケメ
(内 )口 縁部から頸部上半 :横 ナデ。顕部下半から

肩部上半 :斜 め方向のベラケズリ。以下,横方

長
を

の
英
む

大
石
合

剛
・
量

２
石
少

良好 褐色

23-11 1号
住居跡

上師器
甕

136
口縁部は短 く,外反 して立ち上が
る。肩部はなで肩で底部に至 る。
底部は丸底

(外
'是F癸ケ巣握

部 :棟 ナテ。四部以 ド:種万同

(内 )日 縁部 :横方向のナデ。頸部から胴部上半 :

横方向のヘラケズ リ◇胴部下半から底部 :縦方

3m大の長
石を含む

良好
色
色

褐
禍

黄
笹

淡

一

23-12 C-4区 土師器
莞

192
口縁部は外反気味に立ち上が り,

端部は短 く,外方へ折れる。胴部
は球状に張 る。

グ`
嵩お質琲「 雫響鳥露努喬あ,、岬ユ昔差声

:凝力
(内 )口 縁部から頸部 :横 ナデ。頸部下半以下 :横

3 mDI程 度の
砂粒を含む 良好

，に
色
面
着

褐
外
付

笹
内
煤

26-1 2号
住居跡

弥生甕 t衡;擢房衛お綸ホτ、大ケケ雰覆族方向のヘラミガ 密 良好 灰禍色

26-- 2 2号
住居跡

土師器
琵

立ち上が り,端部は短 く,外方へ (外)(内 )ナ デ調整 の砂粒を合 良好
９
褐

偶
茶

蔭
淡

次
”
待

26-3 2号
住居跡

土師器
養

152 口縁部は短 く,外傾す る (内 )日 縁部 :ナ デ。胴部以下 :横方向のベラケズ の秒粒を含 良好 に煤

26-4 2号
住居跡

土師器
憂

147 日縁部は緩やかに外反 して立ち上
がる。胴部はなで肩

Ψ
学房覆幾寿禽Z負今チ

の後ナテ。胴那以卜:ナ

(内 )口 縁部 :ナデ。胴部以下 :横・斜め方向のヘ
ラケズリ

の砂粒を多
く含み,や 良好 淡黄禍色

30- I 3号
住居跡 籍雅

4
2塁録【佳攣言毯癸李:之 壺?歓

口 かい擦痕残 る。
4画大の石
英含む

良好 青灰色

30-2 (外,不整万同のヘラケスリ
良好 黄禍色

30-3 3号
任 房跡 口縁部は短 く,外反する (内 )ヘ ラケズリ 密 普通 黄禍色

30-4 3号
住居跡

上師器
奄

172 上がる。 口縁部 と体部 との境 には
経やかた舜力よつ^廂訛ι主たで膚

(外 )口 縁部 :横 ナデ。胴部以下 :ヘ ラケズ リ
(内 )日 縁部 :横 ナデ。胴部以下 :ヘ ラケズ リ

密 良好 淡賣禍色

30-5 口縁部は肥厚 し短 く,外反す る 密 良好 黄禍色

30-6 3号
住居跡

土師器
真

口縁部は「 く」の字状に外反する。
胴部は大きく張る 向のハケメ 3画大の砂

粒を含む 普通 黄褐色

30-7 3号
住居跡

土師器
甕

口縁部は短 く,外傾 し,端部はや
や肥厚する。胴部はなで肩

向のハケメ
(内 )日 縁部から頸部にかけて横ナデ。下部に指頭

圧慮^膚記 以下lI継・ 繕方向のベラケズ リ

2 ml大 まで
の砂粒を合
む

良好 淡黄褐色

30-8 上師器 23 6

鶉
部は張 らない。把手は付
花端に向けて反 り上がり,

郡

ｏ
か
歩

豚
る
根
燐

日
が
け
後

密 普通 黄福色

31-9 1号
住居跡

器
付

師
手
憂

上
把 位から下位へのベラケズリの後ナデ

(内 )口 縁部 :横ナデ。胴部 :横方向のヘラケズリ
虐 蔀 ri■ 指 苗 RI痘 パ 癬 ス

3m大の長
石を含む

良好 淡責禍色

31-10 3号
倖 居跡

上 帥 器
神 キ 手捏成形

Z mm六の 紗
対 歩 合 す?

良好 赤褐色

C-7区
1号上坑

土師器
甕

景縁戴写欲層界法手を1請魏な藝
状の張 りをもつ

(外ジロ豚部かう塚部 :僚 ナア。月那以 ド:rfEtt H

のハケ調整
(内 )口 縁部から頸部 :横 ナデ。肩部以下 :縦方向

5 mal大 まで
の石英を多
く含む

普通 黄褐色

39-1 区
区

一

一

弥生
変

口縁部は大きく外反 し,端部は肥
厚 し,面を有する (外 )(内 )横 ナデ

ぐ
石
合

〈
石
多

剛
長
を

ね
の
英
す．

普通 灰褐色

39-2 C-4区
B-5区 弥 生 6 底部はほぼ平坦で,胴部に向けて

大 きく開きながら立 ち上がる i待獲害屎亀轟乙亮鷲方不明
3 ml大 まで
の長石・ 石
英を含む

良好
色

(内 )灰褐

第I章  今佐屋山遺跡

第 3表 弥生土器・須恵器・土師器観察表
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第 I部  各 遺 跡 の調査

挿図番号 出土地点 器 種

法 量 (clal

形 態 の 特 色 手 法 の 特 色 胎  土 焼 成 色  調径
径

口
底 器 高

39-3 B-5区 弥 生 斥愛箕県歴至号至ち、翌
部に向けて(外 )縦方向のヘラミガキ

(内 )ナ デか

ｔ
石
合

〈
石
多

剛
長
を

る
の
英
す。

良好 黄褐色

39-5 C-2区 弥 生
底部はほぼ平坦

…
(外 )縦方向のヘラミガキ 密 良好 暗禍色

39-6 C-3区 須 思器
沫 書 天丼部は平坦 密 良好 暗青灰色

39-7 B-3区 籍訪
体部は内湾 し, 口縁端部に向けて
大きく開きながら立ち上がる (外 )(内 )回転ナデ調整

2唖大の摂
石を含む

良好

人

青

累

暗
魯

狗
色
耐
″

39-8 C-4区 須恵器
甕 きF翼鰍港奪奪赤穫攀塚大きく開(外 )(内 )回転 ナデ調整 密 良好

医色
(内 )青灰

39-9 C-4区 須恵器
養

3
口縁部は「 く」字状に外反して立
ち上がる

夕`

離 せ 鐸 ケ タ 督 啓

に つ げ` に
'口 幣 ア ア 脚 量 。 月

Υ2日簿翌筆回転き璽開蔀響琴彎全冒ケズリの
2枷以下の
砂粒合み ,

密
良好

淡青灰色
～灰白色

39-10 C-3区 紡錘車 3 1 手づ くねで成形後,全面をナデ調整 の砂粒を合 良好 淡黄禍色

39-11 C-4区 紡錘車 手づ くねで成形後,全面をナデ調整 の砂粒を合
,f

良好 淡黄禍色

39-12 B-4区 土師需 18 4 品鍮穏集弓甚く星協吾干
ち上がり, 犠鳳鐸あ9霊∇野爾同のハケメ。脚断 :

(内 )口 縁 部 か ら頸 部 :ナ デ。胴 部 以 下 :横・ 斜 め
ナ 商の ヘ ラケ ズ

"

で
合

ま
を

大
粒

ｍ
砂

２
の
む

良好 黄福色

39-13 C-4区 土師器 25 4 霊聖艦∫舗観恭孫
に屈曲す る

(外 ,H赫 部ばナア。メ ド,蔽・棟 。糾め万回の
ヘラケズ リ調整

(内 )口 縁端部はナデ。以下,横・ 斜め方向のヘラ

で
合

ま

を

大
粒

画
砂

１

の
む

良好 淡黄禍色

39-1電 C-4区 土師器
口縁部は短 く,外反 して立ち上が
り,胴部はあまり張 らない

分
！
Π
肉
聖
；

整

最
縁端部はナデ。以下,横方向のヘラケズリ

で
合

ま
を

大
粒

枷
砂

１
の
む

良好

亦
　
黄

稼
色
淡
魯

翔
褐
耐
想

40-15 B-4区 土師器
甕

口縁部は逆「 ハ」字状に,弧を描
きながら立ち上がる

げ
出房質ヂす

ら駅部上キ :ナ テ。駅郡 ド半 :蔽万

(内 )口 縁部から顕部 :ナ デ。肩部 :横方向のヘ ラ

4嗣大まで
の砂粒を含
む

良好

色
褐

禍
黄

笹
淡

淡

¨
色

40-16 C-4区
P2中

土師器
裏 部猛舜努突層出手考

ち上がり,端
骸

勢島縁梨ケタ
頸部 サ デ。胴部以下 :縦・ 斜め

(内 )口 縁部から頸部 :ナ デ。胴部以下 t lTt・ 斜め
方向のベラケズリ

4嗣大 まで
の砂粒を多
く合む

良好

】
褐
縁
付

個
黄
口
媒

匡
淡

ｏ
に

盛
一
色
部
主

40-17 B-4区 上師器
甕

胴部はなで肩
(外 )風化 してお り不明
(内 )肩部以下,横方向のヘ ラケズ リ

4画大まで
の石英を合 普通 淡黄禍色

40-18 C-4区 土師器
奏

口縁部は短 く,外反する

(1整 H豚 部 :ナ ア 。 塚 部 以 r i rVE力 可の ハ ケ メ調

(内 )口 縁部 :ナデ。頸部以下 :横・斜め方向のヘ

2画大 まで
の砂粒を含
む

良好
螂
一部に煤
付着

40-19 B-2区 土師器
賓

口稼部は筵 く,外又 して豆 ち上が
る。胴部はなで肩で,あ まり張 り

(外,日 縁部 :積ナテ。胴部以 卜:池い ナデ調整 か Y

(内 )口 縁 部 :横 ナデ。 1同 上 半 部 :横方 向 の ヘ ラケ
ズ リ^下 ¥:経 す 向の ヘ ラケ ズ D

の石英を含 良好 淡褐色

40-20 C-3区 土師器
甕

口縁部は外反 して立ち上が り,端
部は短 く,外方へ屈曲す る

(外 ,日 豚 昨 ナテ。 胴部 以 ド :種万 同 の ハ ケ メ

(内 )口 縁 部 :ナ デ。 胴部 以下 :斜 め方 向の ベ ラタ
ズ 1,

2四大 まで
の砂粒 を合 良好 淡黄褐色

40-21 C-4区 土師器
夏

174 口縁部は大きく外反 して立ち上が
る (内 )口 縁部 :ナ デ。胴部以下 :横方向のヘラケズ の砂粒を含 良好 淡黄福色

40-22 C-4区 土師器
憂

口縁部は短 く,外反 して立ち上が
る (内 )口 縁部 :ナ デ。頸部以下 :横・斜め方向のヘ の砂 |

て
多

Ｉ
を 良好 淡黄褐色

40-23 C-6区 土師器
養

198 口縁部は短 く,外反 して立ち上が
る (外 )(内 )ナ デか ? の砂粒を合 良好 淡黄褐色

40-24 C-4区 土師器
甕 是で1笠哲生甘、琢状

に屈曲して,

(外 ,W豚部 :ナ ア。頸部メ ド:ハ ケメか γ
(内 )口 縁部 :ナ デ。顕部以下 :斜 め方向のベラケ

4 dtl六 まで

の砂 粒 を多 良好 暗黄褐色

40-25 C-3区 上師器
甕

192
口縁部は外反 して立ち上がり,端
部はわずかに外傾する。胴部は張
りをもたない

方向のハケメ
(内 )口 縁部から頸部 :横方向のハケメの後ナデ。

4 mm大 まで
の砂粒を合
む

良好 橙禍色

40-26 C-3区 土師器
養

183 口縁部は短 く,外反 して立ち上が
る。

(外 ,日 豚肝 ナテ。胴部以 ド:縦万同のハケメ
(内 )口 縁部 :ナデ。胴部以下 :横・斜め方向のヘ の砂粒を含 良好 淡黄偶色

40-27 C-3区 土師器
甕

口縁部は短 く,外反 して立ち上が
る。

Z mII大 ま で

の砂粒を含 良好 暗黄禍色

40-28 B-3区 上師器
甕

口縁部は短 く,外方へ屈曲する

口
不
ロ

翔
め
め 部から頸部 :ナデ。嗣部以下 :横・斜め

で
合

ま

を
大
粒

ｍ
砂

３
の
む

良好 淡黄福色

41-29 C-2区 土師器
養

口縁部は短 く,外方へ屈曲する

(外 ,口 漂部 :ナ テ。4R部 以 卜:ヘ ラケスリの後 ナ
デ,後縦方向のハケメ

(内 )口 縁部 :ナ デ。頸部以下 :横方向のベラケズ

2枷大以下
の砂粒 を含
み.密

良好 淡黄褐色

41-30 B-4区 土師器
甕

口縁部は短 く,外方へ屈曲する。
胴部はなで肩で,張 りをもたない

向のハケメ
(内 )口 縁部から頸部 :横 ナデ。胴部以下 :横方向

3 mII大 まで
の砂粒を含
み,密

良好 淡橙禍色
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第I章  今佐屋山遺跡

第 3節 I区 の 調 査

1.調査前の状況

Ⅲ区は,小 さな谷川を挟んで,I区の北20mほ どのところに設定 した調査区である。調査前には,

丘陵斜面を「 L」 字状に切削して造成された平坦面が南北に2面営まれているのが観察された。

北側の平坦面は,調査前には長さ19m・ 幅10mと かなり大きいものであった。東寄 りには,径 5

mあ まりのマウンドが南北に2つ並んでいる他,西寄り中央には斜面から突出するように小さな高

まりがみられ,平坦面下の斜面に彩 しい量の鉄滓が散布 していた。このような状況よりして,調査

前より製鉄遺構であることが推定されたが,調査が進むうち,東側の 2つのマウンドが排出された

鉄滓の山,西側の小さな高まりが送風施設などを据えるために設けられたものであり, この間に斜

面に平行になるように大形の製鉄炉が置かれていたことが判明した。

南側の平坦面は,北側のものより1段高い位置にみられたもので,長さ10m・ 幅4mと狭い。製

鉄炉に関連する施設の存在も予想されたが,鉄滓が検出された程度にとどまった。

2.製 鉄 遺 構 (第42～ 48図 )

(1)製鉄炉の地下構造

製鉄炉は,大形の炉床のみをもち,近世炉の小舟に相当するような周囲の防湿施設を全 くもたな

い比較的簡易な地下構造を有するものである。

炉床は,平坦面の西寄 りに主軸を北東―南東方向にとるように設tjら れている。平面形は,北東

側短辺の幅が次第に窄まる舟形を呈しており,長 さ4.8m。 幅1.5m・ 深さ16～29cmで ある。北東側

短辺部分の先端には,径30cm・ 深さ10cllI程度の円形ピットがあり,そ こから続いて幅30cln・ 深さ6

cln程度の浅い濤が認められた。一方,南東側短辺部分は,北東側に比して25cll程度高くなっており,

短辺西隅より斜面に向って弧状を呈する5 cln程の段が検出された。その周囲には,合わせて 3個の

精円形のピットがあり,西より1贋 に長径22cm・ 短径15卿・深さ18cm,長径30clll・ 短径20cHl・ 深さ7

cm,長径24cm。 短径16cm・ 深さ8 cmで ある。両短辺とも火を受けているが,特に南東側は還元状態

になるまで焼けており,鉄滓捨て場が両短辺に対応するように形成されていることを考え合わせる

と,製鉄炉の両小口より鉄滓が排出されていたものと考えられる。

炉床の横断面形は,平坦な底面より外傾 して周壁が立ち上る形を呈 しており,底面は厚さ5～ 15

cllで責禍色粘土が貼られている。内部には,厚さ20～30cmに わたって粉炭が敷き詰められ,そつ上

に厚さ10cln程 度の薄い黒色土層が認められた。また,周壁は赤禍色によく焼ljて おり,西側長辺の

一部は還元状態になっていた。
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第I部  各遺跡の調査

(2)炉床周囲の施設

炉床と西側の丘陵斜面との間では,送風施設に関るとみられる遺構や砂鉄や炭を置いたことが想

定される区画が明らかになった。

送風施設に関る遺構は,炉床西側長辺の中央部に花闘岩の岩盤を削り出して作られているもので,

上端は長辺2.6m。 短辺1.8～2.lmで,不整な長方形を呈 している。遺構の西辺は,高 さ20cHlで 明

瞭に削り出されているが,東辺は緩い傾斜をもって,そのまま緩斜面に続いている。中央には,不

整形なピットが 2個認められ,西より順に径26～ 38clll・ 深さ30cll,径 20～ 30all・ 深さ20calで ある。

丘陵斜面下には,長さ1.4m。 幅0.6m・ 深さ10cHlの 長方形を呈する土坑がある。遺構を縦断する土

層をみると,地山の上に暗灰褐色土層 。黄禍色粘質土層の盛上があり,中央のピットはこれにより

埋められている。土坑は, この盛土によっては埋められておらず,淡黒色土層・暗茶禍色土層が埋

土となっている。

送風施設自体については,その構造は不明であるが,後述するように炉壁に設けられた送風孔よ

りみると扇状に風配 りが行なわれており,遺構の炉床寄 りに近世鋭でいう「つがり台」,その奥に

調 査 前 (E― F断面)

調査後 (G―H断面)

9              19m

第42図 製鉄遺構断面図
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m

第43図 調 査 前 地 形 測 量 図
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第Ⅱ部 各遺跡 の調査

1.黒色土層 (茶禍色土含む)

2.黒 色粉炭層
3.黄撮色粘土層
4.暗茶褐色土層
5.淡 黒色土層 (炭 。地山ブロック含む)

6,黄禍色粘質土層
7.灰褐色砂質土層 (地山ブロック含む)

8.賠灰褐色土層 (炭を合む)

0                2m

第I章  今佐屋山遺跡

第44図 製 鉄 遺 構 実 測 図
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第I部  各遺跡の調査
第I章  今佐屋山遺跡

1.茶褐色土層
2.黒色土層 (ス ラグ・炉壁を多く合む)田田
3.灰色砂質土層
4.暗黄褐色土層
5.赤褐色焼土層
6.黒 色粘質土層
7.黒 色土層 (炭 を多く含む)熙翻
8.灰褐色土層
9.黄褐色土層
10,淡黒褐色土層 (ス ラグを含む)

11.皓灰褐色上層 (ス ラグ・炉壁を含む)

12.暗赤掲色土層 (ス ラグ・炉壁を多く合む)

13.暗灰色砂質土層 (ス ラグを含む)

14.暗茶褐色土層 (スラグ炉壁を含む)

15.淡灰禍色土層 (炭・炉壁を合む)

16.暗茶褐色土層
17.淡黒色土層 (炭・地山ブロンクを合む)

18.黄褐色粘質土層
19.灰掲色砂質土層 (岩盤を一部含む)

20.暗灰褐色土層 (炭 を合む)

21.黒 色粉炭層

A―B断面

第45図 製 鉄 遺 構 土 層 実 測 図
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第I部  各遺跡の調査 第I章  今佐屋山遺跡

第46図 作 業 面 検 出 時 地 形 測 量 図
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第I部  各遺 跡 の調 査 第二章 今佐屋山遺跡

第47図 調 査 後 地 形 測 量 図
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第I章  今佐屋山遺跡

第48図 鉄津捨て場鉄滓サンプル採双位置図

輔が置かれていたことが想定される。

送風施設の周囲では,東側で長さ1.2m。 幅0.6mの 範囲で木庚が認められ,西側の土中からは多

量の砂鉄が検出された。前者は炭置場 。後者は砂鉄置場であったと推定される。また,後者の背後

より平坦面の周縁に沿 うように幅15～20clll,深 さ3～ 9911の濤が設けられている。

(3)鉄滓捨て場

鉄滓捨て場は,製鉄炉の両小口に対応するように,南北に2つのマウンド状の高まりが並んで形

成されている。その厚さは,南側が2.Om。 北側が2.6mも あり,ス ラグや炉壁を多く含んだ黒色土

層や,庚を多く含んだ黒色土層が,ス ラグ・ 炉壁を含んだ暗灰禍色土層または暗赤禍色土層などを

間に挟みながら,互層状に堆積 しているのがよく観察できる。また, これらの操業に際 し形成され

ていったと思われる土層を覆うように,暗黄禍色土層や灰禍色土層など整地するために盛土された

と思われる土層もみられる。操業時に排出された堆積物や整地上層をすべて取 り除き,基盤層を検

出した際の平坦面の広さは,長さ13m・ 幅 6m程度と狭 く,操業と整地を繰 り返 しながら作業面を

次第に広げていった様子が窺われる。

鉄滓捨て場で検出された鉄滓は,すべて砂鉄製鉄滓である。この砂鉄が同種のものであるかどう

か検討するために,上層よりI～ X層 とし鉄滓のサンプルを採取 した (X層については湧水により

暗赤禍色に酸化 していたものであり,分層が不可能なため一括 して扱った)。 その分析の詳細は,

付論に譲るが,I層 。Ⅳ層 。X層および表面採集試料は,チ タンの合有率が高い塩基性砂鉄 (赤 目

砂鉄)であり,他の層位より採取 したものはチタンの合有率が低い酸性砂鉄 (真砂砂鉄)であるこ

とゎミ半J明 した。

この分析結果よりすると,原料として使われていた砂鉄が時期によって代えられ,赤 目砂鉄が使

われたり,真砂砂鉄が使われたりしたことを示すものとみることもできる。 しかし,近世炉の操業

例では,一回の操業であるひとよのうちに,種類の違 う砂鉄を製鉄炉の様子を見ながら用いている

ことも知られており,両方の可能性を指摘するにとどめておきたい。
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第工部 各遺跡 の調査

●)土坑 (第49図 )

作業面下の緩斜面で

は,鉄滓や炉壁を入れ

た土坑 2基が検出され

ている。

1号土坑は,径 1.15

～1.3m・ 深さ25clnで,  一

不整な円形を呈する。

内部には,割 られた鉄

滓や炉壁が円形に並べ

て納められてお り,埋

土は 1層で黒色砂質土

層である。

1.黒色砂質土層 (ス ラグを合む)

2.黒褐色土層 (炭 を合む)

3.灰褐色土層 (炭 を含む)

4.暗灰褐色土層

0         1m

第49図 土坑実測図

2号土坑は,長 径

1.3m・ 短径1.Om・ 深さ25clllで ,不整な楕円形を呈する。内部からは炉壁が検出されており,埋土

は上層より炭を含む黒禍色土層・炭を含む灰褐色土層 。暗灰禍色土層である。

これらの上坑の性格については,不明である。

(5)遺   物

1)土器・木製品 (第50・ 51図 )

鉄津捨て場の下より,土師質土器 1点の他,木製品数十点が検出されている。

土師質土器は,底部の破片で,復元底径8.5cmである。外面には,糸切 り痕が未調整のまま残さ

れており,内面は回転ナデである。胎土は粗 く5 mm大 までの砂粒を含んでおり,焼成は普通,色調

は黄禍色を呈 している。

木製品は,鉄津捨て場付近でみられた湧水によって遺存 し

ていたもので,そ の多 くは板材の小片である。

第51図 1は ,何 らかの道具の柄 と思われるものである。広

葉樹を半我 し,一方の小口を斜めに加工 しており,長 さ 8 clm・

幅3.5蜘 。厚さ2.2ctllで ある。内側には茎を挿入するために幅0.9

cln・ 深 さ0.5cmの濤が亥Jま れてお り, 2枚 を合わせて柄 とし

て使用 していたものと考えられる。

2～ 6は,針葉樹の板材である。 2は,幅 2～ 2.5cln・ 厚
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=~手

3

韓

6

第51図 木 製 品 実 測 図

さ0.5～ l cmで,一面に加工痕が残っている。 3は ,旧状をとどめる辺はないが,幅は最も広いと

ころで 5 cln,厚 さ0.4qllである。4は,幅 1.5c41・ 厚さ0.3cmで,細 く薄い。 5は幅 3～ 3.4clll・ 厚さ0。 4

clllで , 6は幅 2～ 2.2911・ 厚さ0,6cmで ある。

2)炉壁 。鉄滓

鉄滓捨て場では,多量の炉壁 。鉄滓が検出されている。このうち,炉壁 (第52図 1～ 3,第 53図

4～11),流 出滓 (第54図 12・ 14・ 15),炉 内滓 (13)は,製鉄炉の形状や鉄滓排出用の濤・土坑な

どの形状をよくとどめたものである。

炉壁は,いずれも製鉄炉の基部にあたり,送風孔をもつものを取 りあげた。炉壁 1は , 4個 の送

1

練

卸

レ

』
鰯
２
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第I部 各遺跡の調査

風孔が並んでおり,その間隔は左より11.2cll・ 9 clll・ 10.2clllで ある。送風孔は,中央の 2個が完存

し,左は炉内側で径3.4calの 円形,外側は長径9.6cHl・ 短径3.8calの 楕円形,右は炉内側で径3.6clll,

外側で長径6.4cll。 短径4.OcHlの 楕円形を呈している。炉壁に対する送風孔の角度は,ほぼ直交 して

おり,製鉄炉の中心に近いところと考えられるが,上下角は68～ 80° ある。

炉壁 2は ,12clll前後の間隔で 2個の送風孔が並んでおり,完存するものの形状は外側が径3.4cal

の円形,内側は鉄滓によって塞がりかかっている。炉壁に対する送風孔の角度は47° とかなり強い

が、上下角はあまりない。外面には,粘土ブロックを積みあげた痕跡が残っており,19cll程 度の高

さがある。炉壁 3は,径3.8clmの送風孔 1個がみられるもので,炉壁に対する角度は60° である。

炉壁 4は , 3個の送風孔が並ぶもので,その間隔は左より10clll。 10.6clllで ある。送風孔は,中央

の 1個が完存 し,炉内側で径4.2釦の円形,外側は長径 8蜘・短径4.2mの精円形を呈している。炉

壁に対する角度は65° で,上下角は75～ 84° である。炉壁 5は,径 4 clllの送風孔 1個がみられるもの

で,炉壁に対する角度は60～ 65° である。

炉壁 6は ,13.6clnの間隔で 2個の送風孔があり,完存するものは径2.8clllの 円形で炉内側は鉄滓

によって塞がりかかっている。炉壁に対する送風孔の角度は70° で,上下角は73° あり,上から下ヘ

向けて送風管が挿入されていたものと思われる。炉壁 7は ,径 2.6clllの 送風孔が 1個あり,炉壁に

対する角度は60° と大きい。炉壁 8は,径 4 clll程 度の送風孔 1個 が残っており,炉壁に対する角度

はほぼ直交している。炉壁 9は , 2個の送風孔が 9 clllの 間隔で並んでいるもので,炉壁に対する角

度は70～ 80° である。炉壁10は ,径 3.4clll程 の送風孔 1個が残っており,炉壁に対する角度は50° で,

炉内側は鉄滓によって一部が塞がりかかっている。炉壁11は,径 3.2calの 送風孔 1個がみられ,炉

壁に対する角度は,ほぼ直交しており,上下角はあまりない。

なお,炉壁にはいずれも粘土中にスサが混入されている。

12は ,流出滓が土坑状の凹みに留まり固化したものと思われるもので,丸味を帯びた周縁を残 し

ている。欠損 しているため長さは不明であるが,幅32.4cll・ 厚さ11.2calあ り,断面形は底部が丸味

を帯びている。流出滓14・ 15は,鉄滓排出用の濤の形状をとどめたもので,底部は丸味を帯びてお

り,幅は前者が11.4cHl、 後者が12.8cHlで ある。

13は,木炭のかみ込みがみられ炉内滓と思われるもので,平面形は隅丸長方形を呈している。断

面形は隅の丸い逆三角形状を呈 しており,厚 さは1lclllで ある。大きさは,欠損があるため長さは不

明であるが,短辺で幅18蜘・欠失部で幅26calで ある。幅が狭いため, これがそのまま製鉄炉の規模

や形状を示 しているとは思われない。
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第I部  各遺跡 の調査

|

第53図 炉 .壁 実 測 図 2
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第二章 今佐屋山遺跡

第54図 鉄 滓 実 測 図
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第I部  各遺跡 の調査

第 4節 小 結

1.縄文時代の遺構と遺物

0)押型文土器出土遺跡について
(1)

押型文土器を出土 した縄文時代早期の遺跡は,先に行なった集成作業によれば山陰両県で実に53

遺跡にのぼっているが,その多くは大山山麓を中心とした蔦取県に分布 しており,島根県では16遺

跡が確認されているにすぎない。県内における遺跡数は,その後の発掘調査などにより,邑智郡で

若干新たに明らかになったものがあり,19遺跡 (第 4表)と なっているが,今佐屋山遺跡に隣接す

る堀田上遺跡を除けば,断片的な資料が紹介された程度にとどまっており,遺跡の実態はまだよく

わかっていないのが現状である。分布状況は,中国山地が中心で, 日本海沿岸部では浜田市日脚遺

第 4表 島根県における押型文土器出土遺跡一覧表

No 遺 跡 名 所 在 文 様 の 種 類

時 期

備  考宮
期

神
寺 黄島期

山
期

高
寺

穂谷期
手向山期

1 今佐屋山遺跡 邑智郡瑞穂町市木 小形楕円文、格子目文、条痕

文、大形精円文、縄文

○ ○ ○

堀 田上 遺 跡 邑智郡瑞穂町市木 ネガティブ楕円文、山形文、

小型楕円文、格子目文、刺突

文、大形楕円克 条痕克 無文

○ ○ ○ 註(1)

横 道 遺 跡 邑智郡瑞穂町原村 小形楕円文、山形文、格子目

文、大形楕円文、縄文、条痕文

○ ○ 註(4)

4 長尾 原 遺 跡 邑智郡瑞穂町下亀谷 大形楕円文 ○ 註(5)

川 ノ免遺跡 邑智郡瑞穂町山田 小形楕円文、大形山形文 ○ ○ 註(6)

牛塚原遺跡 邑智郡瑞穂町上亀谷 大形精円文 ○ 註(6)

7 郷 上 遺 跡 邑智郡大和村都賀行 小形精円文、山形文、縄文 ○ 註(7)

おそごし遺跡 邑智郡石見町中野 大形楕円文、粗大精円文 O 訳 8)

九郎原 I遺跡 鹿足郡六日市町蔵木 山形文、小形精円文 ○ 訳 9)

山 崎 遺 跡 鹿足郡津和野町中座 山形文、精円文、撚糸文 ○ ○ 註10

高 口 遺 跡 鹿足郡津和野町高峯 小形楕円文、無文、条痕文 ○ 註llll

日 脚 遺 跡 浜田市日脚町 山形文、菱形文 ○ 註(D

保 賀 遺 跡 飯石郡赤来町保資 小形楕円文 ○ 註QD

小万歳遺跡 仁多郡横田町竹崎 小形清円文 ○ 言ヨ&31

ヒエケ谷遺跡 仁多郡横田町中村 小形精円文 ○ 言ヨ社31

半 田 遺 跡 仁多郡横田町中村 大形楕円文 ○ 言ヨ伍31

下大仙子遺跡 仁多郡横田町中村 大形楕円文 ○ 註 l141

国 竹 遺 跡 仁多郡横田町稲原 山形文、小形楕円文、条痕文、

縄文、無文

○ 三主l151

菅 沢 遺 跡 能義郡広瀬町菅原 山形文、格子目文、大形精円

文、無文、条痕文

○ ○ ○ 註(3)
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跡が明らかになっているにすぎず,山間部では邑智郡瑞穂町及び仁多郡横田町で確認 されている遺

跡が多い。

遺跡の時期は,縄文時代早期中葉の神官寺式併行期のものが,現在のところ最 も古 く, これに後

続する黄島式併行・高山寺式併行・穂谷式併行のものも確認されているが,明 らかになっている遺

跡の数は,黄島式併行・ 高山寺式併行のものが多い。 このうち,神官寺式併行期に位置づけられる

「山形文十格子 目文」の文様がつけられた押型文土器は,今佐屋山遺跡 。堀田上遺跡で比較的良好

な資料が得 られており, この他では広瀬町菅沢遺跡で僅かながら出土 している。

(2)集石遺構について

縄文時代の遺構は,上層の古墳時代後期の遺構面を保存することになったため,部分的な発掘調

査にとどめており,その実態は不明な点が多い。検出された遺構には, 2基の集石遺構をはじめ,

ピットなどがあるが,住居跡については明確になっていない。

集石遺構には,土坑を設けたもの (1号)と 自然石の露頭付近に設けられたもの (2号)が ある

が,いずれも赤 く焼けた焼石が用いられてお り,集石炉であったと考えられる。集石炉には,地炉

として蒸 し焼 きや石焼料理を行 うものと,容器に焼石を投入 して煮炊きを行 うものなどがあると一

般的に考えられているが,今佐屋山遺跡で検出された集石炉は前者のような方法で使用 されたもの

と思われる。時期は, 1号集石遺構については不明であるが, 2号集石遺構からは神官寺式併行 と

みられる押型文土器が出上 してお り,縄文時代早期中葉に位置づけられる。

こうした遺構は,県内でも僅かながら確認されてお り, 日脚遺跡・菅沢遺跡などをあげることが

できるが,時期は,前者が縄文時代早期末葉で,後者は明らかになっていない。

(3)縄文土器について

縄文土器には,押型文土器をは じめ,表裏縄文土器・条痕文土器などがある。いずれも小片で出

土層位によって, これらを分けることはできなかったが,押型文土器は,そ の文様の特色により,

さらに細分できることから,か なりの時期幅があることが窺える。 したがって, ここでは文様及び

調整などに同様な特徴をもつものをまとめて 6つの類型を設定 し,他地域での編年 も考え合わせな

がら,位置づけを行ってみたい。

I類 (第10図 1～ 5)口 縁に平行 して周期の長い山形文,そ の下にネガティブな部分が矩形ま

たは平行四辺形を呈する格子 目文が, 口縁に対 し斜行 してつけられているものである。押型文の原

体は,山形文が 3+α 条 3単位で,直径は0.76cln,格子 目文は 3単位,直径0。 69clnの ものが使用さ

れていることが想定できる。

こうした文様構成をとるものは,山陰では堀田上遺跡をはじめ,鳥取県濤口町長山馬籠遺跡・ 岸

(17)         (18)                                          おおこ

本町北田山遺跡・ 同林 ヶ原遺跡などで出上 してお り,押型文土器の中では最古とされる大川式に後
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第 5表 押型文土器施文原体一覧表

No 文  様 条 数 単位 数 鵬⑤
長

ｏ
周
Ｑ

径
ｏ

直
砲 類 型

1-5
山 形  文

格 子 目 文

3+α 3

3

一
　

一

2.4

2.1

0。 76

0.69

I

I

小形楕 円文 0.64

小形精 円文

出する神官寺式に位置づけられものと考えられている。また, この種の上器にみられる格子 目文に

は,ネ ガティブになる部分の形状が精円形を呈するものと,平行四辺形を呈するものがあり,久保

穣二郎氏によれば,型式学的には後者が後出するとされていることから,堀田上遺跡 I類土器など

よりは新 しい段階に位置づけることも可能と思われる。

■類 (第 10図 7～第11図24)外面には小形楕円文・ 口縁内面には平行短線が施されているもの

で,器形を窺うことのできる資料では, 口縁部はやや外反 している。精円文の大きさは,長径 7～ 10

mm・ 短径 5～ 8 mlnで ,文様は原体を縦または横方向に回転することによって施される。原体は,不

明な点が多いが, 2単位で直径0.6～ 0.64clllの ものが用いられていることが想定できる。

内外面の文様構成や橋円文の大きさよりみると, これらの土器は責島式併行に位置づけられるも

のと考えられる。責島式土器は,広島県東城町帝釈峡馬渡岩陰遺跡第 3層では,その出土層位によ

り細分が行われており,第 3層下層の楕円文・山形文両種を含み,楕円文の大きさが 5 mm以 下のも

のから,上層の楕円文を中心とし,大きさが 7～ 10mmで , 口縁内面の平行短線も太 く浅いものへ推

移することが明らかにされている。今佐屋山遺跡 I類の資料は,精円文が中心で山形文がほとんど

みられないことや,精円文の大きさ,平行短線の形状などから,帝釈馬渡岩陰遺跡第 3層上層に近

い特色を備えており,黄島式でも新段階のものと考えられる。

Ⅲ類 (第 11図25～第12図31)外面には大形精円文,口 縁内面には太 く断面が浅い半円形を呈す

る斜行沈線が施されているものである。楕円文の大きさは,長径11～ 12onl・ 短径 8 mmで ,横または

縦方向に原体を回転することで施文されているものとみられる。斜行沈線の幅は, 7～10mmである。

これらの上器は,楕円文の大きさや斜行沈線の形状より高山寺式併行に位置づけられるものと考

えられる。高山寺式上器は,近年,和田秀寿氏や関野哲夫氏などによって細分が試みられており,

両氏の示された斜行沈線の断面形や,文様構成などといった指標からみると,高山寺式上器を 3段

階に分けた場合の最も古い段階に比定できると思われる。この段階の土器は,資料的にはあまり多

くないようであるが,堀田上遺跡Ⅳ類をはじめ,帝釈峡観音洞遺跡第19層上層,蔦取県米子市上福

万遺跡出土の高山寺式土器のうち古段階に位置づけられるものをあげることができる。
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第 6表 縄文時代早期中葉～後葉土器対照表

今佐屋山遺跡 堀田上遺跡 帝釈峡遺跡群 近畿地方

大川

I類 神宮寺

I類 観音堂第19層 下層

Ⅲ類

葛籠尾崎Ⅲ類

Ⅲ類

Ⅲ類 Ⅳ類 観音堂第19層 上層

高山寺

Ⅳ類

穂谷

V類・ Ⅵ類 寄倉第11層

Ⅳ類 (第12図 32・ 33)外面には粗大な精円文, 口縁内面には短 く幅が広い斜行沈線が施されて

いるものである。精円文の大きさは,長径19～20mm・ 短径14mmと 大きく,斜行沈線は幅17mml前後 も

ある。口縁は,外反 しており,器壁は比較的厚い。

こうした特色を備えた土器は,高山寺式土器の範疇で捉え得 るものと思われる。 しかし,楕円文

が粗大であることや, 口縁に沿って短 く斜行沈線が施されていることから, この種のものの中でも

新 しい要素を備えており,高山寺式を 3段階に区分すれば,最 も新 しい時期に位置づけられるもの

と考えられると同様な土器は,上福万遺跡で良好な資料が検出されてる。

V類 (第 13図36～40),Ⅵ類 (第 13図41～第14図45)V類 は内外面に縄文,ま たは外面に縄文 ,

内面に条痕・ ナデを施 したもので,胎土中に繊維を含んだものがある。Ⅵ類は内外面に条痕を施 し

たもので,胎土中に繊維を含むものがある。

これらの土器は,胎土中に繊維を含むものがみられることや,内外面に縄文または条痕がみられ

るといった特色から,押型文土器に後出し,縄文時代早期末～前期初頭のに位置づけられる「繊維

文土器群」に含めてよいものと思われる。この種の土器については,河瀬正利氏によって 3群に分

類されているが, V類・ Ⅵ類の器壁が薄 く,縄文 と条痕文がともにみられ,繊維の量は比較的少な

いという特色よりすれば,氏の繊維文Ⅲ類に含まれ,前期初頭に位置づけられるものと考えられる。

ただ し,Ⅵ類の うち他のものより器壁が厚 く,粗い条痕が施 されている第13図44は,繊維文Ⅲ類 と

みてもよいものと思われ,他の上器より先行する可能性がある。

この種の上器は,山陰では大社町菱根遺跡などで早 くから注 目されてお り,近年,石見地域でも

(26)

浜田市 日脚遺跡・瑞穂町郷路橋遺跡で検出されている。
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●)石器について

石器としては,石鏃・尖頭器・楔形石器・ スクレイパーなどの象J片石器と,磨石・敲石などの礫

石器がある。その大半は,前述 した縄文時代早期から前期初頭の押型文土器・繊維文土器に伴うも

のとみられるが,時期幅がかなりあり,出土層位によってもこれらを分けることができなかったの

で,細かい時期の判別は困難な点が多い。 しかし,第 15図 20の尖頭器や同図21の ナイフ形石器状の

ものは,他の石器に先行するものと思われ,特に後者は旧石器時代に遡る可能性があり,注 目され

る遺物である。旧石器時代の遺物は,周辺では堀田上遺跡でナイフ形石器・ 台形様石器,切 り出し
(27)

状石器,ス クレイパーなどが検出されているのをはじめ,瑞穂町荒槙遺跡で尖頭器状石器と削器,

同横道遺跡で石核 。象J片,石見町 ドンデ遺跡で尖頭器が確認されており,様相は徐々に明らかにな

りつつある。

石鏃は,いずれも凹基無茎式に含まれるものであるが,第15図 1～ 11の ように袂 りの浅いものと

同図12～ 17の ように快 りの深いものに大別される。石鏃の形態変化は,堀田上遺跡の報告書の中で

述べられているように,袂 りの浅い凹基無茎式 1・ 2類や平基無茎式が等量認められる神宮寺式段

階のものから,扶 りの深い凹基無茎式 3・ 4類を中心とする黄島式段階のものを経て,袂 りが浅い

凹基無茎式 1・ 2類 と袂 りが深 く三角形状を呈する3類を中心とする高山寺式段階のものへ推移す

ることが明らかにされており, こうした変化に対応 しているものと思われる。

剣片石器の石材は,安山岩で作られたものがほとんどであるが,石鏃の中には黒曜石で作られた

ものも僅かに認められ,高科哲男・東村武信両氏の産地分析によれば隠岐島久見産のものであると

いう。安山岩は, 自然科学的な分析を行っていないので産地は明らかではないが,肉眼観察による

かぎり広島県冠山地域産のものと推定される。

映石器は,花嗣岩及び閃緑岩系の河原石を転用 した磨石・敲石類が検出されているのみで石斧な

どは確認されていない。縄文時代の遺構面は部分的な調査にとどめているので,必ず しも遺跡の実

態を反映 しているとは言えないが,同地域内にある堀田上遺跡や郷路橋遺跡でも,早期には石斧が

認められず,石鏃・ スクレイパー・楔形石器などの象J片石器に,磨石・敲石が伴うという石器組成

がみられ,地域的な特徴として考えることができる。

2.製鉄関係の遺構 と遺物

(1)集落跡について

I区で検出された集落跡は,丘陵斜面裾部の平坦面に位置 し,竪穴住居跡 3棟 と製鉄遺構 1基よ

りなる小規模なものである。遺構の配置状況は,正方形プランを呈 し4本柱をもつ 2号竪穴住居跡

を中心に,長方形プランで 2本柱をもつ 1号竪穴住居跡と3号竪穴住居跡が東西に配されており,
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1号住居跡の南側斜面に製鉄遺構が営まれている。また,各住居跡の主軸は, 2号住居跡と3号住

居跡が南東―北西方向, 1号住居跡が南西―北東方向と前者に直交するように置かれており, 3棟

の住居跡が比較的整然と配置されている。
(32)               (33)          (34)

時期は, 1号住居跡と3号住居跡で,山本編年Ⅲ期,陶邑編年TK43型式・ Ⅲ型式 4段階に比定

される須恵器が出上 していることから,古墳時代後期後半に営まれたとみられ, 2号住居跡も,住

居跡の配置状況よりみて同時期のものと考えられる。集落の存続期間は,検出された土器に型式差

があまりないことから,比較的短かったと思われる。

これらの住居跡には,いずれも作 り付けのカマ ドが長辺の谷側に設けられている。作 り付けの力

マ ドが付設された住居跡の調査例は,近年,石見地方の山間部を中心に増加しており,瑞穂町長尾

原遺跡・川ノ免遺跡・野田西遺跡・川本町キタバタケ遺跡1大和村郷上遺跡1旭町重富遺跡・匹見

町長グロ遺跡1頓原町森遺跡など,古墳時代後期から奈良時代の集落跡で確認されている。

また, この集落跡は製鉄遺構を伴なっていることが非常に注目される。特に, 1号住居跡では,

金属鉄を多く含んだ炉底滓や炉壁が検出されており,製鉄遺構より鉄素材として住居跡の内部に持

込まれていた可能性もあることから,鉄生産に直接関わった人々の集落跡であったことが想定され

る。製鉄遺構とこれに伴 う集落跡が検出された例は,西 日本ではあまり知られていないが,東 日本

ではかなり明らかになっており,千葉県柏市花前遺跡・成田市取香遺跡・流山市富士見台第I遺跡

C地点など, 8世紀代のものを中心に工人集落と製鉄炉及び炭窯跡群などの遺構がセットで検出さ

れた遺跡が報告されている。

(2)製鉄遺構 (I区)について

I区の集落跡に伴って検出された製鉄遺構は,丘陵斜面を断面「 L」 字形に造成 した小規模な平

坦面に営まれたものである。製鉄炉は,斜面に対し平行に置かれた箱形炉とみられ,地下構造は浅

い濤状の炉床を有するだけの簡易なものである。炉床部の東側には,流出滓を排出するために設け

られたとみられる土坑が連接 しており,排滓は製鉄炉の片側より行なわれたと思われる。鉄滓捨て

場より検出された鉄滓の量は少なく,遺構の規模などからみても操業は短期間で,小規模なもので

あったと考えられる。

製鉄炉の規模や形状は,炉内滓より推定することができる。炉内滓は,長さ46.5cln・ 幅45calを測

るが,短辺の一方に凸状に突出した部分があり,排滓用の孔の形状を残 したものとみられる。 した

がって,炉内滓に残された 2つの隅部をもとに内法を復元すると,長さ38cla・ 幅45clllと なり,隅部

の丸い横長長方形プランを呈 していたことが想定される。炉壁の厚さは,現在残る最も厚いもので

5帥であるが,操業によって薄 くなっていると考えられるので,築炉時に仮に10clllの 厚さがあった

とすれば,外法は長さ58cln。 幅64clllに復元される。排滓用の孔の幅は,現状で22cHlで あるが, これ
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も操業によって大きくなっているので
,

築炉時には現状より幅の狭いものであっ

たと思われる。

製鉄作業に使用 された原鉱は,低チ

タン含有の酸性砂鉄で,粒子の角がと

れて丸味を帯びた形状を示 していたこ

とから,川砂鉄であることが判明した。

今佐屋山遺跡が存在する瑞穂町市木地

区は,砂鉄を含む花闇岩質岩石が広 く

みられ,容易に砂鉄を採取することが

できる地域であることから,付近の川

で採取 した砂鉄を用いたものと思われ

る。

製鉄遺構の時期については,土器が

出土 していないため,直接 これを窺 う

ことはできない。 しか し,先述 したよ

うに, 1号住居跡でこの製鉄遺構に伴

0         20cm

第55図 製鉄炉 (I区 )復元模式図

う炉底滓や炉壁などが検出されており,両者は同時期に営まれたものであることが想定される。 1

号住居跡の時期は,山本編年Ⅲ期・陶邑編年TK43型式に比定されることから,製鉄遺構の時期も

ほぼこの頃とみられる。

一方, 自然科学的な方法による年代測定の結果によれば,考古地磁気法で,製鉄炉下部構造が

A.D.650± 40, 1号住居跡がA.D.620±30,14c年 代測定法によれば,製鉄遺構出上の木灰で

A.D.620± 75と いう年代が示されている。共に, 7世紀前半を中心とする結果が出ており,須恵

器の年代観とはやや飢婦が生 じているが,製鉄炉と1号住居跡でほぼ同じ年代が測定されているこ

とから,両者が同時期に集落を構成 していたことは,誤 りがないものと思われる。

日本国内における鉄生産は, 5世紀後半頃から北部九州など一部の地域で開始され, 6世紀後半

には盛行期を迎えたとされている。しかし,製鉄炉が確認された例は, 6世紀後半から7世紀にか

けてのものが,現在のところ最も年代が遡る例であり,広島県世羅町カナクロ谷遺跡,庄原市戸の

丸山製鉄遺跡,岡山県久米町大蔵池南製鉄遺跡,津山市緑山遺跡,総社市沖田奥製鉄遺跡 。同藤原

製鉄遺跡 。同古池奥製鉄遺跡・同大ノ奥製鉄遺跡・同板井砂奥製鉄遺跡,同千引かなくろ谷遺跡な

どがあげられる。これらは,いずれも長方形または隅丸長方形の箱形炉と考えられているが,規模
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は推定の域を出ないものが多 く,戸の丸山製鉄遺跡が70cm× 50clll,大蔵池南製鉄遺跡が 6基の平均

で123.6clll× 65cln,緑山遺跡で 1号炉90cm× 60帥・ 2号炉90cm× 70cln,沖田奥製鉄遺跡から板井奥

製鉄遺跡までの53基の平均で76cll× 71cmと想定されている。 このうち,炉内残留津が検出されてい

るものでは,戸の丸山遺跡で直径36cmの 円形状のものに 3～ 4 cm程 度の間隔で排滓用の孔が両端に

2個ずつ設けられていたような形状を示すものが出土 している他,大ノ奥 6号炉や板井砂奥 5号炉

で50cm× 40側 ほどの円盤状のものが報告されている。製鉄炉周囲の構造では,原状をよくとどめる

ものは,そ の両短辺に排滓用の濤を設けているものがほとんどで,炉の下部構造である炉床は長方

形または正方形にしっかり掘 り込まれたものが多い。

これ らの製鉄炉は,長 さ70～ 123.6cHl・ 幅50～ 71cmと ,今佐屋山遺跡 I区のものに比較すれば ,

規模の大きいものが多いが,戸の丸山製鉄遺跡の直径36cmの炉内滓が炉の形状を示 しているとすれ

ば,内法で長 さ38cm。 幅45cmに復元される今佐屋山例に似たものとみることができる。形状は河瀬

正利氏によれば1古墳時代の製鉄炉は長さと幅の比が 1対 1に近いものが多く,平面形が,楕円形・

円形・方形を呈することが指摘されており,今佐屋山例もこうした傾向に合致している。しかし,

製鉄炉からの排滓方法は,今佐屋山例では片側より1つの孔で行なわれたとみられるのに対 し,戸

の丸山例では両側より各々 2つ の孔で行なわれており,ま た,他の例も排滓用の濤状遺構が両端に

設けられていることが多いなど,両側より鉄滓が排出されていたと考えられる点で異なっている。

また,ひとつの遺跡,作業面における製鉄炉の数は,岡山県の例で極だって多く,大蔵池南製鉄

遺跡 7基,緑山遺跡 2基,沖田奥製鉄遺跡西斜面 3基・同東斜面 6基,藤原製鉄遺跡 3基,古池奥

製鉄遺跡 2基,大 ノ奥製鉄遺跡第 1作業場 8基 。同第 2作業場 2基・同第 3作業場 3基 。同第4作

業場10基,板井砂奥製鉄遺跡第 1作業場 3基・同第 2作業場 2基・同第 3作業場 5基,千引かなく

ろ谷遺跡 4基などで,一時期の操業ではないにしても,かなり大がかりな鉄生産が行なわれていた

ことが窺える。これに対 し,今佐屋山遺跡I区の製鉄炉は, 3軒ほどの小集落のす ぐ背後に 1基が

営まれ,操業も短期間であったとみられることから,一古代家族の自給的な小規模生産であったと

も考えられ,岡山県下における貢納を主体とした大規模生産とは対照的であるとこうした鉄生産の

あり方は,裏返 して言えば,古墳時代後期には石見山間部の各地域でも広範に鉄生産が行なわれて

いたことを示 しており, この頃から盛んに築造され始める後期古墳の背景には,農業生産とともに

鉄生産の開始 。発展が関わっているものと考えられる。

(3)製鉄遺構 (Ⅲ 区)について

Ⅱ区で検出された製鉄遺構は,I区 と同様に丘陵斜面を断面「 L」 字形に造成 して設けた平坦面

に営まれているが,その規模はかなり大形である。製鉄炉は,斜面に対 し平行に置かれた箱形炉と

みられ,地下構造は長さ4.8m・ 幅1.5m。 深さ16～29cmと大形ではあるが浅い炉床をもつのみで,
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0                   1m

第56図 製鉄炉 (Ⅱ 区)復元模式図

近世餌でいう「小舟」に相当するような施設などは有 していない。鉄津捨て場は,製鉄炉の両短辺

に対応するように形成されていることから,排滓は両側から行なわれたものと思われ,その彩しい

量よりみて,大規模な操業が長期間にわたって行なわれていたと考えられる。

製鉄炉の規模形状は推定の域をでないが,炉壁や炉底滓などの特徴より,あ る程度復元すること

が可能である。まず,炉壁。炉底滓の観察より得られた事実は,①遺存する炉壁で最も厚いもの

は13帥,②送風孔の炉壁に対する最大角度は48°,③送風孔の直径は4帥,④送風孔の間隔の平

均は11側,⑤炉内の形状は短辺側が狭くなっているということである。また,製鉄炉の復元に際

し,遺構・遺物の状況を加味しながら設定した条件は,①炉壁内壁と角度のついた送風管の集ま

る点の距離はlm,②炉壁の厚さ15cHl,③ 炉の内法幅は40cHlと した点である。以上の条件をもと

にして復元した製鉄炉の復元案が第56図 で,外法は長さ2.25cln・ 幅0.7m,送風孔の数は片側11個

となる。炉の規模よりみて送風は両側より行なわれていたとみられるが,扇状に風配 りが行なわれ

ていることから,従来「輔座」と呼ばれていた部分の製鉄炉寄 りに「つがり台」的な施設があり,

その奥に続が置かれていたことが想定される。この場合,丘陵斜面下にある土坑が輔の据付けに関

わる遺構であるとみることもできる。

製鉄作業に使用された原鉱は,砂鉄であるが,鉄滓捨て場で層位的に取 り上げた鉄滓の分析によ

れば,低チタン含有の酸性砂鉄すなわち真砂砂鉄と,高チタン含有の塩基性砂鉄の両者が存在する

ことが確認された。この結果よりすれば,原料として使われた砂鉄の種類が操業の時期によって異

なっていたという見方と,近世餌の録押 し汝にみられるように,製錬初期に還元 し易い塩基性砂鉄

用い, しだいに還元の難 しい酸性砂鉄へと切 り替えていくという技法が存在 したという見方の両方
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ができる。付論で詳 しく述べられているように,製錬滓中のTio2は 3%～24%と かなりばらつきが

あり,後者であるとすれば数値が開きすぎていると考えられるが,分析点数が少ないこともあり,

ここでは両者の可能性を指摘することでとどめたい。

製鉄遺構の時期については,鉄滓捨て場の最下層より糸切 り底の土師質土器杯 1点が検出されて

いるが,明確な位置づけをすることはできない。一方, 自然科学的な方法による年代測定によれば,

考古地磁気法でA.D.1120± 40,熱 ルミネッセンス年代測定法ではA.D.896年 ,14c年代測定法で

はA.D.1130± 75と いう年代が得られている。熱ルミネッセンス法の年代は 9世紀末と古 くなって

いるが,考古地磁気法及び
14c年

代測定法では12世紀前半を中心とする時期で一致 しており, この

頃を中心に操業が行なわれていたとみることも可能であるう。

古代末から中世にかけてり製鉄炉は,類例はさほど多くないが,県内では瑞穂町中ノ原遺跡 。同

下稲迫遺跡・ 同清造山遺跡,横田町隠地遺跡 2・ 3号炉・ 同かなやざこ遺跡 。同鑓免大池遺跡,玉

湯町高畦谷遺跡などがあげられる他,広島県豊平町大矢遺跡・同矢栗遺跡1東広島市石神遺跡1蔦

取県関金町大河原遺跡などが知られている。これらの製鉄炉の地下構造は,今佐屋山遺跡I区の製

鉄炉のように炉床のみもつもの (中 ノ原遺跡 。かなやざこ遺跡・鑓免大池遺跡 。高畦谷遺跡 。大河

原遺跡)と ,炉床の両側に小舟状の濤状遺構をもつもの (下稲迫遺跡 。清造山遺跡・隠地遺跡 。大

矢遺跡・矢栗遺跡・石神遺跡)に大別される。一方,炉床の規模は中ノ原遺跡で長さ4.5m・ 幅0.98

m。 深さ0.37m,高畦谷遺跡で長さ4.3m・ 幅1.35m・ 深さ0。 7m,大矢遺跡で長さ3.4m・ 幅1.2m・

深さ0.5mな ど,いずれとも前代のものに比較すると,か なり大形化 しており,古代末に製鉄技術

の上で大きな発展があったことが窺える。炉床のみのものと,炉床の両側に小舟状の濤状遺構をも

つものの関係については,後者を近世の高殿夕の床釣 り構造の初源的なものとして捉えれば,前者

→ 後者のという技術的な発展を考えることもできる。 しかし,大矢遺跡で11世紀という年代が得

られていることからすれば両者は併存 し,次第に後者でも整備されたものへと変 りながら,近世の

高殿炉へ発展 して行 くという図式を考えることもできる。近年,中国山地の各地域では, この時期

の製鉄遺跡の発掘調査が相次いでおり,資料も増加 しつつあるので,地下構造の変遷については今

後の課題としておきたい。 (角 田徳幸)
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第 7表 山陰における古代・中世の製鉄関連遺跡

名  称 所  在  地 概 要 時  期 備 考

古浦 砂 丘 遺 跡 島根県八東郡鹿島町
鍛治炉 ?鉄滓・砥石・輔羽口
鹿角製刀子

(4世紀～ 5世紀 ) 言と(67)

岩 吉 遺 跡 蔦取県鳥取市 鍛冶滓・羽口 5世紀後半 註 (68)

上 ミツエ遺 跡 鳥取県岩美郡岩美町 小鍛冶・ フイゴ羽口
5世紀後半～ 6世
紀前半

こと(69)

源 平 山 古 墳 鳥取県西伯郡大山町 箱式石棺・鉄滓 6世紀代 註 (70)

今佐 屋 山遺 跡
I 区

島根県邑智郡瑞穂町
砂鉄製錬炉 (内法45× 38cm)小鉄
塊 。鉄滓・砂鉄

6世紀後半

長 尾 原 遺 跡 島根県邑智郡瑞穂町
鍛錬鍛冶炉 (円形,直径70cm,

高さ14clll)鉄 滓・ 須恵器
古墳時代後期 註(5)

史跡出雲玉作跡
宮 垣 地 区

島根県邑智那瑞穂町 鍛錬鍛冶滓 (6世紀前半) 註 (71)

兇 夢 鮎 雲 土 rF朋
玉 ノ 宮 地 区
n― T Bt 占

島根県八東郡玉湯町
製錬炉(長さ80cm・ 幅40cln)鉄滓・

炉壁
(7世紀) 註 (61)

跡
区
点

聯
地
地

雲
宮
Ｉ

卿ノ
一

兜
玉
Ｄ

島根県八東郡玉湯町
段 環 炉 1基

繕桑姜全裂:宰 驀常澱ぁ!み、(7世紀 ) 註 (72)

白 石 迫 古 墳 島根県仁多郡横田町 横穴式石室 鉄滓 註 (73)

尚 lA題 卵
Ⅳ 区 4号 横 穴
Ⅳじこ5堤錦驚太′まか

島根県安来市 砂鉄製錬滓 7世紀後半 註 (74)

狐 廻 遺 跡 島根県八東郡玉湯町 炉底滓
(6世紀後半～ 7

世紀 )
註 (71)

生 山大 池 遺 跡 鳥取県鳥取市 横口式木戊窯 2基 (7世紀 ) 註 (71)

新 山 山 田遺 跡 鳥取県米子市
精錬鍛冶炉,鉄鋤・鉄滓・須恵
器

7世紀後半 註 (75)

上 寺 谷 領 跡 鳥取県西伯郡名和町 製錬炉 (炉床0,9× 0.5m)鉄滓
古墳時代～奈良時
代

註と(76)

島 田 南 遺 跡 島根県安来市
砂鉄製錬滓・精錬鍛冶滓・ 小鉄
塊

8世紀半ば 註 (77)

大 途 遺 跡 島根県益田市 鍛冶炉・ 羽口 9世紀 =主 (78)

砂 子 谷 遺 跡 島根県八東郡玉湯町 製顔炉・鉄淳 (9～ 11世紀) 註 (71)

下楚利 鍛 冶 跡 鳥取県西伯郡淀江町
鍛冶炉 ?(土坑径 lm,深 さ40
cln)輔羽口・ 石帯

奈良時代～平安時
代

言主(79)

下 山南通 遺 跡 鳥取県 日野郡濤口町
鉄滓を治めた須恵器,砂鉄製錬
滓

9世紀後半～10世

紀初頭
言と(80)

モ ク ロ ウ ジ蛤
炉 跡

鳥取県西伯郡西伯町 製錬炉 (炉床2.0× 1.5m),鉄滓 古代末～中世 註 (76)

高 畦 谷 遺 跡 島根県八東郡玉楊町 擦管発盃毎
頓床4.3× 1.35m,

鉄 淳・ 炉 壁
12世紀 註 (61)

今佐 屋 山遺 跡
I 区

島根県邑智郡瑞穂町
砂鉄製錬炉 (炉床4.8× 1.5m,
深さ30cln)鉄塊,鉄滓,砂鉄

12世紀

中 ノ 原 遺 跡 島根県邑智郡瑞穂町
砂鉄製錬炉 (炉床4.5× 0。 98m,
深さ37cnl)

12世紀 註 (55)
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名 称 所  在  地 概 要 時  期 備 考

清造山製鉄遺跡 島根県邑智郡瑞穂町
製錬炉 本床状遺構・ 小舟状遺

構,輔座・ 砂鉄置場
註 (57)

下稲迫製鉄遺跡 島根県邑智郡瑞穂町
製錬炉 本床状遺構・小舟状遺

構,輪座
註 (56)

座王 7号墳付近 島根県能義郡伯太町 製錬炉・ 炉壁 。鉄滓 (中世) 註 (81)

隠 地 炉 跡 島根県仁多郡横田町 肇零極ξ魚括信酵称存毬墳ドIゲ〉澄島中世後半 註 (58)

かなやざこ炉跡 島根県仁多郡横田町
砂鉄製錬炉(炉床1.8× 0.7m)送
風孔のある炉壁

近世以前 註 (59)

鑓 免 大 池 炉 跡 島根県仁多郡横田町
製錬炉 (炉床5.0× 0.3m,深 さ
60訥 )

中世か 註 (60)

大河原製鉄遺跡 鳥取県東伯郡関金町
砂鉄製錬炉 (炉床3.0× 0。 9m)
精錬鍛冶炉,鍛錬鍛冶炉

言と(65)

下大 仙 子 遺 跡 島根県仁多郡横田町
砂鉄製錬炉 (炉床3.6× 1.8m,
深さ40cal)

註 (14)

的 場 遺 跡 島根県松江市本庄町
鍛錬鍛冶炉,輔羽口,青磁,備
前す り鉢

中世 註 (82)

註

第I章  今佐屋山遺跡

(1)島根県教育委員会 『主要地方道浜田八重可部線特殊改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 1991

年

(2)島根県教育委員会 『日脚遺跡』 1985年

(3)富 田城関連遺跡群調査整備委員会 『菅沢遺跡発掘調査報告書』 1981年

(4)瑞穂町教育委員会 『横道遺跡』 1983年

(5)吉川 正 「瑞穂町の遺跡」『瑞穂町誌』第 3集 1976年

(6)吉川 正・森岡弘典氏の御教示による。

(7)振井久之氏の御教示による。

(8)吉川 正氏の御教示による。

(9)島根県教育委員会 『中国縦貫自動車道建設に伴う鰹蔵文化財発掘調査報告書』 1980年

(10)北浦弘人氏の御教示による。

(11)津和野町教育委員会 『高田地区埋蔵文化財分布調査概要報告書』 1991年

(12)松本岩雄氏の御教示による。

(13)杉原清― 「横田町の縄文早期押型文土器」『島根考古学会誌』第 1集 1984年

(14)横田町教育委員会 『下大仙子遺跡発掘調査報告書』 1985年

(15)三浦 清・吾郷和宏 「テフラの産状から見た島根県横田町国竹遺跡」『山陰地域研究 (伝統文化)』

第4号 1988年

(16)濤口町教育委員会 『長山馬籠遺跡』 1989年

(17)久保穣二郎 「北田山遺跡出上の縄文時代の遺物」『鳥取埋文ニュース』No9 1984年

(18)鳥取県教育文化財団 『久古第 3遺跡・貝田原遺跡・林ヶ原遺跡発掘調査報告書』 1984年

(19)久保櫻二郎 「鳥取県出上の押型紋土器の様相」F鳥取県立博物館研究報告』28号 1991年

(20)潮見 浩 「帝釈馬渡岩陰遺跡の調査」『帝釈峡遺跡群』 1976年
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(21)a,和 田秀寿 「縄文早期高山寺式土器の成立過程と細分編年」『古代学研究』第117号  1988年

b.関野哲夫 「高山寺式上器の編年」『先史考古学研究』第 1号  1988年

(22)川越哲志 「帝釈観音堂洞窟遺跡の調査」『帝釈峡遺跡群』 1976年

(23)a.註 (19)に 同じ。

b.鳥取県教育文化財団 『上福万遺跡 。日下遺跡・石州府第 1遺跡・石州府古墳群』 1985年

c.鳥取県教育文化財団 『上福万遺跡』1 1986年

(24)註 (19)(21)に 同じ。

(25)河瀬正利 「山陰縄文早期 。前期土器の様相」『山陰考古学の諸問題』 1986年

(26)島根県教育委員会 『中国横断自動車道広島浜田線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』Ⅲ 1991

年

(27)註(4)(5)に 同じ。

(28)註 (4)に同じ。

(29)門脇俊彦・吉川 正 「遺跡と遺物」『石見町誌』(上巻) 1972年

(30)註(1)に同じ。

(31)嵩科哲男 。東村武信 「島根県内出土サヌカイト黒躍石製遺物の石材産地分析」『一般目道 9号線松

江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ (布田遺跡)』 島根県教育委員会 1991年

(32)山本 清 「山陰の須恵器」『島根大学開学十周年記念論文集』 1960年

(33)田辺昭三 『陶邑古窯跡群』I 平安学園考古学クラブ 1966年

(34)大阪府教育委員会 『陶邑』Ⅲ 1978年

(35)註(5)に同じ。

(36)森 岡弘典氏の御教示による。

(37)森岡弘典氏の御教示による。

(38)川本町教育委員会 『キタバタヶ遺跡発掘調査報告書』 1992年

(39)振井久之氏の御教示による。

(40)本報告書第Ⅲ部第Ⅲ章に掲載

足立克己・錦織 弘 「重富遺跡発見の住居跡群」『季刊文化財』第68号 1990年

(41)匹見町教育委員会 『水ロノ上A遺跡 。長グロ遺跡・下正ノ田遺跡』 1991年

(42)柳浦俊― 。大野俊治 「森遺跡平成三年度発掘調査速報」『季刊文化財』第73号 1992年

(43)鈴木定明「柏市花前製鉄遺跡の調査」『千葉県文化財センター研究紀要』 7 1982年

(44)西川博孝 「成田市取香製鉄遺跡の調査」『千葉県文化財センター研究紀要』 7 1982年

(45)小栗信一郎 「千葉県富士見台第I遺跡C地点」『 日本考古学年報』39 1988年

(46)大澤正己 「古墳出土鉄滓からみた古代製鉄」『日本製鉄史論集』 1983年

(47)潮見 浩 『中国地方製鉄遺跡の体系的研究』 1983年

(48)広 島県埋蔵文化財調査センター 『戸の丸山製鉄遺跡発掘調査報告書』 1987年

(49)久米開発事業に伴う文化財調査委員会 『稼山遺跡群』Ⅳ 1982年

(50)津 山市教育委員会 『緑山遺跡』 1986年

(51)総社市教育委員会 『水島機械金属工業団地協同組合西団地内遺跡群』 1991年

(52)村上幸雄・武田恭彰 。前角和夫 「岡山県総社市千引遺跡群」『 日本考古学年報』42 1991年

(53)河瀬正利 「中国地方における砂鉄製錬法の成立とその展開―炉床構造を中心として一」『瀬戸内海

地域史研究』第 3韓 1991年

(54)田 中義昭 「江川流域における前近代の鉄生産覚書」『平成 2年度特定研究成果報告書』 島根大学

山陰地域研究総合センター 1991年

(55)島根県教育委員会 『中ノ原遺跡現地見学会資料』 1991年

(56)広 島大学考古学研究室 。瑞穂町教育委員会 『島根県下稲迫製鉄遺跡現地説明会資料』 1989年

(57)広 島大学考古学研究室 。瑞穂町教育委員会 『清造山遺跡現地説明会資料』 1989年

(58)横 田町教育委員会 『隠地炉垣内製鉄遺跡調査報告』 1983年
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(59)横 田町教育委員会 『かなやざこ餌跡発掘調査報告書』 1983年

(60)杉原清一氏の御教示による。

(61)勝部 衛 「玉湯町玉ノ宮地区製鉄遺跡の調査」『古代金属生産の地域的特性に関する研究―山陰地

方の銅・鉄を中心にして一』 島根大学 1992年

(62)古瀬清秀・潮見 浩 「広島県大矢製鉄遺跡」『たたら研究』第25号  1983年

(63)註 (47)に 同じ。

(64)(財)広島県埋蔵文化財調査セツター 『石神製鉄遺跡』 1985年

(65)関金町教育委員会 『大河原製鉄遺跡発掘調査報告書』 1985年

(66)註 (53)に 同じ。

(67)島根大学考古学研究会 「古浦砂丘遺跡の問題」『菅田考古』第16号  1983年

(68)席取市教育委員会・鳥取市遺跡調査団 『岩吉遺跡』Ⅲ 1991年

(69)中原 斉氏の御教示による。

(70)杉原愛象氏の御教示による。

(71)穴澤義功 「山陰地域における古代鉄生産に関する予察」『古代金属生産の地域的特性に関する研究

一山陰地方の銅・鉄を中′いにして一』 島根大学 1992年

勝部 衛氏の御教示による。

(72)玉湯町教育委員会 『出雲玉作跡保存管理計画策定報告書』Ⅱ―玉ノ宮地区- 1990年

(73)横 田町教育委員会 『町内遺跡詳細分布調査報告書』I―横田地区- 1992年

(74)島根県教育委員会 『高広遺跡発掘調査報告書』 1984年

(75)米子市教育委員会 『新山山口古墳群・山田遺跡・研石山遺跡―調査概要―』 1991年

(76)a.鳥取県教育委員会 『鳥取県生産遺跡分布調査報告書』 1984年

b.清水清― 「席取県生産遺跡分布調査から一鳥取県のたたら一J『山陰考古学の諸問題』 1986

年

(77)島根県教育委員会 『一般国道 9号安来道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』Ⅲ (島 田南

遺跡) 1992年

(78)島根県教育委員会 『石見空港建設予定地内発掘調査概報』Ⅲ 1991年

(79)淀江町教育委員会 『宇田川』 1981年

(80)鳥取県教育文化財団 『下山南通遺跡』 1986年

(81)田中義昭・角田徳幸 「伯太町座王古墳の調査」『古代金属鉄生産の地域的特性に関する研究一山陰

地方の銅・鉄を中心にして一」 島根大学 1992年

(82)飯塚康行・寺本 康・宮本英樹 。錦織慶樹 。今岡一三 「松江北東部遺跡 (本庄地区)発掘調査に

ついて」『季刊文化財』第68号 1990年
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要概

第I部  各 遺跡 の調 査

付論 1

今佐屋山遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査

新日本製鉄八幡技術研究部 大 澤 正  己

今佐屋山遺跡から2基の製鉄炉が検出された。 1基は古墳時代後期の小規模製鉄炉で,低チタン

含有の酸性砂鉄を製鉄原料とする。製鉄炉の両端には土羨をもつが西側からは亜共析鋼 (C:0.2

～0.5%)ク ラスの鉄塊系遺物 (含鉄鉄滓)を遺存させる。この製鉄炉に近接 して 3軒の住居跡が

設営され,そのうちの 1軒は,人工破砕面をもつ炉内滓を出土する。住居跡内で鉄塊選別を行 う工

房の可能性が伺われた。

残 りの 1基は,I区の平安時代の大規模な箱形炉と推定される製鉄炉が,2.6mの堆積排滓場を

伴って発掘された。製鉄遺構出上の炉内滓は低チタン含有砂鉄を始発原料とする。 しかし,排滓場

の鉄滓は,10層 に分かれていて, 7層 からは低チタン含有砂鉄系,残る3層 (2,4,10層 目)に

は高チタン含有塩基性砂鉄を原料とする製錬滓が出土 した。これに対応 して輔座近傍から高低チタ

ン含有の2種の砂鉄を検出した。更に, この製鉄遺構からも純度の高い亜共晶系白鋳鉄 (C:1.87

%)が発見された。表皮付着鉄滓から砂鉄系の確認がとれた。

一方,炉材粘土は, I・ I区共に同系成分系であって耐火性も優れている。使用木炭も黒炭で製

錬用として高品位のものだった。

1.い き さ つ

今佐屋山遺跡は,島根県邑智郡瑞穂町大字市木6424-4他 に所在する。遺跡周辺の丘陵は,近世

の鉄穴流 しによって地形が大きく改変されているが,傍倖にも2基製鉄炉周辺は,無傷のままで検

出された。この遺跡内出土製鉄関連遺物について,島根県教育委員会より専門調査の要請を受けた。

なお,1991年 3月 に概要報告を行っていて,今回,本稿を正式報告とした。これを機会に同町内

の瀧ノ上炉,長尾原E遺跡,大林銀山,大原大鍛冶屋の遺物を併せて報告 しておく。

2.調 査 方 法

2-1.供 試 材

供試材の履歴をTable.1に 示す。 6世紀後半のI区製鉄炉の出土遺物を13点,I区の中世製鉄遺

構出土品22点の調査を行った。なお,周辺遺跡の4遺跡で 8点の比較試料を加えている。
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2-2.調査項目

(1)肉眼観察

(2)顕微鏡組織

(3)ビ ッカース断面硬度

(4)C卜Щ (Computer Aided X―ray Micro Analyzer)調 査

6)化学組成

(6)耐 火 度

(7)木炭組成

3.調 査 結 果

3-1.I区 製鉄遺構出土品 (6C後半)

(1)砂  鉄 :Q-891,IMI-7。

① 肉眼観察 :同一遺構内より時期を変えて採集した2種の砂鉄である。軽く熱を受けていて若

子の赤味を帯びた細粒砂鉄だった。各粒子は角がとれて川砂鉄の可能性をもつ。

② 顕微鏡組織 I Photo.1と 6に示す。各粒子は丸味をもち,200μ 前後の粒子が多い。粒内に

脈石は少なく品位は高い。又,磁鉄鉱粒 (Magnetite:Fe20a・ FeO)が 多く,チ タン鉄鉱のイル

ミナイト (1lmenite i FeO・ Ti02,格子組織)は少ない。

③ 化学組成 :Table.2に 示す。Q-891と IMI-7の両者同一遺構内からの出土品なので,分

析値に変動もなく,ほぼ,揃 った数値になっている。全鉄分 (Total Fe)61%台,不純物のガラ

ス質成分 (Si02+理 203+CaO+MgOttK20+Na20)6.8～ 7.9%,砂鉄特有成分の二酸化チタン

(Ti02)4.65～ 4.92%,バ ナジウム (V)0。 17%,他の随伴微量元素らも少なく品位の良好な砂鉄

で,酸性砂鉄に分類できる。

鬱)鉄  滓 (製錬滓):Q-892A,Q-893A,Q-894A。

① 肉眼観察 :3個共小豆色の流出津である。断面は黒色を呈し,気泡は少なく緻密質である。

② 顕微鏡組織 :Photo.2の①～③に示す。鉱物組成は,白色多角形状のマグネタイト (Magne―

tite:Fee04),淡灰色長柱状結晶のファイヤライト (Fayalite i 2FeO o Si02),基 地の暗禍色ガラ

ス質スラグから構成される。低チタン含有砂鉄を始発原料とする製錬滓の晶癖である。

③ CMA調 査 :Q-892Aを 代表させて分析を行った。顕微鏡組織で観察した鉱物組成のMagne‐

tite(Ulvospinelも ありうる), ファイヤライ ト (フ ァイヤライ ト・マグネシアンもありうる),不

明鉱物,暗黒色ガラス質スラグの4つについて高速定性分析を行った。結果をTable。 3～ 6に示

す。いずれも鉱物組成にかなった検出元素であった。始発原料が砂鉄であるので,砂鉄特有成分の
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チタン (Tl)の検出があった。 この高速定性分析結果を視覚化 したのがPhoto.15の 特性X線像で

ある。白色輝点の集中度によって分析元素の存在を読みとる面分析である。例 えば,SE(2次 電

子像)の 1と 番号をつけた結晶はマグネタイ ト (T三濃度が高まればウルボスピネル)である。 こ

れに白色輝点が集中する元素は鉄 (Fe),チ タン (Ti),ア ル ミ (煙)ら である。アル ミの固溶か

らマグネタイ トよリウルボスピネルとしなければならないだろう。いずれにしろ,チ タン (Tl)

の検出は砂鉄系原料を証明する。

④ 化学組成 :Table.2に示す,全鉄分 (Total Fe)40.3～ 42.2%,ガ ラス質成分 (Si02+赳 203

+CaO+MgO+K20+Na20)37.24～ 40.47%,二酸化 チ タン (Ti02)5.55～6.13%, バ ナ ジウム

(V)0.17～0.21%は ,酸性砂鉄を始発原料として製錬滓成分を表わす。前述 した砂鉄を原料とす

る製錬滓として問題のない成分系であった。

(3)炉壁溶融ガラス滓と粘土 :IMI-5,IMI-5C。

① 肉眼観察 :炉壁粘土はスサ入りの赤粘土である。炉内で溶融したガラス質化の滓は,無光沢

のガラス質であった。

② 顕微鏡組織 :Photo.4の ⑦にガラス質滓の鉱物組成を示す。暗黒色ガラス質にマグネタイ

トの微結晶を晶出する。

③ 化学組成 :Table.2に 示す。全鉄分 (Total Fe)イ よ8.91%,ガ ラス質成分が大半を占めて86.013

%である。二酸化チタン (Ti02)は ,1・ 03%と 低く,バ ナジウム (V)も 0.022%で ある。若干の

鉄滓系成分が溶け込んでいる。

粘土の胎上分析は,IMI-5Cで示 している。

全鉄分 (Total Fe)は 4.49%で粘上の不純物成分としては一般的傾向である。耐火度の目安と

なる二酸化准素 (Si02)十 酸化アルミニウム (鯉203)は85.07%で通常 レベルである。又,粘土中

の塩基性成分 (Cao+MgO)は 1.06%も 製鉄炉材として問題ない量であろう。

(4)含鉄鉄滓 :山肛-1,IMI-2,IMI-3,Ь II-4Q

① 肉眼観察 :4個の小塊は,黒錆汁を出して金属鉄の錆化が著しい。表皮は赤禍色で局部的に

亀裂を走らせる。木炭や木炭痕を残して小鉄塊的外観を呈している。

② 顕微鏡組織 :PhotO.3か らPhoto.4の①～③ までに示すも鉱物組成は,半還元砂鉄粒子に

金属鉄の錆化 したゲーサイ ト (Goethite i α―FeO・ OH),マ グネタイ トやウルボスピネル, ファ

イヤライ ト,基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。砂鉄粒子が還元過程でスラグ化 してい

く様相がよく表われている。

③ 化学組成 :Table.2に示す。鉄分は多くガラス質成分は少ない。全鉄分 (Total Fe)は 47.10

～52.33%と多く,酸化第1鉄 (FeO)は 23.42～ 25。 96%,金属鉄の錆化で多くなった酸化第2鉄
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(馳203)は 39.07～ 45.44%で ある。ガラス質成分は16～19%そ のうち塩基性成分 (Cao+MgO)

は1.93～2.47%と高目であるが,還元中途の砂鉄装入で鉄と滓の分離が十分でない。砂鉄特有成分

の二酸化チタン (Ti02)は4.03～8.34%と 前述した製錬滓レベルで,かつ,バナジウム (V)も 0.12

～0.19%で あった。この両成分の含有量から小鉄塊とはいいきれず,含鉄鉄滓に分類した。なお,

酸化マンガソ (MnO),酸化クロム (Cr203),硫黄 (S),五酸化燐 (P205)ら も高目で鉄滓傾向

にある。

3-2.1号 住居跡出土品

(1)鉄  滓 (製錬滓):Q-895A,山肛 -6。

① 肉眼観察 :2個 とも炉内残留滓。鉄分が多く人工打痕の割れ口をもつ特徴がある。灰色粗慈

肌に気泡を露出し,木戊痕を残す。裏面は反応痕に木炭痕を有す。破面は黒色で緻密質。気泡はわ

ずかに散在する。表皮側に砂鉄を付着する個所も認められた。

② 顕微鏡組織 I Photo.2の ④とPhoto.5に示す。前者はマグネタイトとファイヤライトで構

成される。後者は,半還元砂鉄粒子にマグネタイトとヴスタイトを混在させる。ヴスタイト粒内に

はチタン (Tl)一 鉄 (Fe)化合物を折出する状態は前述した製鉄遺構出土鉄滓のIMI-1の組織に

近似する。砂鉄製錬滓である。

③ CMA調査 :IMI-6について分析 した。Photo.16の SE(2次電子像)に示 したマグネか

イ トとヴスタイ トと粒内析出物, ファイヤライ ト及び基地の暗黒色ガラス質スラグが対象物である。

まず,高速定性分析では,鉄 (Fe),確 素 (Si),チ タン (Ti),ア ルミ (理),カ ルシウム (Ca)

らが強度高 く検出された。鉱物組成のFe304,FeO,2FeO・ Ti02,ガ ラス質スラグらに見合った

元素らである。Photo。 16の 特性X線像でみれば, ヴスタイ ト粒内析出物はチタン (Tl)一 鉄 (Fe)

化合物である事が白色輝点の集中から読みとれる。

次に,半還元砂鉄粒子の分析を行ったのがTable.8と Photo。 17で ある。SE(2次電子像)は砂

鉄の基地内にチタン (Tl)一鉄 (Fe)化合物が析出し,一部円形に液化 したガラス質スラグ内でウ

ルボスピネルが多角形結晶に成長 してゆく様子が示されている。

④ 化学組成 :Table.2に示す。製鉄遺構出土鉄滓と同系成分である。すなわち,二酸化チケ

ソ (a02)は 4.89～ 5。 12%,バナジウム 6の O.14～ 0.16%と 高く,製錬滓に分類される。全鉄分 (Total

Fe)は ,43.0～ 54.28%,酸 化第 1鉄 (FeO)36.55～ 47.8%,酸化第 2鉄 (Fe203)8.36～ 36.57

%と ,片方試料は錆化鉄の多い傾向にある。住居内出上の炉内残留滓は,意識的に搬入されて鉄塊

を選別した可能性も検討 しなければならない。

3-3.I区 製鉄遺構出土品 (中世)

(1)砂  鉄 :山II-16,A/11-17,IMI-18,IMI-19。
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① 肉眼観察 :IMI-16,17は 半溶融砂鉄であって,IMI-16は 送風孔厚壁付着物,INI I-17

は炉壁付着物である。いずれも,金属鉄を包蔵して赤錆を発し,一部スラグ化したものも含まれる。

IMI-18,IMI-19は輔座出土で熱影響はあるが,溶融域までは達していない。ただし,生砂鉄

とは明らかに異なり淡赤禍色味を帯びている。粒子は丸味が少なく角ばっており山砂鉄であろう。

② 顕微鏡組織 :IM I-16,17の半溶融砂鉄の組織をPhoto.7の①～⑤に示す。両方共金属鉄

の錆化したゲーサイト (Goethite:α ―FeO o OH)と ,金属鉄の晶出した跡の残骸核らが認めら

れる。又,砂鉄粒子の形を残すものも,熱影響で多孔質化している。

IM I-18を Photo.8の①～③に示す。こちらも被熱砂鉄であるが半溶融までは至っていない。

粒の周辺が熱に侵されて小波立っている。包裏鉱物は少なく品位は良好。粒径は200μ 程度が多く,

大きなものは400μ 前後も見受けられた。

IMI-19は ,格子組織をもつチケソ鉄鉱が多く,IMⅡ -18と は異なる砂鉄である。又,粒径も

やや小がりであった。粒周端部は熱でかなり侵されている。

③ CMA調 査 :PhotO.18の SE(2次 電子像)に示 した砂鉄粒子から晶出 した金属鉄 とそれを

とり閣む砂鉄残骸のチタン (Tl)一鉄 (Fe)化合物やガラス質スラグと析出ファイヤライ トらの分

析結果である。Table.9に 高速定性分析結果を示す。検出元素は,穫素 (Si),鉄 (Fe),ア ルミ (則),

チタン (Ti),カ リウム (K),カ ルシウム (Ca),マ グネシウム (Mg),マ ンガン (Mn),ナ トリ

ウム (Na)ら である。

PhotO,18は特性X線像である。晶出する金属鉄の陳間に淡茶褐色小結晶が存在するのは, 白色

輝点が鉄 (Fe)と チタン (Ti)に 集中するので, ウルボスピネル (UlvOspinel:2FeO・ Ti02)と

判る。チタン (Tl)一鉄 (Fe)化合物の微小析出物が漸次成長 してウルボスピネルとなる過程の結

晶と推定 される。

④ 化学組成 :Table.2に示す。半溶融のIMI-16と 17は ,ほぼ同系成分である。全鉄分 (Total

Fe)50.6%,金 属鉄 (Metallic Fe)0.56～ 4.09%含 み,酸化第1鉄 (FeO)23.57～30.88%,酸

化第2鉄 (Fe203)32.27～ 45.33%を含む。金属鉄の錆化物がかなり多い。一部滓化が進みガラス

質成分は19.7～24.6%と 砂鉄のみでは考えられぬ高値である。二酸化チタン (Ti02)は 1・ 18～2.67

%,′ミナジウム (V)0.06～ 0。 15%は ,原料砂鉄を酸性砂鉄に由来する。

次に,IMI-18と 19について述べる。この両者は先にI区でみた酸性砂鉄と,ま ったく産地の異

なる塩基性砂鉄とに分けられる。すなわち,鉄分やガラス質成分らは両者差異がないが,砂鉄特有

成分の二酸化チタン (Ti02)は 2.96%,バ ナジウム (V)0.18%と 0.37%と 差が認められた。更に

酸化クロム (Cr?03)は 0・ 05%と 0.11%,硫黄0.006%と 0.077%と 分かれている。I区製鉄炉では

2種の異なる砂鉄の装入があったと推定される。
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(2)鉄津 (製錬滓)高チタン系 :R-891,IMI-2,IMI-4,凸 II-10。

① 肉眼観察 :排滓場の鉄滓の厚さは,2.6mあ ったので10層 に分けて各 1点ずつ採取 した。い

ずれも炉内滓で流動状の肌をもち,破面は黒色緻密質である。なお,符号の 2,4,10は 層位を表

わし,R-891は発掘直前の表面採取品である。

② 顕微鏡組織 :Photo.2の⑤にR-891を ,A/1Ⅱ -2,4を Photo.10の⑤～⑦に,IMI-10を

Photo.12の⑥に示す。鉱物組成は,いずれもウルボスピネルとイルミナイトの高チタン砂鉄を還

元した際に排出される組織である。IMI-19輔座土壊出上の砂鉄 (Ti021 8.92%)に対応するも

のと考えられる。

③ ビッカース断面硬度 :IM I-4の 白色多角形結晶の鉱物組成を同定する目的で硬度の測定

を行った。Photo.10の⑤に硬度測定後の圧痕写真を示す。硬度値は572Hvであった。マグネタイ

トの文献硬度値が500～600Hvで ある。通常ウルボスピネルはT三分を固溶するので,600Hv以 上を

呈する例が多いのであるが,今回はマグネタイト硬度値範疇に収まった。

④ 化学組成 :Table.2に 示す。4点の鉄津は,いずれも全鉄分 (Total Fe)が 31.67～ 39,7%

と30%台にあり,酸化第2鉄 (Fe203)は4.0～ 17.15%と少なく,酸化第1鉄 (FeO)が 24.84～47.4

%と多い。ガラス質成分は25,26～ 35.719%と通常レベルで, このうち,塩基性成分 (CaottMgO)

が2.15～ 3.09%と 高目となる。又,二酸化チタン (Ti02)は 17.24～24.17%と 高く,バ ナジウム

(V)も 0.22～ 0.41%と なる。顕微鏡組織の項で述べた如く,該品らは明らかに塩基性砂鉄を原料

とする製錬滓の可能性をもつ。又,随伴微量元素のうち,酸化マンガン (MnO)も 高く,1.5%以

上を有し,硫責 (S)は 0.006～ 0.022%と 極めて低めであって原料の違いを表わすと考えられた。

(3)鉄滓 (製錬滓)低チタン系 :IMI-1,IMI-3,IMI-5,IMI-6,A/11-7,IMI

-8,IMI-9。

① 肉眼観察 :IMI-9が流出滓で,それ以外 6点は炉内滓である。

② 顕微鏡組織 I Photo.11の ①～⑦,Photo.12の ①～⑤に示す。鉱物組成はヴスタイトとその

粒内にチタン (Ti)一 鉄 (Fe)化合物の析出物を有し, ウルボスピネル (マ グネタイト混在)と ファ

イヤライト,基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。1区製鉄遺構出土鉄滓に近似した組織

である。チタン含有量の低い酸性砂鉄を製錬する時に晶出する晶癖を示すものである。

③ ビッカース断面硬度 :Photo.10の ①に胆皿 -1の ヴスタイ ト硬度を測定した圧痕写真を示

す。硬度値は464Hvで あった。ヴスタイトの断面硬度は450～500Hvで あって,その範囲内に収まっ

ている。しかし, ヴスタイト粒内には,チ タン (Tl)一鉄 (Fe)化合物の析出物が存在するので,

もう少し硬質と予測していたが,今回の結果となった。いずれにしろヴスタイトには同定できる。

④ 化学組成 :TaЫe.2に示す。全鉄分 (Total Fe)は 44.28～54.50%の うち,酸化第1鉄 (FeO)
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は52.66～62.36%,酸化第 2鉄 (Fe203)4.57～ 12.40%の割合である。顕微鏡組織でみられた如

くヴスタイ ト (Wustite:FeO)の 晶出は酸化第 1鉄 (FeO)の 高含有量の52.66～62.36%と 結び

ついている。二酸化チタン (Ti02)1'76～ 3.26%,バ ナジウム (V)o.18～ 0.25%は酸性砂鉄に繋

がる含有量である。又,随伴微量元素の酸化マンガン (MnO)0.33～0.70%は 高チタン系の1/2で

あり,酸化クロム (Cr203)0・ 05～ 0.08%も 低い。

(4)炉 底 滓 :IMI-11,IMI-12,IMI-13,IMI-14。

① 肉眼観察 :底面に炉材粘土を付着したグループである。炉内滓と同系とみて差しつかえない。

② 顕微鏡組織 :PhotO。 13の①～④,Photo.14の ①～③に示す。鉱物組成は4′く共, ヴスタイ

トとウスボスピネル,マ グネタイ ト,フ ァイヤライトと基地暗黒色ガラス質スラグから構成される。

ヴスタイト粒内には,チ タン (Tl)一鉄 (Fe)化合物を析出するもので,酸性砂鉄系製錬津タイプ

に分類できる。なお,IMI-12のみは, ヴスタイ トの晶出が少なく多角形状黒色結晶が認められ

たので,次項のCNTA調査を行った。

③ CMA調査 :IMI-12炉底滓の顔微鏡組織でみられた多角形状黒色結晶の同定を目的に分析

を行った。Photo.19のSE(2次電子像)に示 した鉱物相 (多角形状黒色結晶, ファイヤライ ト,

チタン (Tl)一鉄 (Fe)化合物)の分析である。高速定性分析結果は,Table.10に示 した如 く,准

素 (Si),鉄 (Fe), アルミ (赳), カルシウム (Ca), カリウム (K), チタン (Ti), アンチモン (Sめ ,

マグネシウム (Mg),ナ トリウム (Na),マ ンガン (Mn)ら である。PhotO.19に特性X線像を示

す。多角形状黒色結晶は,磁素 (Si),ア ルミ (理),カ リウム (K)ら に白色輝点が集中する。正

長石系鉱物 (K20・ 赳203・ 6Si02:MiCrocline)ら の可能性を.も つ。生成理由については,今後検

討 しなければならないであろう。

④ 化学組成 :TaЫe.2に示す。炉底滓なので,鉄分が多く,ガ ラス質成分は中程度,チ タン

分は酸性砂鉄装入のレベルである。すなわち,全鉄分 (Total Fe)イよ41.16～ 50.30%に対して酸

化第1鉄 (FeO)が多くて46.24～56.76%,酸化第2鉄 (Fe203)は 5,81～8.53%と低目で金属鉄

の錆化物や原鉱砂鉄の未還元分は少ない。二酸化チパソ (Ti02)は 1・ 94～2.58%,バナジウム (V)

0.17～0.34%は低チタン系炉内滓に繋がる成分系である。他の随伴微量元素らの酸化マンガン

(MnO)0.49～0.54%,酸化グロム (Cr203)0・ 05～ 0.08%ら も低い値であった。

(5)鉄  塊 :IMI-15。

① 肉眼観察 :表裏共に黒赤色を呈し,木炭痕と気泡を露出し,肌は鉄錆に覆われた鉄塊。磁性

強く金属鉄の残存が判る遺物である。

② 顕徴鏡組織 :Photo.14の ④～③に示す。④は組織写真の左側の暗黒色部は鉄塊表皮に付着

したスラグであり,その中に淡灰色針状や片状結晶のPseudobrookite(Fe20a・ Ti02)が 晶出する
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様子を示 してある。該品が砂鉄系の鉄塊 と推定できる。右側は研摩直後の金属鉄である。これに金

属鉄の組織として炭化物を観察するためにピクラル (飽和 ピクリソ酸アルコール液)で腐食 (Etching)

した結果,③③の組織が表われた。⑤の左上の黒色部はパーライト (Pearlite:フ ェライトとセメ

ン芽イトが交互に重なり合って構成された層状組織)で白い針状はセメンタイト (Cementite:Fe3C)

である。又,写真の中段から下段へかけての組織は白鋳鉄 (White cast iron)の 亜共晶組織 (C:

2.0%前後)である。白色板状結晶は初晶のセメンタイト,黒い部分はオーステナイトより変化し

たパーライトである。高炭素系もしくは白鋳鉄 (亜共晶白鋳鉄は炭素含有量が低いため,比較的徐

冷しても白鋳化しやすい。該品は炉冷されたと推定されるがす部の組織が白鋳鉄化している)の鉄

塊で, これらは精錬鍛冶にかけて鍛錬鉄の鉄素材となるのであろう。

③ ビッカース断面硬度 :Photo.14の ⑦にパーライ ト組織の硬度圧痕を,③にセメソがイ ト部

の硬度圧痕を示す。パーライ ト部の硬度は256Hv,セ メンタイ ト部は硬 くて960Hvを 呈している。

組織に見合った硬度値であった。

④ CMA調査 I Photo.20のSE(2久電子像)に示 した鉄塊表皮に付着 した鉄滓スラグの分析

結果である。分析対象は,ガ ラス質スラグ質中に晶出した針状結晶のイルミナイ トかプッシュド・

ブルーカイト,多角形のウルボスピネルらである。検出元素は,TaЫe。 11に示した鉄 (Fe),碓素 (Si),

アルミ (理),チ タン (Ti),カ リウム (K),カ ルシウム (Ca),マ グネシウム (Mg),塩素 (Cl)

→水道水の影響,マ ンガン (Mn)ら である。この結果を視覚化 した特性X線像をPhoto.20の 特性

X線像に示す。暗黒色ガラス質スラグ中の微小結晶からはチタン (Tl)一鉄 (Fe)に 白色輝点が集

中していて,イ ルミナイ ト (1lmenite:FeO・ Ti02),プ ツシュド・ ブルーカイ ト (Pseudobroo―

kite i Fe208・ Ti02), ウルボスピネル (UlvOspinel i 2FeO・ Ti02)ら のいずれかの鉱物相である

事が推定される。鉄塊の始発原料が砂鉄と確定された。

(6)炉材粘土 :IMI-20。

① 肉眼観察 :淡赤色の炉材油上である。

② 化学組成 :Table.2に 示す。耐火度に影響するSi02+赳20Sは84.3%で通常 レベルであり,

成型性を劣化させる鉄分も多 くなく全鉄分 (Total Fe)イよ4.49%だ った。又,造滓成分となって

鉄と滓の分離に作用する塩基性成分 (CaottMgO)は 0.74%が 含まれている。I区の炉壁粘土と

同系の組成であった。

(7)木炭の性状 :木炭は製鉄にとって逮元剤で不可欠原料である。木炭は製錬時の燃焼によって

砂鉄を加熱 し,又,発生する一酸化炭素 (CO)で還元反応を進行させる。木戊の組成は固定灰素 ,

揮発分らと無機成分 (K,Ca,Si02,Fe,Mn)を含有 しており, これら成分は原木の樹種と製皮

時の炭化の程度でかなりの差異がでる。石炭に比べると有害な硫黄 (S),燐 (P)は きわめて少量

-121-



第I部  各遺跡の調査

であることを特徴とする。

IMI-21は ,I区製鉄炉で装入 された炭である。炭窯の検出はなされていないので窯のタイブ

は不明である。 しか し窯内消火法をとった木炭 と考えられる。Table.13に 木戊の性状を示す。固

定戊素は54.13%,揮発分34.74%,発熱量5.580ca1/gで ,一般製鉄用黒炭 タイプであった。ただ

し,発掘品なので,土壌汚染から灰分が11.13%と 高 目であったが,本来はもう少 し性状の優れた

結果を有するものであろう。

3-4.周 辺遺跡出土遺物

(1)瀧 ノ上炉出土鉄津 (製錬滓):IMI-22A,IMI-22B,IMI-22C,IMI-22D。

① 肉眼観察 :いずれも炉内津で粘初質タイプの流動状を呈している。破面緻密質①

② 顕微鏡組織 :PhotO.21の ①～⑦,Photo.22の ①に示す。いずれも鉱物組成はマグネタイ ト

とファイヤライ ト,基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。又,極 く微量の金属鉄を残存させ

る。近世たたらの製錬滓の晶癖である。前述 した今佐屋山遺跡 I, I区 の低チタン含有酸性砂鉄系

の晶癖 (Wustite+tJlvOspine1 0r Magnetite+Fayalite)と は異なって均等な高温操業と推定される。

③ 化学組成 :Table.14に示す。全鉄分 (Total Fe)イよ35.3～ 38。 9%と 大差なく, このうち,

酸化第1鉄 (FeO)が42.1～48.3%,酸化第2鉄 (Fe203)が 2.02～ 5,47%の 割合である。原鉱成

分は残 り少なく酸化第 1鉄側へ移行 している。ガラス質成分は39.53～ 44.45%と 多く, このうちの

塩基性成分 (CaottMgO)も 2.39～3.12%と 一定量包蔵されていた。砂鉄特有成分の二酸化チタ

ン (Ti02)は低目の4.95～ 5,71%,バ ナジウム (V)0.23～0.27%で あった。低チタン含有の酸性

砂鉄を始発原料とする製錬滓であった。今佐屋山遺跡の低チタン系と同レベルである。

(2)長尾原E遺跡出土鉄滓 (製錬滓):IMI-23。

① 肉眼観察 :表皮は黒色を呈し,なめらか肌と粗慈面に木炭痕を残す二面性がある。又,気泡

の露出も多い。裏面は炉材粘土との反応痕をもつ。破面は灰赤色で小気泡あるも緻密質。

② 顕微鏡組織 I PhotO.22の②～④に示す。鉱物組成は成長したウルボスピネルとファイヤラ

イト,基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。砂鉄系製錬滓に分類される。

③ ビッカース断面硬度 :PhotO.22の ②に示す。ウルボスピネル結晶の硬度測定は,649Hvで

あった。マグネタイトの文献硬度値が500～ 600Hvであるので,チ タン固溶のウルボスピネルの硬

Table.13 木 炭 の ll■ 】犬

水   分 灰   分 揮 発 分 固定炭素 硫責 (S) 燐 (P) 発 熱 量
(ca1/g)

IMI-21 15.64 11.13 34,74 54.13 0.05 5.580
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度値 といえる。

④ 化学組成 :Table.2に 示す。全鉄分 (Total Fe)42.5%,ガ ラス質成分30.12%,二酸化チ

タン (Ti02)11・ 99%,バナジウム (V)0.23%は 中チタン含有の製錬滓である。瑞穂町内で, こ

の中チタン含有レベルの製錬滓を出土するたたらは,大金谷たたら (Ti02:12.84%),大 林たた

ら (Ti02:10・ 76%)がある。以上の結果から瑞穂町内の製鉄遺跡からは3種類の砂鉄が使用され

た可能性が伺われた。

(3)大林銀山採取銀精錬滓 ?:IMI-24A,IMI-24B。

① 肉眼観察 :黒色なめらか肌に鉄錆付着。一見すずり石状。裏面反応痕と木炭痕を残す。

② 顕微鏡組織 I Photo.22の⑤⑥に示す。IM I-24Aは 不定形の金属鉄 (銅や硫黄を含む)と

ファイヤライト系鉱物と基地の暗黒色ガラス質スラグを含む。

IMI-24Bは暗黒色ガラス質スラグに球状金属を包蔵する組織である。球状金属は鉄系と観察し

たが,確証分析が必要である。

③ CMA調査 :Photo.24の SE(2次電子像)に示した不定形金属 (白 色部分)と ファイヤラ

イト系鉱物及び暗黒色ガラス質スラグの分析を行った。Table。 12に高速定性分析結果を示す。検

出元 素 は次 の通 りとな る。 Si,Fe,則 ,S,Ca,Zn,K,Ti,Mn,Cu,Mgら で あ る。 Photo.24

は特性X線像である。白色金属部に白色輝点が集中する元素は,Fe,Cu, Sら である。銅精錬で

みられるマット (Fe一 Cu― S化合物)に類似 した成分系となっている。Agの残留はなく,貴金属

なので回収率は良好である。非鉄金属の精錬に対する研究は数少なくて難問を抱えていて今後の研

究課題となってくる。

④ 化学組成 :Table.14に示す。IMI-24Aは全鉄分 (Total Fe)34.8%と なっていて一見鉄

滓成分と大差ない様にみえるが硫黄 (S)2.44%と 高く,かつ銅 (Cujも 0.039%と 多い。又,銀 (Ag)

は0.024%が含有されていて鉄滓の随伴微量元素とは異なる濃度で,やはり銀 (Ag)精錬関連の滓

とみなしてよかろう。但し,銀精錬のどの段階かは定かでない。瑞穂町の久喜鉱山の銀採取滓とい

う試料 (2T-845)の調査を行っているが, S,Cu,Feら の含有レベルはIMI-24Aに近似して

いる。A/11-24Bは ,ガ ラス質成分がIMI-24Aよ り多いが成分傾向は似たものであった。

(4)大原鍛冶屋保管大鉄塊 :IMI-25。

① 肉眼観察 :270× 250mmの鎧塊である。表裏共に赤禍色の鉄錆に覆われ磁性を有する塊である。

箱形炉の生成物であるう。

② 顕微鏡組織 :Photo.23の①～③に示す。外皮側は約600μ 程度はパーライトを析出した層が

あって,その内側は片状黒鉛を析出したねずみ鋳鉄である。該品はllmと鋳鉄の接点に位置する灰素

含有量の鉄塊となる。片状黒鉛を析出する方は, ピクラル腐食でセメンタイトが表われる。(Photo.23
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―⑥参照)。

③ ビッカース断面硬度 I Photo.23の⑦はパーライト部の硬度値で250Hv,片状黒鉛析出側は

軟質となって117Hvで あった。

④ 化学組成 :Table。 14に示す。炭素 (C)含有量は2.0%で あり顕微鏡組織とほぼ対応する。

不純物は非常に少なく,准素 (Si),マ ンガン (Mn)は Nilと あって痕跡程度であり,燐 (P)は

若千高くて0,050%で あるが,他は少なくて硫黄 (S)0.006%,銅 (Cu)o.008%,砂鉄特有元素

のチタン (Ti)は0.015%,バナジウム (V)0,003%で あった。他の随伴微量元素らも至って低日

であり,非金属介在物も認められなかったがアルミ (理)0.002%,カ ルシウム (Ca)0.007%,

マグネシウム (Mg)Nilで あった。

4.ま  と め

今佐屋山遺跡は,I区に古墳時代後期 (6世紀後半～末)の製鉄遺構 1基 と, 3軒の住居跡をも

ち,■区では平安時代 (12C代)に属する箱形炉が大量排滓場を伴って検出された。

I区の古墳時代の製鉄は,低チタン含有の酸性砂鉄を装入した操業である。砂鉄は川砂鉄系で,全

鉄分 (Total Fe)は 61%,二酸化チタン (Ti02)4.65～ 4。 92%の ものが使われている。製錬滓の

鉱物組成は,マ グネタイ ト (ウ ルボスピネル含む)+フ ァイヤライ トを基本とし,他にはヴスがイ

トを混在させて, このヴスタイ ト粒内にはチタン (Tl)一 鉄 (Fe)化合物を析出させる。又,製鉄

遺構西側土羨には,鉄分の高い含鉄鉄滓 (概報では小鉄塊と表現 したがTi02の合有量が4～ 8%

で製錬滓 レベルなので呼称を改めた)が数多く出上 した。この含鉄鉄滓の鉱物組成は,半還元砂鉄

粒子と,合Tiヴ スタイ トにマグネタイ ト, ファイヤライ トから構成される。次の製錬滓と含鉄鉄

滓の化学組成は,全鉄分が40%台で,二酸化チタン (Ti02)4～ 8%,バナジウム (⊃ 0。 12～ 0.21

%であった。

製鉄遺構に近接 した 1号住居跡からも鉄滓が出土した。製鉄遺構出土の鉄滓と同系成分製錬滓で,

鉄分の多い炉内滓であった。鉄滓は,人工的な破砕痕が残 り,残存金属鉄を取 り出した形跡が認め

られた。 1号住居跡は,精錬鍛冶場へまわす鉄塊系遺物の選別工房の可能性をもつものと考えられる。

I区製鉄遺構の炉材粘土は,Si02+鯉20384.82%,Fe203 4.59%の 組成を有 し,近世たたらの

釜土組成に近似するもので,耐火度は1300℃ であった。

■区の平安時代の製鉄炉付帯の輔座土壊からは,低チタン含有酸性砂鉄と,高チタン含有塩基性

砂鉄が検出されて, これに見合った2種の製鎌津が出上した。前者の砂鉄は,二酸化チタン (Ti02)2.96

%,後者は8,92%で ある。当製鉄遺構の排淳場には,2.6mの 鉄滓堆積があって層位間には木炭粉

が介在して10層に区分される。この10層の内,第 2,4,10層出上の製錬滓は,二酸化チタン (Ti02)17
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～24%の高チタソ含有の塩基性系,残 りの 7層 らには低チタン酸性砂鉄系で2%台であった。この

2%台成分系は,製鉄遺構内の炉底滓成分系に繋がるものであった。

鉱物組成は,塩基性砂鉄系でウルボスピネル十イルミナイ ト+フ ァイヤライ トの高チタン含有組

織,酸性砂鉄系は含チタンヴスタイ ト+マ グネタイ トで一部にウルボスピネルを含むものである。

この 2種の製錬滓は製鉄原料の砂鉄が独立 した別lElの ものであろうか。

近世たたら鐸押 し法では,製錬初期に呼び水的役割を果す溶けやすい赤日系砂鉄から漸次難還元

性真砂砂鉄へと切 り替えてゆく操業が知られているぱ 具体的には赤鉄鉱を含む「篭 り小鉄」から

「篭 り次小鉄」 (篭 り小鉄より難還元性配合)と装入を続けて,鍋の生成,鉄滓の流動性付与を目

的として難還元性真砂の「上 り小鉄」を用い,最後に「下 り小鉄」らと投入される。これらに準じ

た技術が古代・中世の製鉄法で存在したのが否かが議論されよう。上記各種砂鉄の炉内への装入は,

鉄滓組成成分に変動をもたらす筈である。ここで参考までに近世砥波たたらの鉄滓成分の全鉄分 (Total

Fe)と 二酸化チタン (Ti02)を抜き出してみる。

TaЫ e。 15 砥波近世たたらの砂鉄と製錬滓の成分変動

原 料 砂 鉄 製 錬 津

Total Fe Ti02 TOtal Fe Ti02

篭 り 58,05 49.52

篭 り次 58.64 4.60

上  り 60.37
″
′ 34.40 9.24

下  り 60.38 2.69 27.20

砥波たたらの砂鉄中の二酸化チタン (Ti02)は 2.69%か ら5.40%と変動すれば製錬滓 tよ ,5。 10

%へ と変わってゆく。これに対 して今佐屋山I区製鉄遺構では砂鉄中Ti02は2.96～8.92%,製錬

滓は3%台が24%台 となる。今佐屋山側では,両者の落差が開き過ぎる様である。 しかし, ここで

注目されるのは鉄滓中の全鉄分 (Total Fe)で ある。製錬初期の篭り製錬滓は鉄分高く (砥波49.52

%),下 りになると低目 (27.20%)と なる。たしかに今佐屋山鉄滓も低チタン鉄滓は鉄分50%台に

対して低チタン側は30%台である。この動向をどう解釈するかが問題である。今回の鉄滓調査は,10

層のうち,各層から1点のみの抽出であった。層内変動が押えられていない。分析数を増 して検討

すべきであろう。

I区製鉄遺構からは,鉄塊が出上した。亜共晶の白鋳鉄である。炭素 (③ l,87%,准素 (Si)0.30

%,燐 (P)0.059%と この2成分は若干高目であるが,他の随伴微量元素はいたって低値の純度

の高いものである。砂鉄系にもかかわらずチタン (Ti)は 0.009%,バ ナジウム (V)0.003%と 少
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ない。表皮付着スラグのチタン (Tl)一 鉄 (Fe)化合物 (■menite,ulv6spinelら )の存在から砂

鉄系鉄塊の確認がとれたが,成分分析結果からのみであれば,判定に苦 しむ数値であった。

なお,Ⅱ 区製鉄遺構出上の木戊は,揮発分34.74%,固 定炭素54.13%,発 熱量5,580ca1/gの 性

状をもつ黒炭で製鉄炭 としては良好品だった。同 じく材炉粘土もI区 と同系の材質で在地採取品 と

推定された。砂鉄 。木戊 。炉材粘上の 3者の供給が今佐屋製鉄炉の成立に寄与 している事はい うま

でもない事実である。

今佐屋山遺跡の周辺からの採集遺物の調査も行った。瀧ノ上炉鉄滓は,全鉄分 (Total Fe)38

%台,二酸化チタン5%台で鉱物組成にマグネタイ ト十ファイヤライ トの製錬滓組成で今佐屋山 I

区遺跡の製錬滓と同系レベルであった。長尾原E遺跡出土鉄滓は,全鉄分 (Total Fe)42.8%,

二酸化チタン11.99%で ,今佐屋山遺跡のI区 とI区の中間 レベルのチタン含有量であった。一方 ,

鉄塊として大原大鍛冶屋保管品がある。精錬鍛冶 (大鍛冶)原料とする鐘塊であろう。組織は,銅

と銑の境界に位置するもので,炭素 (C)2.0%,チ タン (Ti)0.015%,バ ナジウム (V)0.003%,

組織は片状黒鉛を析出するねずみ鋳鉄であった。大銅場で破砕 してなくて270× 250nvlの 大きさで搬

入されたのは何故だろうか。サイズからみると近世たたら製品ではなく,古代箱形炉製品にみえる。

後日の検討課題である。

更に,銀精錬滓として大林銀山の滓を調査 した。銀滓中のメタルにはFe― Cu― S系の組成が確

認されて,銅津中のマット成分に類似することが判明した。瑞穂町内には,銀精錬滓として他に久

喜鉱山のものがあり, これも組成的には大林銀精錬滓に近似する。非鉄金属滓の研究も今後の課題

となろう。

註

大澤正己 「今佐屋山遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査 (概要)」『主要地方道浜田八重可部線

特殊改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』(堀 田上 。今佐屋山 。米屋山遺跡の調査)島根県

教育委員会 1991.3

日刊工業新聞社 『焼結鉱組織写真および識別法』 1968

参 考 資 料

符 号 硬 度 測 定 対 象 物 硬 度 実 測 値 文献硬度値 ※ 1

Fayalite(2FeO o SiOぞ ) ※2 560,588 600ヽヤ700Hv

磁 鉄 鉱    ※2 513,508 530ヽV60011v

マルテンサイト   ※2 633^シ653Hv

wustite(FeO)   ※ 3 481,471 450-500H■ 7

Mttnetite(Fe304)  ※ 4 616,623 500-600子 Iv

白 鋳 鉄    ※ 5 563,506 458-613Hv

亜共析綱(C:o.4%) ※ 6 175 160-21311v
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(3)

※ 1 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』 1968他

※2 滋賀県草津市野路小野山遺跡出土遺物 7C末～8C初

※3 兵庫県川西市小戸遺跡出土鍛冶滓 4C後半

※4 新潟県豊栄市新五兵衛山遺跡出土砂鉄製錬滓U�Ospihel 平安時代

※5 大阪府東大阪市西之辻16次調査出土鋳造鉄斧 古墳時代前期

※6 埼玉県大宮市御蔵山中遺跡鉄鏃 5C中頃

前 田六郎 『 和銅 。和鐵』 河 出書房  1943
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今佐屋山遺跡

邑智郡、那賀郡、供試材および島田南
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10] 10ぞ 10‐ (V/Fe)

島根県製鉄関連遺物の¬・Vの相関図

O砂 鉄

◎ 砂鉄製錬滓

И ガラス質渾

△ 小鉄塊

O砂 鉄

◎砂鉄製錬滓

A鉄 塊

回精錬鍛冶滓

口鍛錬鍛冶滓

X含鉄々滓

И ガラス質澤

10'

(Ti/Fe)

10'
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第I部 各遺跡の調査

Tabに .1 供試材の履歴と調査項目

試 料 番 号 遺 跡 名 出 上 位 置 種 推定年代
計  測  値 調 査 項 目

大 き さ (ma)
亘 量
(g)

顕微鏡
組 織

ビッカース
蹄面崎諄 蝉講

化  ⊆津
組  成

Q-89ユ 今佐屋山 I区製鉄遺構東土抗 砂 鉄 6C後半 200μ 前後の粒子 ○ ○

MI-7 I区製鉄遺構 O ○

Q-892A I区製鉄遺構東土坑 砂鉄製鉄 滓 40× 50X15 ○ O ○

Q-893A ″  西土坑 611× 32X30 ○ ○

Q-894A I区製鉄遺構下 85× 65X15 ○ ○

Q-895A I区 1号住居跡 37× 75× 23 ○ ○

MI-6 102× 82X50 792 ○ ○ ○

MI-5 I区製鉄遺構西側土坑 ガラス質鉄津 95× 90× 60 ○ ○

MI-1 含 鉄 鉄 浮 70× 50X30 140 ○ ○

MI-2 60X50X30 100 O ○

MI-3 68× 50× 25 ○ ○

MI-4 30× 25X25 ○ ○

MI-5C 炉 材 粘 土 95× 90× 60 ○

R-891 I区製鉄遺構表面採取 砂鉄 製錬津 中   世 100X80× 70 985 ○ ○

MI-16 I区送風孔炉壁付着 砂 鉄 (被 熱 ) 半溶融状態 ○ ○

MI-17 〃 炉壁付着 ○ ○ O

MI-18 ″ 輔座ピット 砂 鉄 200～ 400″ O ○

MI-19 ″ 輔座土坑 200μ 前後 O ○

MI-1 I区排津場I層 砂 鉄製 錬津 55× 50× 25 205 O ○ ○

MI-2 ″  I層 50× 85X33 230 O ○

MI-3 ″  Ⅲ層 100× 60× 30 295 O ○

MI-4 ″  Ⅳ層 70× 70X30 350 ○ ○ ○

MI-5 ″  V層 60 X lllll× 30 320 ○ ○

MI-6 ″  Ⅵ層 70× 9Ю X 13 ○ O

MI-7 ″  Ⅵ層 60× 55× 50 345 ○ ○

MI-8 ″  Ⅵ層 80X70× 46 375 ○ O

MI-9 ″  Ⅸ層 6Kl× 80X15 150 ○ O

MI-10 ″  X層 110× 70× 40 820 O ○

MI―■ I区製鉄遺構炉底津 45× 55× 50 270 O ○

MI-12 ″    SK01,S120 55× 40× 30 O ○ ○

MI-13 〃  炉底浮 40× 50X30 ○ ○

MI-14 ″    SK01,S117 90× 60× 30 290 ○ ○

MI-15 I区製鉄遺構 鉄 塊 45× 110X35 390 ○ ○ ○ ○

MI-20 炉 材 粘 土 耐 火度
∩ ○

MI-21 I区製鉄遺構炉床 木 炭 ○

MI-22A 瀧ノ上炉 瑞穂町大草表面採取 砂鉄製錬津 近 世 ? 80× 60× 45 158 ○ O

MI-22B 80X40X25 120 ○ O

MI-22C 55× 30× 30 80 ○ ○

MI-22D 33× 50× 22 ○ ○

MI-23 長尾原 E 瑞薦町下亀谷表面採取 50× 95× 50 ○ ○

MI-24A 大林銀山 山の内精錬所跡 銀 製 錬 津 55X80× 20 148 ○ ○ O

MI-24B 44X50X20 ○ ○

MI-25 大  原
瑞穂町岩屋 大 鉄 塊 近 代 ? 270× 250× 80 38kg O ○ ○
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TaЫe,2 今佐屋山遺跡製鉄関連遺物の化学組成

第I章  今佐屋山遺跡

試 料 番 号 遺 跡 名 出 上 位 置 笹 推定年代

全 鉄 分

(靴
工

)

金 属 鉄

Metallc

駿

第 1鉄

(FeO)

駿

第 2鉄

(Fe203)

化
素

酸二
瑳

(Si02)

酸化 アル

ミニ ウム

(理203)

酸  化
カルシウム

(CaO)

酸化マグ
ネシウム

(hrgo)

霰

カリウム

(K20)

霰 イヒ

ナトリウム

(Na20)

霰

マンガン

(MhO)

三二 霰  化

チ タ ン

(Ti02)

ク ロ ム

(Cr'08)

rr 黄 五酸化燐

(P20s)

災 素

(C)

バナジウム

(V)

銅
　
碗

造津成分
造津成分

晩一蜘恥
注

助
恥

Q-891 今佐屋山 I区製鉄遺構東土坑 砂 鉄 6C後 半 61 3 24 53 60 4 280 281 0 02 0 02 0 055 0 172 0 003 6 80 0111 0 076

IMI-7 I区製鉄遺構 61 96 25 06 60 72 274 0 25 0 090 0 064 4 92 0 008 0 08 0 07 017 0 001 7 874 0 127 0 079

Q-892A I区製鉄遺構東土坑 砂鉄 製鉄 津 4 90 786 4 36 1 50 5 55 0 054 0 032 0 004 40 47 1 004 0 138

Q-893A ″  西土坑 23 50 864 3 80 0 73 0 048 022 006 0 039 37 90 0 916 0 148

Q-894A I区製鉄遺構下 23 46 7 87 4 04 072 0 035 0 07 0 035 37 24 0 882 0 145

Q-895A I区 1号住居跡 8 36 23 06 4 38 0 038 0 039 36 68 0 853 0 119

IMI-6 54 28 0 29 36 55 36 57 8 04 3 56 2 08 1 39 0 385 0 117 0 06 0 058 025 0 001 15 572 0 287 0 090

IMI-5 I区製鉄遺構西側土坑 ガラス質鉄津 021 1 94 1028 63 8 15 72 1 48 341 0 643 0 006 0 07 0 022 0 001 9 654 0 116

IMI-1 含 鉄 鉄 滓 48 56 0 11 23 42 43 24 10 33 0 65 0 275 0 096 071 0 06 0 053 043 019 0 001 17 551 0 361 0 142

IMI-2 47 10 25_43 39 07 10 30 0 86 1 61 0 285 0 133 8 34 0 07 0 089 0 001 18 608 0 395 0 177

IMI-3 49 79 25 96 42 32 11 52 5 02 1 06 1 11 0 385 0 021 052 006 0 061 015 0 001 19 116 0 384 0 101

IMI-4 52 33 25 88 45 44 9 40 3 85 0 245 0 064 0 05 0 281 0 29 012 0 001 15 489 0 296 0 077

IMI-5C 炉 材 粕 土 4 49 0 03 459 67 5 17 32 031 0 537 0 08 0 05 0 015 0 08 0 008 0 001 88 967 19 814 0 154

R-891 I区製鉄遺構表面採取 砂鉄 製錬津 中  世 39 7 47 4 4 00 18 04 5 07 1,51 1 43 20 31 0 09 0 022 013 0 09 0 061 25 26 0 636 0 512

IMI-16 I区送風孔炉壁付着 砂 鉄 (被 熱 ) 50 66 409 30 88 32 27 16 72 2 57 0 715 0 108 267 0 05 0 049 0 08 0 40 0 001 24 553 0485 0 053

IMI-17 ″ 炉壁付着 50 59 0 564 23 57 45 33 1500 2 96 0 77 0 700 0 092 0 06 0 033 0 20 0 001 19 722 0390 0 023

IMI-18 ″ 輔座ビット 砂 鉄 64 14 0092 21 33 67 87 1 72 021 0 140 0 54 0 06 0 006 0 11 0 39 0 001 6 385 0 100 0046

IMI-19 ″ 輔座土坑 60 08 0 070 19 69 63 92 2 02 0 055 0 026 8 92 0 077 0 09 013 0 001 6 091 0 683 0 149

IMI-1 I区排滓場 I層 砂 鉄 製 錬 津 55 22 0 216 62 36 17 38 3 99 1 13 0 145 0 08 0 023 α

´
0 03 0 29 0 001 24 895 0 451 0 032

IMI-2 ″  I層 31 67 0 370 24 84 17 15 22 21 6 00 2.36 0 73 1 27 0 149 1 77 24 17 0 006 0 04 0 001 35 719 1 128 0 763

IMI-3 ″  Ⅲ層 48 56 0 250 56 61 23 85 5 38 1 87 0 287 0 36 1 76 0 05 0 034 0.04 0 001 33 157 0 683 0 036

IMI-4 ″  Ⅳ層 36 67 0 440 37 14 1052 19 68 1 70 0 112 1 57 22 26 0.010 0 04 0 001 28 542 0 778 0 607

IMI-5 ″  V層 49 20 0 673 5728 5 72 23 02 5 29 2 27 135 0 138 0 06 0 024 015 001 0 001 32 398 0 659 0 041

Iふ五I-6 ″  Ⅵ層 49 14 0 230 53 4ユ 10 57 19 78 5 03 3 77 0 112 0 60 222 0 06 0 042 0 24 0 03 0 25 0 001 30 642 0.624 0 045

IMI-7 Ⅶ層 54 50 0 140 58 78 12 40 16 40 3 93 1 21 1 01 0 106 0 70 326 0 07 0 028 0 03 0 001 22 896 0 420 0 060

IMI-8 〃  Ⅵ層 44 28 0 149 52 66 25 72 7 38 0 149 0 69 0 07 0 018 018 0 02 0 001 37 919 0 856 0 051

IMI-9 ″  Ⅸ層 46 24 0 326 54 90 4 63 24 66 6 92 2 04 1 59 0 169 0 65 0 06 0 012 0 02 0 001 35 859 0 776 0 046

IMI-10 ″  X層 39 14 0 293 43 71 6 96 20 10 0 52 0 196 1 89 17 24 0 08 0 010 0001 29 526 0 754 0441

IMI-11 I区製鉄遺構炉底澤 50 30 0 213 56 76 8 53 21 22 4 98 1 63 117 0 128 258 0 06 0 008 0 17 001 0 25 0 001 29 488 0 586 0 051

IMI-12 ″   SK01,S120 41 16 0179 46 24 7 20 27 24 6 70 1 71 0 251 0 50 248 0 08 0 018 0 22 0 34 0 001 39 621 0 963 0060

IMI-13 炉底津 47 03 0 264 52 81 23 41 1 56 0 159 0 49 0 05 0 034 0 07 0 25 0 001 34 059 0 724 0 046

IMI-14 ″   SK01,Sl17 48 41 0398 56 54 22 69 5 97 2 39 0 118 0 54 1 94 0 07 0 010 0 001 33 028 0682

IMI-20 I区製鉄遺構 炉 材 粘 土 0 128 0 97 69 6 14 71 0 26 0 477 0 05 0 60 004 0 024 0 05 0 001 87 947 19.587 0 134

C Mn P Cu Ti V Ni Mo As Sn

IMI-15 今佐屋山 I区製鉄遺構 塊鉄 中  世 1 87 0 30 0 059 0 019 0011 0 009 0003 0 016 0 001 0 012 0002
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TaЫe.14 邑智郡瑞穂町及び那賀郡旭町出土鉄滓 (銀精錬滓)の化学組成

試 料 番 号 遺 跡 名 出 上 位 置 種  別
定

代

推

年

全鉄分

(幣
1)

金属鉄

Metallic

Fe

酸 化

第 1鉄

(FeO)

酸 化
第 2鉄

(Fe203)

二酸化
遊 素

(Si02)

酸化アル

ミニウム

(胆203)

酸 化 力
ルシウム

(CaO)

酸化マグ

ネシウム

(MgO)

酸  化
カリウム

(K20〉

酸  化
ナトリウム

(NazO)

酸  化
マンガン

(MnO)

二酸化
チ タン

(Ti02)

酸 化
クロム

(Cr203)

硫 黄

(S)

五酸化燐

(P205)

炭 素

(C)

バナジウム

(V)

銅

(Cu)

津

分

造

成

造津成分 Ti02

Total Fe Total Fe

IMI-22A 瀧 ノ上 炉 邑智郡瑞穂町大草 砂鉄製錬滓 37 2 43.0 5.47 31.1 5.25 2.55 0.57 0.22 0.05 1.29 5.65 0.05 0,024 0.017 0.66 0.27 0.003 39.69 1.067 0.152

IMI-22B 35.3 42.2 3.47 35.5 6.37 1.96 0.43 0,15 0.04 1.23 4.95 0,05 0,021 0.016 0.10 0,23 0.002 44.45 1.259 0.139

IMI-22C 38.5 46.8 3.14 31.2 4.95 2.49 0.52 0.34 0,07 1.29 5.71 0.05 0.020 0.017 0.23 0,27 0.002 39.57 1,028 0.148

IMI-22D 38.9 48.3 2.02 30.5 5,53 2.57 0.46 0.41 0.06 1.37 5.46 0.05 0,024 0.024 0.08 0.24 0.002 39.53 1.016 0,140

IMI-23 長 尾 原 E 邑智郡瑞穂町下亀谷 42.5 51.6 3.42 20.20 5,07 2.66 0.87 1.16 0。 16 0,90 11.99 0.06 0.015 0.240 0,08 0,23 0.005 30.12 0,709 0.282

IMI-24A 大 林 銀 山 山の内精錬所跡 銀精錬滓 ? 34.8
Ag
O,016

43.3 1.62 28.40 7.82 5.09 0,64 1.15 0,11 2.05 0.21 0,02 2.44 0.403 0.08 0.006 0.039 43.21 1.242 0.006

IMI-24B 24.17
Ag
O.024

24.86 6.93 47.2 9,19 1.47 0,49 0.51 0.05 1.13 0.23 0,02 1.34 0.250 0.17 0.004 0.052 58.91 2.437 0.010

IMI-25 大   原
大 鍛 冶 屋

邑智郡瑞穂町岩屋 大 鉄 塊 近代 ?
C
2.00

Si

Niゼ

Ｍｎ

Ｎｉ

P
∩ ∩氏∩

S
0.006

Cu
O.008

Ti
O.015

V
0.003

N

0.011
Cr
Niど

Co
O.011

赳

0.002

Ｃ

∩

Mg
Niど

Sn
O.007

A
0.004

「
otal Fk

97.2

S―-891 米 屋 山 邑智郡瑞穂町 表採 砂鉄製錬滓 近 世 40,3 48,6 3.67 28.1 5,14 2.17 0.66 1.26 6.98 0,05 0.017 0 024 0。 12 0.21 0,028 36.07 0.895 0,173

S-892 35.5 42.8 3.20 29.0 6.53 3.15 0,69 1.88 9,27 0,04 0.018 0.047 0.11 0。 19 0.026 39.37 1,109 0.261

S-893 鍛 冶 屋 畑 鍛錬鍛冶滓 43.9 28 7 30.8 14.82 4.10 0,82 0.76 0.13 0.44 0.03 0.17 0.27 8,94 0,016 0.023 20.50 0.467 0.010

S-894 40.9 86.2 18.29 26.20 7.52 1.82 0.86 0。 14 0.36 0.02 0.071 0.24 1.17 0.009 0.026 36.40 0.890 0.009

S-895 44.4 32.3 27.5 20,70 5,80 1.83 0,75 0.31 1,18 0,03 0.057 0.24 1.02 0,032 0.057 29.08 0.655 0.027

S-897 栃 谷 餌 那賀郡旭町 表採 砂鉄製錬滓 39.4 42.2 9.33 23.50 4.96 1,78 0.52 1.65 7.81 0.06 0.043 0,018 0.29 0.30 0,044 30,76 0,781 0,198

2T-841 迫
ら

稲
た

下
た

邑智郡瑞穂町 表採 中世 42.8 48.1 7.69 27.6 6.00 2.94 0.66 1.29 3.96 0。 14 0.021 0,19 0.06 0.24 Niど 37.20 0,869 0.093

2T-842
合

ら

金

た

天

た
34.3 40.0 4.56 29.3 6.75 3.25 0.87 1.55 12.84 Niど 0,023 0。 29 0.06 0,16 Niゼ 40.17 1.171 0.374

2T-843 大林たたら 38.2 41.7 8.31 25,9 6.90 2.94 1,06 1,36 10,76 Ni′ 0.037 0.27 0.08 0 16 Niゼ 36.80 0.963 0,282

2T-844 流 出 状 鉄
Si

O。 21

A9

0.026
Ca
O.009

唯
Ｎｉ

Ni
O.011

Co
O.019

Mn
O,004

Niど
0.004

0.010
P

0.040
0.08 Niゼ 0,006

2T-845 久 喜 鉱 山 銀 採 取 津 35.7 41.5 4.89 27.8 7.98 5.53 0.57 0。 97 0.22 Niゼ 2.80 0。 19 0.02 Niど 0.073 41.88 1.173 0,006

2u-841 長 尾 原 B地点住居跡 鍛練鍛冶滓 ? 26.1 30.6 3.30 48.9 10,86 1.22 0,38 0,94 0,25 Niゼ 1.39 0.12 0.07 0.006 0.065 61,36 2.351 0 010

2u-842 邑智郡瑞穂町下亀谷
古墳時
代後半

25,0 26.9 5.88 49.6 10.53 1.12 0,35 0.84 0.27 Niど 1.34 0,12 0.20 0.005 0,071 61.60 2.464 0.011

2u-343 タタラ曽根 邑智郡瑞穂町下田所 砂鉄製錬滓 ワ 33.7 38 9 4.91 32.7 6.80 2.06 0.48 2.32 9.47 Niど 0.018 0.12 0.40 0,076 Niど 42.04 1.248 0.281

K-901 後 河 内 古墓群21号墓 鍛錬鍛冶津
江戸時
代答卸 50.0 53.5 12.03 18.76 5.66 3.11 1.19 2.46 0.17 0.45 0,32 0.02 0.064 0.52 0。 13 0.008 0.074 28,72 0.574 0.006

K―-902 55.2 41.8 32.5 12.84 4.24 2.35 0.86 1,81 0.08 0.42 0,31 0.01 0.37 0,33 0.12 0.008 0,051 20.29 0.368 0.006

第1章  今佐屋山遺跡
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Q-891
今佐屋山遺跡

(I要鞘覆∋
砂鉄粒子

②…×400

イ也はとき告|× 100

外観写真 1/3.0

Photo.1 今佐屋山遺跡出土砂鉄の顕微鏡組織 (縮小0.8)
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(1)Q-892A
今佐屋山遺跡

(I晏堅繁冨重)

砂鉄製錬滓

×100

(2)Q-893A
今佐屋山遺跡

(I岳壁贅冨重)

砂鉄製錬滓

×100

(3)Q-894A
今佐屋山遺跡

(I区
製
禁置重)

砂鉄製錬滓

×100

(4)Q-895A
今佐屋山遺跡

(I区
1靴

冨砂

砂鉄製錬滓

×100

(5)R-891
今佐屋山遺跡

(H区埋土出土)

砂鉄製錬滓

×100

舟 筵
表根」   裏側

流 出 滓

流 出 滓

炉 底 津

Photo.2 今佐屋山遣跡出土鉄滓の顕微鏡組織 (縮小0.3)
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IM I-1

今佐屋山遺跡 I区
(製鉄遺構西土坑出土)

含鉄鉄滓

表側    裏側

タト権見
=デ

Fミ  1/2.7

υ X4υυ

Goeth■e中の

半還元砂鉄粒子

D X100
半還元砂鉄粒子

9× 400

同左拡大

少 X100
wusute(Ti入

)

+Mattneute
大柳　醐

υ

lM I-2

今佐屋山遺跡 I区
(製鉄遺構西土坑出土)

含鉄鉄滓

表側    裏側

外観写真 1/2.7

と

ｔｅ

測
ｏｅｔｈｉｔ如

９

　
Ｇ

Ｍ

D× 100

半還元砂鉄粒写

9× 400

同左拡大

Photo.3 含鉄鉄滓の顕微鏡組織 (縮小0.8)
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IM I-3

今佐屋山遺跡 I区
(製鉄遺構西土坑出土)

含鉄鉄滓

表側    裏側

外観写真 1/2.7

υ ×100

Goethite

+ガ ラス質

印Imentte合 む)

② X100

Goethに e中 に

半還元砂鉄粒写

同左拡大

半還元砂獣粒子

9

IM I-4

今佐屋山遺跡 I区
(製鉄遺構西土坑出土)

合鉄鉄滓 簿
表側    裏側

外観写真 1/2.7

D× 100

Magnetite

+Wむ Stite

白魯 :Mi協 ‖cFe

D× 100

④と同じ

9

③の拡大

lM I-5

今佐屋山遺跡 I区

(製鉄遺構西土坑出土)

ガラス質滓
(炉壁溶解滓)

(ガ ラス質十Magnejte)

×400

Photo.4 含鉄鉄滓、ガラス質滓の顕微鏡組織 (縮小0.3)

幹
―

ユ
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IM I-6

今佐屋山遺跡 I区

(1号住居跡)

砂鉄製錬滓

② l

l馨

Photo.5 鉄滓の顕微鏡組織 (縮小0.8)

D X100
中央 :半還元砂鉄粒子
wusttte+Magnedte

D× 400

半還元砂鉄粒子拡大

茶褐色斑点 (イトFe化合物)

D/100

半還元砂鉄粒子

O X400

同左拡大

9× 100

wustite+Magnetite

D× 400

WuSjte粒 内T卜 Fe化合物

D× 100

Wbstite+Magnetite

D× 400

WuSute粒 内T卜Fe化合物
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IM I-7

今佐屋山遺跡 I区

(製鉄遺構出土)

砂鉄粒子

①～⑫ ×100

⑬  ×400

外観写真 ×20

Photo.6 砂鉄粒子の顕微鏡組織 (縮小0.8)
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IMH 16
今佐屋山遺跡亘区

(送風孔炉壁付着)

砂鉄 (被熱)

外観写真 ×8

IMΠ 引7

今佐屋山遺跡Π区
(炉壁付着)

砂鉄 (被熱)

・ 3.

Photo 7 被熟砂鉄の顕微鏡組織 (縮小0.3)
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IMⅡ -18

今佐屋山遺跡Ⅱ区

(輔座ピット出土)

砂鉄粒子

(被熱粒子含む)

υ

実体顕微鏡

迄) ×20

実体顕微鏡

9× 30

実体顕微鏡

0× 100

砂鉄粒子

ジ X100

砂鉄粒子

υ ×100

砂鉄粒子

D X100

格子状組織

り X100

砂鉄粒子

9× 100

球】犬化粒子

Photo.8 砂鉄の顕微鏡組織 (縮小0.3)
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IMⅡ -19

今佐屋山遣跡Ⅱ区

(輔座土IIt出 土)

被熱砂鉄粒子

υ

実体顕微鏡

D
実体顕微鏡 実体顔微鏡

υ

砂鉄粒子

D× 100

砂鉄粒子

O X100
砂鉄粒子

p

砂鉄粒子

81 100

砂鉄粒子

D X100
砂鉄粒子

饉

Photo.9 被熱砂鉄の顕微鏡組織 (縮小0.3)
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IMΠ l

今佐屋山遺跡Π区
(排滓場 I層 出土)

砂鉄製錬滓

表側    裏側

外観写真 1/2.7

tつ X200
硬度圧痕

WuStte粒 子

464HV荷重100と

蜘
噛〕

9× 400

Wむ sthe粒内

T卜 Fe化合物

緻環牲喜士

IMⅡ -2

今佐屋山遺跡Ⅱ区

(排滓場Ⅱ層出土)

砂鉄製錬滓

×100

外観写真 1/2.7

占療1薦盈|
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